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「アタシも、ＡＳに乗りたい」

　その言葉が、椿ちん事じの幕開けとなった。




「よ～し、始めるぞ～!!」

「おーっ!!」

　雲一つない熱帯の空に、やたらと元気な声が響ひびき渡わたった。

　市いち之の瀬せ達たつ哉やが無意味に爽さわやかな仕草で拳こぶしを突つき上げ、向かい合うクララ・マオも満面の笑えみでそれにならう。二人とも、ＡＳアーム・スレイブオペレータ用の操縦服──クララのものは子供サイズの特注品──を着ていた。

　ここは、フィリピンのルソン島北部にある陸軍の演習場だ。達哉たちが所属する民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスにとって、フィリピン軍は『お得意様』の一つだったのだが、今回は逆にそのコネを頼たよって演習場を借り受けたのである。

「じゃあ、さっさとやろうぜ新入り。まずは何をするんだよ？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ……えーっとだな、まず最初に──」

「早くしろよ、あいかわらずトロいな、このノロマ」

　いつもの小こ生なま意い気きかつ横おう柄へいなクララの罵ば声せいを浴びながら、達哉は手にしたメモ帳──『必勝・ＡＳ教導マニュアル！　～サルでも三日でＳＲＴに～』を確かく認にんする。

（ＳＲＴって何だろ？）

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．本来の業務は、各種の軍事訓練プログラムの提供である。だが達哉はまだ、一からインストラクターを務めたことはない。そのため、あんちょこを手放せないのだ。

『あしたのために（その１）まず以下の語ご彙いを用いて訓練生を罵ののしるべし──』

（よ、よーし）

　ちらちらマニュアルを確認しながら、達哉は上ずった声を張り上げる。

「こ、こら～！　ええっと──と、とっとと整列せんか～、このクソムシども～！」

「整列って、アタシ一人しかいないけど？」

「く、口答えはゆるさ～ん！　貴様ら～、その……く、くち……」

[image: ]

「ああん、聞こえねーぞ新入り!?」

　尻しり切きれトンボにごにょごにょとつぶやく達哉に、クララは顔をしかめる。

「えーっと、だ、だから……く、くちから、その……ク、クソ──」

「聞こえねーって言ってるだろーが、この○○○○○野や郎ろう!!　てめえ、○○○○ついてんのかよ、おい!!　ったく、てめえの○○の○に○○を○○○してやろーか、ああん!?」

「お、女の子がそんな下品なこと言ったらいけません!!」

　舌足らずな甘い声で聞くに堪たえない罵ば詈り雑ぞう言ごんを撒まき散らすクララを、達哉は涙なみだ目めでしかりつけた。

「うぜー、超ちよううぜー。そもそも、オメーの教え方がトロくせーのが悪いんだろーがよ。つーかあんちょこと首っ引きの教官って、正直どうよ？」

「仕方ないだろ手て際ぎわが悪くても！　俺だって一から教官役するのは初めてなんだよ！」

「うわ、逆ギレかよみっともねー」

「…………チクショウ」

　一方的に言い負かされた達哉は、恨うらめしげな視線をマニュアルに落とした。

（おいリーナ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな、これ）

　マニュアルを用意してくれた同どう僚りようのアデリーナ・ケレンスカヤに、達哉は内心で疑問を投げかける。
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（えーっと、その２は精神論だからスルーするとして、次は──）

『あしたのために（その３）適切な機を見計らって訓練生の言こと葉ば尻じりを捉とらえ、𠮟しつ責せきして機先を制した後、容よう赦しやなく蹴けり飛ばすべし』

「──ってできるかぁ!!」

　達哉は右足を振ふり上げたまま、マニュアルを地面に叩たたきつけた。

『ＡＳ操縦服の衝しよう撃げき吸収機能と、その重要性を教えるための重要な過程なり。遠えん慮りよは無用、思いっきりいくべし』

（いきなりぶっ飛び過ぎだろ。ていうか俺が訓練初日にリーナから蹴り入れられたのって、プログラム通りだったのかよ!?）

　書いてあることは筋が通っていないでもないが、シチュエーションが悪すぎる。達哉は脳内で、指示通りにクララを蹴り飛ばす自分の姿をシミュレートしてみた。

　どこからどう見ても、立派な児童虐ぎやく待たいだった。

（やばい、このままじゃＰＴＡから非難殺さつ到とうだ！　大体だな、ＹＥＳロリータＮＯタッチと言って──ああいや、違ちがう、そうじゃない）

　どんどん達哉は混乱してきた。当のクララは退たい屈くつそうにしゃがみこみ、ふくれっ面つらでこちらを見ている。

「なーなー、いつになったら訓練始めるんだよ？」

「……仕方ないか」

　意を決した達哉は、苦く渋じゆうの表情でクララを見やる。

「おいクララ、まず最初にだな──」

「おう、何すりゃいーんだ？」

「思いっきり、俺を蹴飛ばせ」

「……はあっ!?」

　達哉の指示に、今度はクララが驚おどろいた。

（これしかないよな）

　要するにこの過程の目的は、ＡＳ操縦服の性能を伝えることなのだ。

（それなら逆に俺がクララから蹴り飛ばされた後、『さすがＡＳ操縦服だ、何ともないぜ』ってやるんでもＯＫなはず）

　決意を固めた達哉は、再度クララに指示を出す。

「聞こえなかったのか？　俺を思いっきり蹴っ飛ばすんだよ。遠慮すんな、こう全力でバーンてさ」

「いや、その、やれと言われればやるけどさ」

　薄うす気き味み悪そうに達哉を見ていたクララだが、ようやく覚かく悟ごを決めたようだ。

「行くぜ！」

「来い！」

　クララは数歩後ずさると、いきなり猛もうダッシュ。その勢いのまま、達哉の眼前で大きく飛び上がる。

「ダッシャアアアァァァッ!!」

　クララの小さな体がまるで矢のように一直線に伸のび、必殺のドロップキックが突き刺ささった──無防備に晒さらされた、達哉の顔面に。

「あ──」

　悲鳴すら上げられなかった。達哉の体はその場で一回転半し、後頭部から地面に叩きつけられる。

「何がしたかったんだ、こいつ？」

　体をひねって身軽に着地したクララは、一発で昏こん倒とうした達哉を見下ろす。

「まさかこいつ、ホンモノのＭなのか？」

　半ば意識が飛んでいた達哉は抗こう議ぎもできず、痙けい攣れんしていた。




「何で俺がこんな目に……」

　数分後、ようやく意識が回復した達哉は、ひりつく頰ほおをなでさすりながらぼやいた。クララの靴くつ跡あとが、くっきりと刻まれている。

「オメーが自分から蹴り入れろって言ったんだろーが、バーカ」

　さすがと言うべきか、クララは全く悪びれていない。

「俺は顔を蹴れとは言ってないだろ！　見ろここ、あざになってるぞ！」

「はん、つまりオメーの説明不足なわけだな」

「く、くそ、ああ言えばこう言いやがって」

　やはり達哉だと、口ではクララにかなわない。

「ええい、もういい！　じゃあ次、本番始めるぞ！」

「おーっ！」

　立ち上がった二人は、背後にうずくまった巨きよ大だいな影かげを振り返った。

　全高八・七メートル、重量九・八トン。まるでアスリートの肉体を五倍のサイズまで拡大したかのような、均整の取れたスマートなシルエットをしている。

　Zy─99Ｍ〈シャドウ〉。旧ソビエト連れん邦ぽう時代に開発された、ロシア製の第三世代型ＡＳである。

『照準させない、撃うたせない』『撃たれる前に撃つ』という第三世代型ＡＳの基本コンセプトに忠実な、機動性重視の機体だ。もっともこのＭ型は、輸出用に政治的事情から性能が落とされた、いわゆるモンキーモデルだが（表向きは）。

　その〈シャドウ〉が二機、地面に両手と両りよう膝ひざをついて駐ちゆう機き姿勢を取っている。

「でさ、どっちがアタシのだ？」

　興奮を抑おさえきれない様子でクララがそう尋たずねると、達哉は片方の〈シャドウ〉を指し示した。

「えーっと、こっちみたいだな。注意してあつかえよ」

「分かってるって！」

　半ば上の空で答えながら、クララはその〈シャドウ〉の機体に取り付き──

「ストーップ！」

　達哉の大声に、びくりと動きを止めた。

「な、何だよ一体」

「クララ、ＡＳに乗る前にまずしなくちゃいけないのは何だ？」

「え、えーっと……」

　少し考えたクララだが、すぐにぽんと手を叩く。

「目視で機体の安全確認！」

「そうだ」

　マニュアルを再確認しつつ、達哉は言った。

『あしたのために（その７）機体への搭とう乗じように先立ち、オペレータ自身で機体の状じよう況きようを確認すべし』

「万が一にでも機体の足回りにトラブルがあったら、立ち上がった途と端たんにすっ転ぶことだってありえるんだからな」

「へいへい、分かりましたよ教官殿どの！」

「一〇トン近い機械が動くんだからな。舐なめてたらえらいことになるぞ」

　大おお仰ぎような仕草でうなずく達哉に、クララはおざなりな敬礼の真ま似ねをした。そのまま二人で連れ立って、ゆっくりと〈シャドウ〉の周囲を回る。

「特に注意するのは関節部だ。液えき漏もれがないかどうか、小石みたいな異物が挟はさまっていないか、こうやってちゃんと確認しろよ」

　言うなり達哉は右手を伸ばし、ピシッと〈シャドウ〉の関節部を指さしていく。クララもそれに倣ならった。

「いくぞクララ、右みぎ腰こしよーし」

「よーし」

「右膝よーし」

「よーし」

「右足首よーし」

「よーし──って、あれ？」

　けげんそうに首を傾かしげたクララを、達哉は振り返った。

「どうした？」

「なあ新入り、足首のあたりをよく見ろよ。アタシにはなんか、シミになってるように見えるんだけど？」

「……本当だ」

　クララの指さした先を見やり、達哉はぎょっと目を剝むいた。確かに足首のあたりで、地面に黒い染しみができている。ちょうど機体の陰かげになっていたため、先ほどの確かく認にんでは気づかなかったのだ。

「やばい、何か漏れてる！　えーっと、工具箱工具箱──」

　慌あわてて〈シャドウ〉へと駆かけ寄る達哉の背を、クララは半眼で見つめながらぽつりとつぶやく。

「ああいった危機感のない形ばかりの安全確認が、大事故に繫つながるんだよな」

「…………」

　もっともなクララのつっこみに、達哉は一言もない。

「日本の公共事業も、色々やばいんだろ？　官庁のお役所仕事と、元もと請うけの中なか抜ぬきと、下請けの手抜きでさ」

「…………」

「つーか新入り、オメーの実家は大だい丈じよう夫ぶかよ？」

「余計なお世話だ!!　日本の土建屋なめるなーっ!!」




〈シャドウ〉右足首のトラブルは、衝撃吸収システムが原因だった。

　ダンパーのパッキンが摩ま耗もうしており、そこから衝撃吸収剤ざいがしみ出している。幸いなことに、この程度の修理ならオペレータによる野外整備でことたりそうだ。

「ほー、器用なもんだな」

　てきぱき作業をこなす達哉を、クララは感心したように見つめている。

「関節とかの基本は〈ダイダラ〉と似たようなものだからな。おっと、そこのスパナ取ってくれ」

「ほいよ」

　いくつかの部品を交こう換かんし、吸収剤を補ほ充じゆうする。仕上がりを確認し、達哉は満足気にうなずいた。

「直ったのか？」

「ま、これでしばらくは何とかなるだろ。本格的な点検や整備は、後でダニエラさんたちに任せりゃいい」

「おー、ご苦労ご苦労」

　ぱちぱちとクララは手を叩たたく。と、そこに声がかけられた。

「様子を見に来たが、手間取っているようだな二人とも」

　躍おどる金きん髪ぱつのポニーテールに、飾かざり気けのないオリーブグリーンの作業服。いつも通りむっつりしたアデリーナの前で、達哉は頭をかいた。

「面めん目ぼくない」

「ったく、情けねー教官だよな」

　クララの毒舌にも、事実なので反論のしようがない。情けない表情の達哉に、アデリーナはため息をついた。

「こちらも一段落したところだし、今サミーラが昼食の準備をしている。君たちも、休きゆう憩けいを取るといい」

「やれやれ、もう飯の時間か。そういや腹減ったな」

　ほっとした達哉とは対照的に、クララは不満げに口を尖とがらせる。

「もうメシかよ。うー、まだアタシ〈シャドウ〉に触さわってもいねーのに」

「色々トラブルがあったからな」

「それもこれも全部、オメーの手て際ぎわが悪かったせいだろーが、ヘボ教官!!」

「〈シャドウ〉の故障は俺のせいじゃないっての!!」

　怒ど鳴なり合う二人を代わる代わる見ながら、アデリーナは言った。

「まだ日にちはある。それにＡＳ訓練は量もだが、内容も大切だ。場合によってはごく短期間の訓練でも、ＡＳ操縦の何たるかを学ぶことは可能だぞ。社長の話によれば──」

「おーいリーナ、今はママじゃなくてアタシが社長だぞ」

　クララの抗議を黙もく殺さつし、アデリーナは話し続ける。

「──何でも実機の訓練を三日しか受けていない初心者が、模も擬ぎ戦でベテランの操縦するＭ９を破ったこともあるらしい。しかもＭ６に乗ってだ」

「凄すごいな、それは」

　意外な内容に、達哉が驚おどろく。

「どこの大天才だよ、そいつ。話半分としても、とんでもない化け物だな」

「詳くわしいことはわたしも知らないが、空そら恐おそろしい才能だ」

「…………」

　しきりに感心する二人から、クララは目をそらした。




「こっちだ」

　日中の演習場を、達哉たちはアデリーナに先導されながら足早に歩いていた。

　演習場の片かた隅すみに、二つのテントが張られている。その前には軍用の野外ストーブが設置され、二人の男女が腰を下ろしていた。

「戻もどってきたか」

　近づいてきた達哉たちに気づき、眉び目もく秀しゆう麗れいなアラブ人の青年が振ふり返る。ユースフ・アル・ケートリー、中東の産油国であるラシッド王国の第三王子だ。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．最大のスポンサーであり、かつＡＳオペレータとして戦力の一いち翼よくを担になうという、様々な意味で重要な人物である。

「疲つかれたであろう。サミーラよ、コーヒーをもて」

「……承知」

　ユースフが指を鳴らすと、控ひかえていた侍じ女じよのサミーラがマグカップを二つ、達哉とクララに差し出した。カップの中では、どろりとしたコーヒーが湯気を立てている。

「……若のお手製」

「ありがとよ」

　礼を言いながら、達哉はカップを受け取る。濃こい煮に出だし式のアラビアコーヒー。香こう料りようの香かおりを楽しみながら口をつける。

　うまい。

「おっと、砂糖とミルクは──」

　そう言いながらクララを振り向き、達哉は驚いた。

　無言でカップをのぞきこんでたクララが、一気にコーヒーを呷あおったのだ。

「お、おい」

「ううう、うー」

　苦さに顔をしかめながら、クララは濃いコーヒーを無理矢理に飲み下す。

「ブラックの味に目覚めた、というわけではないようだな」

「な、なに言ってんだよリーナ、スゲーうまいよこれ」

　呆あきれ顔がおのアデリーナの前で、クララは無理矢理に笑え顔がおをつくった。

「ほ、ほら、アタシもうオトナでシャチョーだからさ、砂糖やミルクを入れるようなオコサマなマネはソツギョーしたんだ」

「無理すんなよ。酔よっぱらってもいないのに呂ろ律れつが回ってないぞ」

「気負いすぎだ、バカ者」

「うー」

　達哉とアデリーナからたしなめられ、クララはうつむく。そこにユースフが、ぽつりと言った。

「そなたがＡＳの操縦を学ばんと欲ほつするのも、そのためか？」

「…………」

　押し黙だまったクララだが、すぐに口を開く。

「今は、アタシがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長だから」

　ゆっくりと言葉を選ぶように、話を続ける。

「ほら、ママがうちのチンピラどもの中でアタマを張ってたのだって、やっぱ腕うで前まえがスゲーからだろ。だからアタシもさ、ここで一つママの娘むすめだってことを、バシッと証明しなきゃいけねーんだ、バシッと」

「バカなことを」

　勇ましく宣言したクララを、アデリーナはにらみつける。

「社長の役目というのは、そういうものではないだろう。そもそも下へ手たに現場に顔を出して、怪け我がでもしたらどうする」

「──ごめん」

　ばつが悪そうなクララに、ユースフが小さく苦く笑しようする。

「いやいや、その心がけもまた、将の器うつわの一つであろうよ。そう、たとえば古代マケドニアのアレクサアル・イスンドロスカンダル大王のようにな。彼かの大王は常に兵の先頭に立ち、自ら近衛騎兵ヘタイロイを率いて戦場を駆け巡めぐったと聞く」

「──また始まったよ」

　ややうんざりとつぶやいた達哉を、ユースフとサミーラがそろって見やる。

「となればタツヤよ、そなたはさしずめカイロネイアの初うい陣じんにてイスカンダルを補ほ佐さした、宿将パルメニオンよな」

「……責任重大」

「変なプレッシャーかけるなよ!?」

「おー、アタシがアレクサンダーか。それじゃあ最も強いＡＳオペレータがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を継つぐんだな！」

「ヤクザでもそんな無茶苦茶な跡あと目め相続はしないだろ！」

　明後日あさつての方向に盛り上がる一同を見ながら、ふとアデリーナが小声でつぶやく。

「確かパルメニオン将軍は、後にアレクサンドル三世から粛しゆく清せいされたはずだが」

「うあ……」

　不ふ吉きつなそのつっこみに、達哉は思いっきり顔をしかめた。




　　　　２




　昼食を終えた午後──

「それじゃ、お待ちかねの搭とう乗じよう訓練だ」

「待ってました！」

　達哉の言葉に、クララは歓かん声せいを上げて手を叩いた。

「えーっと、まずは……」

『あしたのために（その17）搭乗時には──』

「あーもう、まだるっこしい」

　達哉がもたもたマニュアルを確かく認にんしているうちに、クララは〈シャドウ〉の足首へと駆かけ寄る。

「お、おーい」

「分かってるって。えーっと、まずはこいつだったな」

　機体を確認したクララは、足首についていたレバーをひねった。すると〈シャドウ〉の首元から縄なわばしごが展開し、地面まで垂れ下がる。

「お、よく覚えてたな」

「そりゃま、リーナからスパルタ式でタップリ詰つめこまれたからな。少なくとも座学は完かん璧ぺきだぜ」

　縄ばしごに足をかけながら、クララはにかっと笑った。

「気をつけて登れよ」

「分かってるって」

　そう答えるなりクララは、するすると身軽に縄ばしごをよじ登る。登りにくい鉄線のはしごなのだが、全く危なげがない。

（猿さるみたいなやつだな）

　かなり失礼な感想を抱いだきながら、達哉もその後に続いた。

「次はどうするか分かるか？」

「コクピットのハッチを開くんだろ、覚えてるって。開放レバー、レバーは……あ、これだ！」

　機体の肩かたに乗ったクララは、コクピットハッチの開放レバーを引いた。低い駆く動どう音がして、〈シャドウ〉の頭部がスライドする。

　露あらわになった狭せまいコクピットを、達哉とクララは並んでのぞきこむ。

　通常のＡＳは、オペレータの動作を機体がトレースする、セミ・マスター・スレイブと呼ばれるシステムで操縦する。コクピットに乗りこんだオペレータはマスター・スーツによって全身を固定され、読み取った動きをＡＳが拡大しつつ再現するのだ。

　この〈シャドウ〉のコクピットも基本は同じだが、通常のＡＳとはいくつかの違ちがいがあった。

　マスター・スーツの内側に詰め物がされており、クララの小さな体にサイズを合わせてある。操縦スティックまで手が届かないため、有線のコントローラーを握にぎりこむ形になっていた。また、フットレバーはまるで高たか下げ駄たのように大きく迫せり出している。

　達哉がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．整備課長のダニエラたちと共に、あり合わせのパーツを組み合わせて作り上げたものだ。

「懐なつかしいな。うちの〈ダイダラ〉も俺が乗れるように、親おや父じや源げんさんが運転席を色々いじくってくれたんだよ。こういう感じで下駄を履はかせたりさ」

「へー、なるほどね」

　昔を思い出す達哉に、クララがしたり顔で言った。

「つまりあれだ。運転席に紙コップをくくりつけて、注ついだ水をこぼさないように操縦していたんだな」

「俺のうちは豆とう腐ふ屋じゃなくて土建屋だよ！　つーか無む免めん許きよで公道に出るような非常識な真ま似ねはしてねえよ！」

「何だ、つまんねーの」

「せいぜい会社の土ど場ばとかで、〈ダイダラ〉動かす手伝いをしてたくらいだっての。農家の子供が、畑で軽トラに乗ってるようなもんだよ」

「無免許の時点で五十歩百歩だろーが」

「無免許でライフル振り回してるガキにだけは言われたくねえ!!　いいからとっとと乗れ！」

「ふん」

　ようやくクララはコクピットに滑すべりこもうとする。

「おい、ちょっと待てクララ」

「何だよ？」

「その姿勢だと危ないぞ。ほら、ちょっと支えてやるから」

「あ、ありがと──ってフニャン!?」

「何を変な声出してるんだ？」

「オメーが変なところに触さわるからだろーがこのスケベ野や郎ろう!!　ノータッチじゃなかったのかよ!?」

「あー、はいはいすまんすまん」

　真っ赤になったクララの抗こう議ぎを聞き流しながら、達哉は片手でマニュアルをめくった。

『あしたのために（その21）搭乗後はデータリンクを活用し、訓練生の機体の状じよう況きようを常に把は握あくすべし』

　確認しながら、クララに釘くぎを刺さしておく。

「いいか、俺が向こうの機体に乗るまで、動かすんじゃないぞ」

「分かってるからとっとと行けよ！」

　憤ふん然ぜんとそう答えながら、クララはコクピットに配置された各種スイッチや計器類を見回している。

「絶対に触るなよ、絶対にだぞ」

　不安を感じた達哉は、可能な限りの素す早ばやさで〈シャドウ〉から降りた。




　機体周囲のチェックを手早く済ませ、達哉はもう一機の〈シャドウ〉に乗りこんだ。

《機体の全システム、訓練モードで起動します。ようこそ、オシラ４》

　機体にダウンロードされていた、ＡＩのゴーシュが目を覚ます。パラジウム・リアクターに灯ひが点ともり、コクピットにも小刻みな振しん動どうが伝わった。

「これでよし」

　うなずいた達哉は、クララの〈シャドウ〉一号機に通信を繫つなぐ。

「おーい、感度はどうだ？」

『遅おそかったじゃねーかよ。こちら感度良好、いつでもいけるぜ』

　弾はずむような声が、すぐに返ってきた。

「いいから落ちつけ。入れこみすぎてもろくなことにはならないっての」

　達哉はデータリンクシステムを確認した。問題ない。それぞれのＡＩを仲ちゆう介かいすることによって、達哉の〈シャドウ〉からでもクララ機の状況を完全に把握できる。

「えーっと、あいつの〈シャドウ〉のＡＩが……コールサイン『フライデーⅡマークツー』？　Ⅱマークツーってのは何だよⅡマークツーってのは」

　首を傾かしげながらも、達哉は通信機越ごしにクララを指導する。

「今から〈シャドウ〉を起動させるわけだけど、第三世代型ＡＳには高性能なＡＩが搭とう載さいされている。基本的には音声入力で大だい丈じよう夫ぶだ。いいか、まずは──」

『分かってる分かってるって。ええと、最初はこれだろ』

　クララの気楽な声と同時に、〈シャドウ〉のデータリンクシステムに反応があった。どうやらクララは、コクピットのスイッチを手当たり次し第だいに押しているらしい。

「ちょ、ちょっと待て!?」

　仰ぎよう天てんした達哉だが、スクリーンの表示を見てさらに驚おどろいた。

　全く間違っていないのだ。

　ハッチ閉へい鎖さ、ジェネレータ点火、マスターモード設定、バイラテラル角調整──手順は正確で、速さも中々のものである。とてもではないが、今日初めてＡＳに乗った超ちよう初心者とは思えない。

「クララ、お前……」

『言ったろ、座学はちゃんとすませてるって』

　クララの声は、実に得意げだった。

『その調子だと、ミスはないみてーだな。リーナにしごかれた甲か斐いがあったってもんだ』

「俺、機体の起動をそつなくこなせるようになるまでには、半月近くかかったんだけどなあ……」

　小学生以下の頭だと証明された気がして、達哉は少しばかり落ちこんだ。

　その間にも、クララは〈シャドウ〉を立ち上げていく。ヴェトロニクス起動、全アクチュエーター接続、最終起動チェック終しゆう了りよう──

『こ、これでいいんだよな』

「ああ、ちょっと待ってろ」

　さすがに緊きん張ちようしているクララの声に、達哉は気を取り直した。データリンクを通して、クララ機の状態をチェックする。問題なし。

「ＯＫだ。それじゃあまず立ってみろ。音声操縦モードでな」

『ええっと、音声入力でいいんだよな？』

「ああ。音声入力スイッチは分かるな。そいつを押しこんで『直立』と命令するんだ」

『え、えーっと、こいつか。ちょ、直立！』

　データリンクに反応あり。クララの〈シャドウ〉は機体を震ふるわせながら、大きな動作で身を起こす。

　たまらずクララは悲鳴を上げた。

『う、わわわわわ！』

「落ち着け。今の機体はＡＩが制せい御ぎよしてるから、万に一つも転んだりはしないって」

『わ、分かってるってバーロー！』

　クララが憎にくまれ口を叩たたいている間に、〈シャドウ〉は立ち上がった。安心したのか、通信機越しにクララはほっと息をついている。

『よ、よーし行くぞ！　コンバット・マニューバ、オープンだ!!』

「いやいや、まだ戦闘コンバツトは早いから」




　クララ機に続き、達哉の〈シャドウ〉も立ち上がった。

「よーし、それじゃあ実機の操作に移る」

『おーっ！』

〈シャドウ〉の頭部を巡めぐらせて、達哉は周囲を確認する。

　だがその中でこの一帯はヘリポートとして整備されており、地面はコンクリートで舗ほ装そうされている。そこかしこでひび割れて草木がのぞいているが、足場は悪くない。初心者の訓練には十分だろう。

「それじゃあまず、歩行訓練からいってみようか」


『あしたのために（その27）最強の軍隊とは、歩く兵士なり。疲つかれることも飽あきることもなく歩き続ける男たち。

　速さこそ、強さなり』



（なんか違うような）

　マニュアルの内容に首を傾げながら、達哉は指示を続ける。

「今から音声操縦を切って、あっちの端はしっこまで往復するんだ」

『えー、歩いて戻もどってくるだけかよ。つまんねー』

「いいから言われたとおりにしろ。ほら、操縦モード切り替かえ。やり方は分かるな？」

『へーい、操縦モード変へん更こう。セミ・マスター・スレイブ、ブラボー』

「それでいい」

　スクリーンの中で、クララの〈シャドウ〉が身じろぎする。

「これ以上は下へ手たに動くなよ。機体がお前の動きを正確にトレースするんだからな。ほら、まずは一歩踏ふみ出してみろ」

『お、おうよ！』

　威い勢せいのいい口調とは裏腹に、クララの声は緊張に震えている。恐おそる恐る〈シャドウ〉が右足を上げると、機体がぐらりと傾かしいだ。

『う、うわわわ!?』

「おーちーつーけー。ちゃんとバランサーが働いてるから、滅めつ多たなことがなければ転びはしないって。むしろ焦あせって変な動きをする方がやばい」

『わわわ、分かってらい！』

　露ろ骨こつに動どう揺ようしながらも、機体の右足は無事に地面を踏みしめた。片かた脚あしを踏み出した姿勢で、クララの〈シャドウ〉は動きを止める。

『ふいー』

　通信機から聞こえた安あん堵どの声に、達哉は笑いをかみ殺す。

「ほらほら、はじめの一歩でそのありさまじゃ、先が思いやられるぞ」

『分かってるって言ってんだろ！　そ、そら──』

　さらに一歩、続けて一歩、踏み出すたびに少しずつ、〈シャドウ〉の動きは滑なめらかになっていく。

「そうそう、その調子だ。細かい制せい御ぎよは機体に任せて、歩くことに集中するんだ」

『へーい』

　もう緊張がとけたのか、クララの声こわ色いろは普ふ通つうのものだった。

（もう少し緊張が持続していた方がいいんだけどなあ）

　そんなことを考えていると、クララから通信が入った。

『なー、新入り』

「何だ？」

『飽きた』

「は？」

『だーかーらー、飽きたんだっての。早く次の訓練に移ろうぜ』

「おい」

　達哉の悪い予感は的中した。

「バカ言ってんじゃねえ。今日一日は、歩行訓練だ」

『えー、つまんねーよ、それじゃ。もっとこう射しや撃げきとかジャンプとか格かく闘とうとかダッシュとか──』

「楽しい訓練なんてねえよ。いいから余計なこと考えずに、集中しろ」

『ちぇー』

　舌打ちしたクララの〈シャドウ〉は、歩行を続ける。

「まったく」

　憤然とした達哉の眼前で、クララの〈シャドウ〉はぴたりと立ち止まった。

「どうした？　何かトラブルか」

『…………』

　そう呼びかけるが、クララからの返事はない。無言のまま〈シャドウ〉はわずかに機体をかがめる。

「まさか──」

　何となく悪い予感がした達哉が、近寄ろうとした時だった。

『自由への逃とう走そう!!』

　訳の分からないことを叫さけびながら、クララの〈シャドウ〉がいきなり走り出した。

「な、なに考えてんだお前は!?」

『あはははは、明日あしたに向かってダ～ッシュ!!　あははははは!!』

「って、何も考えてないのかよ!!」

　どうやら初めて乗ったＡＳに、すっかり舞まい上がってしまったようだ。クララには珍めずらしい、微笑ほほえましい子供らしさと──

「言えるわけねえだろ!!　おいクララ、とっとと止まれ！」

『ひゃははははは、止められるもんなら止めてみ──ろぉっ!?』

　クララの声は途と中ちゆうから驚きで引きつっていた。言われなくとも分かっているとばかりに、達哉の〈シャドウ〉が猛もう然ぜんと突つっこんできたのだ。

「いいかげんにしろっ!!」

『や、やべ、逃にげねーと』

　慌あわててスピードを上げるクララ機だが、ＡＳ操縦の年季に差がありすぎる。無む駄だに大きな動きで手脚を振ふり回すクララ機に対し、達哉機は身をかがめた鋭するどく俊しゆん敏びんなダッシュで、あっという間に距きよ離りを詰つめる。

『う、うわあっ！』

　低い姿勢で、背後からタックルをかける。あっさりとバランスを崩くずしたクララの〈シャドウ〉を、達哉は易やす々やすとフォールする。

「つ・か・ま・え・た・ぞ」

『ち、畜ちく生しよう！　放しやがれこのロリコン野や郎ろう！』

　完全に押さえこまれてもなお、クララは往おう生じよう際ぎわ悪くじたばたと暴れていた。

『じ、自主的に走行訓練をやっただけだっての。マジになってんじゃねーよ、バーカ、バーカ！』

「ほう、つまりあれもこれも今のも全部、訓練だと？」

『お、おうよ』

　達哉の声の不ふ穏おんな響ひびきを感じ取り、クララの声が少しだけ大人しくなる。だが時すでに遅おそし、達哉は片手で器用にマニュアルをめくりながら、ぽつりと言った。

「そうか、じゃあ次は格闘戦の訓練な」

『あしたのために（その41）格闘訓練において、教官機はまず訓練機からフォールを奪うばうべし』

『へ？──って、うわわわわ!!』

　通信機から響く悲鳴を無視し、達哉機はクララ機を持ち上げた。左手を首、右手を股ももに回して、機体全体を肩かたの上に担かつぎ上げる。

『続いて速すみやかに柔じゆう道どうの肩かた車ぐるま、もしくはレスリングで言う飛行機投げの体勢へと移行──』

『お、おいこら新入り、何すんだよ一体!?』

「あん？　だから格闘戦の訓練だっての」

『ふ、ふざけんな──ふわわわ!?』

　クララの罵ののしり声が、あっという間に金切り声へと変わる。

『その体勢のまま、機体を横方向に回転すべし』

[image: ]

　達哉の〈シャドウ〉はマニュアルの指示に従い、クララ機を持ち上げたまま、その場で猛もう烈れつなスピンを始めたのだ。

『や、やめろ！　う、うわあああっ!?　目が回る!!』

　乗っている機体ごと振り回され、たまらずクララは悲鳴を上げた。

『これぞかつての「鉄人」ルー・テーズの得意技わざ、エアプレーン・スピンなり』

　テーマパークの絶ぜつ叫きようマシンなど問題にならないスリルである。何せ、安全基準などという無ぶ粋すいなものが最初から存在しないのだから。

『ご、ごめん！　アタシが悪かった！　反省してる！　だから下ろして!!』

「ああぁん？　聞ぃこぉえぇんなぁ？」

『も、もうしません……だから……許し、て──』

　クララの謝罪を黙もく殺さつし、達哉はスピンの速度をトップに上げる。

『以上のフィニッシュホールドは危険故ゆえ、決して初心者にはかけるべからず』

「──っておい！」

　無責任極きわまりないマニュアルに、達哉はあわてて急停止する。

「や、やべ。おーい、大だい丈じよう夫ぶか、クララ」

『……………………きゅう』

　完全に目を回したのか、通信機からは沈ちん黙もくだけが返ってきた。




　　　　３




　クララのＡＳ特訓は続く。

　決められたルートの歩行から走行、照準動作、跳ちよう躍やく、回かい避ひ運動、遮しや蔽へい物の利用などなど。そういった様々な技術を、クララは砂が水を吸いこむように覚えていった。

「おーし、今日はここまで」

『りょ、了りよう解かい』

　四日目の夕暮れ。達哉の声にクララの〈シャドウ〉は、膝ひざを折って駐ちゆう機き姿勢を取る。

「大丈夫か？」

「うーん、さすがにあんまり大丈夫じゃない」

　さすがに疲ひ労ろうがたまっているのか、機体から降りたクララはずいぶんとふらついていた。

（珍しいな、こいつが弱音を吐はくなんて）

　少しばかり心配になってきた達哉をよそに、クララはじっと〈シャドウ〉の機体を見つめている。

「……ＡＳって、やっぱスゲーんだな」

「どうしたんだ、いきなり？」

　南国の太陽は、すでに西へと沈しずみかけている。クララの後ろ姿は、まるで影かげ絵えのようだった。

「正直、ＡＳの操縦なめてた。オメーみたいなド素人しろうとの新入りでも簡単に動かせるんだから、アタシならオチャノコサイサイのアサメシマエだ、ってな」

「言ってくれるな」

　顔を引きつらせる達哉を無視し、クララはぽつぽつ続ける。

「でも、ぜんぜん違ちがった」

「そりゃまあな」

「ホントにスゲーよ。ＡＳも、ＡＳを動かせるヤツも……」

　不意にクララは振り返る。ちょうど逆光になっているため、達哉からでは表情がよく分からない。

「なあ新入り、どうやったらオメーみたいにＡＳを動かせるんだ？」

「え、ええっとだな……」

　ひどく真しん摯しな声でそう問いかけられ、達哉は少しばかり戸と惑まどった。ひたすらアデリーナにしごかれ続けてきた、自分の初期訓練を思い出す。

「やっぱり──練習、かな」

「そっかー、やっぱ練習か」

　大きく伸のびをしたクララは、そのまますたすたと早足で歩き始めた。すれ違いざま、達哉の方を振り向いた。

　夕ゆう陽ひに照らされた、吹ふっ切れたような明るい笑顔だった。

「そろそろ夕メシの時間だ。行こうぜタツヤ」

「お、おう」

　歩くたびにひょこひょこ揺ゆれる、サイドテールの黒くろ髪かみ。それを見ながら達哉も、クララの後を追った。




「マニラの本隊と連れん絡らくをとったが、〈レイヴン〉の作業は予定通りに終わったそうだ」

　夕食の席で、アデリーナはそう言った。日はすでに沈んでおり、達哉たちはランタンの明かりを囲んで車くるま座ざになっている。

　今晩のメニューは、サミーラがつくったコンビーフのピラフだ。ぱらっと炊たけたご飯に肉の味が染しみこんでいて、実に旨うまい。缶かん詰づめやフリーズドライといった保存食を材料に、サミーラは毎回の食事を巧たくみに用意していた。

「となると、明日にはこっちに〈レイヴン〉が届くわけか。クララの訓練に割さける時間も、明日いっぱいだな」

　隣となりのクララを見やりながら、達哉は言った。よほど疲つかれているのだろう、座ったままで深々とうつむき、居い眠ねむりをしている。

「この分だと、もう訓練は今日で切り上げた方がいいんじゃないか？」

「明日は休ませるつもりか。その子がどう言うかな」

　ピラフに山盛りのマヨネーズをかけながらアデリーナは答える。サミーラがものすごく何か言いたそうな目でにらんでいるが、全く気づいていない。

「……大丈夫だっての」

　目が覚めたのか、クララが目を瞬しばたたかせながらあくびをする。

「変な遠えん慮りよ、してんじゃねーぞ」

「いや、遠慮なんかじゃなくてだな──」

　なだめようとする達哉だが、クララは聞き入れようとしない。ふくれっ面つらで口を尖とがらせている。

「それに明日が最終日だろ。なら、やっときたいことがあるんだ」

「何だ一体？」

「決まってんだろ、模も擬ぎ戦だよ模擬戦」

「模擬戦？」

　怪け訝げんそうにしていた達哉が、不意に吹き出した。

「なに笑ってんだよ、おい」

「いや、だってなあ──」

　これが笑わずにいられるだろうか。

　確かにクララはこの短時間でＡＳの操縦を学びつつある。だがそれはあくまで基き礎その基礎。どうひいき目に見ても、精々『戦闘っぽいもの』の真ま似ね事ごとができるかどうか、といったレベルだ。

「てめえ、何だその顔は！　くそ、むかつく。タツヤのくせに生なま意い気きだぞ！」

　達哉の憫びん笑しように、クララは真っ赤になって両手を振り回す。

「びびってんのか、コラ！　びびってんだな、このチキン野や郎ろう！　来いよタツヤ！　ＡＳなんか捨ててかかって来い！」

「ＡＳに乗らなきゃ模擬戦できないだろ!?　ああもう、分かった、分かったよ。やりゃいいんだろ」

　支し離り滅めつ裂れつな悪態に、ついに達哉は折れた。どちらかというと、単に面めん倒どうくさくなっただけだが。

「よし、決まりだ。ガチの真しん剣けん勝負だからな、言い訳もできねーくらいけちょんけちょんにしてやる」

　そう勇ましく宣告したクララは、足早にテントへと向かった。

「もう寝ねるのか？」

「当たり前だ。いいか、手を抜ぬいたりしたらショーチしねーからな」

　最後に入り口から首だけ突つき出して宣言し、クララはテントへと姿を消した。

「本当に、いいのか？」

　小さな声で、ふとアデリーナがつぶやく。

「しかたないだろ、あれだけやる気になってるんだから。これも教官の務めだし、ちゃんと最後まで付き合うよ」

「いや、そうじゃなくてだな……」

「？」

　何だか歯切れの悪いアデリーナに、達哉は首を傾かしげた。




　そして迎むかえた翌朝──

『両機とも、配置にはついたか？』

「ああ、大丈夫だ」

〈シャドウ〉のコクピットで、達哉は審しん判ぱん役のアデリーナに無線で答えた。

　ここはキャンプの片かた隅すみに設置された、市街地演習場だ。その東側の端はしっこで、達哉の〈シャドウ〉は待機している。

『こっちもＯＫだぜ！』

　クララの声も、明るく弾はずんでいる。どうやら昨日までの疲労は、今のところ残っていないようだ。

　単に気が張っていて、気づいていないだけかもしれないが。

『最後にもう一度、確かく認にんするぞ。開始の合図と共に、両機とも演習場に進入する。マウリッツ・システムはないから、ペイント弾だんでの撃うち合いだ。二人とも、事故には十分に気をつけるように』

『分かってるよ』

「了解」

　答えながら、達哉は〈シャドウ〉が手にしたＡＳライフルを見やる。ロギノフＢＫ─５４５。ロシア製の三七ミリライフルで、旧東側陣じん営えいの標準的なＡＳ用火器だ。

『では、始めるぞ』

　乾かわいた音が響ひびき渡わたる。アデリーナが手にした拳けん銃じゆうを、上空に向けて撃ったのだ。

「うし！」

　勝負の開始を告げる号ごう砲ほうに、達哉は〈シャドウ〉のペダルを力強く踏ふみこんだ。




　荒こう廃はいした市街地を、達哉の〈シャドウ〉は慎しん重ちように進んだ。

　地面のアスファルトはそこかしこでひび割れていて足場が悪く、倒とう壊かいした建造物が視界を塞ふさぐ。

　市街戦のセオリーに従い、達哉は索さく敵てきと前進を繰くり返す。常に遮蔽を取り、姿を晒さらすのは最小限で。各種センサを駆く使しし、『敵機』を捜さがす。

（クララは……いた！）

　意外なほどにあっさりと、達哉はクララの〈シャドウ〉を発見した。演習場で一ひと際きわ高くそびえる鉄てつ塔とう、そのてっぺんに陣じん取どっている。

「やれやれ、あんな目立つところに」

　思わず達哉は苦く笑しようした。

　こましゃくれているようでも、やはりまだまだ子供だ。確かにあの場所なら広く周囲を見み渡わたすことができるが、その代わり自機も丸見えになってしまう。そんな簡単なことが、分かっていないのだ。

　一応の偽ぎ装そうは施ほどこしているものの、達哉にさえ簡単に発見されてしまったのが何よりの証しよう拠こである。

（さっさと終わらせるか）

　とはいえ、この距きよ離りだとライフルには遠すぎる。確実に敵機を仕留めるには、もっと近づかねば。

　接近ルートを探査するため、達哉の〈シャドウ〉は遮しや蔽へいにしていたビルの陰かげから、わずかに身を乗り出して──

　パン！

　乾いた音と共に、コクピットのスクリーンが真っ赤な闇やみに閉とざされた。

「な、何だこりゃあ!?」

　驚きよう愕がくに達哉は叫さけぶ。

　何が起こったのか分からない。いや違う、頭部にペイント弾が命中し、光学センサを塗ぬりこめたのだ。誰だれが？　クララ以外にいるか！　気づいていたのか？　だとしても、この距離で──

　驚おどろきで棒立ちになる〈シャドウ〉。今度こそ、それが致ち命めい傷しようだった。

　再度の衝しよう撃げきが、〈シャドウ〉の胴どうを激しく揺さぶる。

『タツヤ機、胸部に被ひ弾だん。大破と判定する。状じよう況きよう終しゆう了りようだ』

「こ……こんなのありか？」

　アデリーナの非情な宣告に、達哉は言葉を失った。




「ひゃっほーい、勝った勝った！」

　荒あれた演習場に、勝利の歓かん声せいが響き渡る。

　クララは喜びも露あらわに、文字通り躍おどり上がっていた。妙みようちきりんなステップで周囲を飛び跳はね、一人きりのダンスを演じている。

「ま、負けた……ＡＳに乗って五日目の子供に負けた……」

　一方の負け犬は、敗北にうちひしがれていた。

　両手と両りよう膝ひざを地面につけ、がっくりとうなだれる達哉。その姿は、すぐ側そばで駐ちゆう機き姿勢を取った〈シャドウ〉そっくりである。

「やはりこうなったか」
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　その光景に、アデリーナはため息まじりに肩かたをすくめる。一方ユースフ主従は、未いまだ冷めやらぬ衝撃に目をみはっていた。

「あの距離、あの位置で初弾必中だと。針の穴を通すような狙そ撃げきだ」

「……まさに神かみ業わざ」

「おうおう、もっと褒ほめろ」

　完全に調子に乗ったクララは、達哉の肩をパンパン叩たたく。

「ま、あんまり落ちこむな。お前が弱いんじゃなくて、アタシが凄すごすぎただけなんだからな。あーもう、自分の天才が怖こわい」

「そこまでにしておけ」

　アデリーナもさすがにうんざりした様子で、果てしなく自画自賛を垂れ流すクララをたしなめた。そのまま、今度は達哉に説教する。

「君もいい加減に、気持ちを切り替かえろ。もうじき本隊も到とう着ちやくする。遊びは終わり、次は仕事の時間だ」

「なあリーナ」

「どうした？」

「やっぱりさ、持って生まれた才能ってのには勝てないのかなあ」

「…………」

　達哉の何気ない一言に、アデリーナはひどく不ふ穏おんな半眼でにらみ返す。

「な、何だよ？」

「何でもない」

　たちまち不ふ機き嫌げんな様子になると、アデリーナは足早に立ち去った。それを見たサミーラが、小声でつぶやく。

「……それ、貴方あなたが言っても嫌いやみにしかならない」

「──は？」

　静かなつっこみに、達哉は首を傾げることしかできなかった。









南国のテロリスト









　　　　１




　海から吹ふく穏おだやかな南風が、ヤシの木の梢こずえを静かに揺ゆらしていた。

「……はあ」

　ちろちろと躍る影かげをぼんやりとながめながら、三さん条じよう菊きく乃のはどこか物もの憂うげな息をつく。鮮あざやかな陽光の下もと、しなやかで瑞みず々みずしい肢し体たいを黒いビキニの水着で覆おおい、白いパーカーを無造作に羽織っていた。

　晴れ渡った透とう明めいな空の青と、深く澄すんだ海の青、そして白い砂すな浜はまの鮮やかなコントラストが、どこまでも広がっている。ビーチパラソルの影でデッキチェアに横たわりながら、菊乃は海と空のあわいを見つめた。

　ここは南太平洋のタヒチ島にある高級リゾートホテル〈ラ・ヴァレット〉、そのプライベートビーチだ。

　タヒチ島はフランス領ポリネシアの中心であり、同時に世界でも指折りのリゾート地として知られている。季節はまだ一月、ビーチは常とこ夏なつの陽光を求める観光客たちで賑にぎわっていた。

　その中でも菊乃の端たん麗れいな容姿と憂うれいを帯びた表情は、一際目立っている。

「なに気分出してるんだい、姉さん」

　小さなテーブルを挟はさんだ隣となりのチェアから、弟の旭あきらが声をかけてきた。菊乃と瓜うり二ふたつの顔をした小こ柄がらな少年だが、今日は何を考えたのか黒いブーメラン水着と派手な赤地のアロハシャツ、おまけにサングラスという格好だ。

「……旭、似合わないわよ、それ」

「し、仕方ないだろ！　こういう時の服なんて、持ってなかったんだから……」

　ため息まじりに菊乃が指し摘てきすると、顔を赤くした旭はたちまちしどろもどろになる。弁明の声にも力がない。

「ホテルの売店で、店員に勧すすめられたんだよ。僕も何だか変だとは思ったけど、よく似合ってるって言われて、つい──」

「言われるままホイホイ買っちゃったと。あなた、もう少しセンスを磨みがきなさい。お姉ちゃん、ちょっと恥はずかしいわ」

「う、うるさいなあ！　服なんて悪目立ちさえしなければ何着たっていいだろ！」

　ついに怒おこり出した旭を、菊乃はぴっと指さす。

「な、何だよ？」

「それが、悪目立ち」

「……う」

　そう指摘された旭は、きまり悪げにあたりを見回す。

「大人しくしておきなさい」

「分かったよ」

　菊乃と旭は現在、民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスに所属するＡＳアーム・スレイブオペレータという立場にある。だがつい先日までは、非合法な任務を専門に請うけ負う傭よう兵へい──有り体ていに言えば職業テロリストだったのだ。

　とはいえ現在はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．自体が、ボーダーラインを踏み越こえて露ろ骨こつに黒い仕事中心に移っている。姉弟きようだいがこのホテルにいるのも、アラスカで請けていたグレーな警備任務のほとぼりを冷ますためだ。

「ふう……」

　またもアンニュイなため息をつく菊乃を、旭はけげんそうに見やる。

「さっきからため息ばかりだけど、どうしたんだよ？　楽しむ時には遠えん慮りよなく楽しむのが、姉さんの流りゆう儀ぎだろ。それが遊びだろうと、戦争だろうとさ」
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「どうも、心に浮うき立つものがないの」

　そうつぶやきながら、菊乃は胸にそっと手を重ねる。

　この奥にわだかまる、漠ばく然ぜんとしたしこり。だがその存在自体は、不思議と不快ではない。そう、なぜならこれは──

「なぜ達たつ哉やさんは、わたくしの想おもいに応こたえてくれないのかしら」

　そう切なげにつぶやいた途と端たん、妙な音が響ひびく。旭がデッキチェアから、転がり落ちていたのだ。

　熱く焼けた白砂の上、奇き妙みようなポーズを取って痙けい攣れんしている。

「もう、何を遊んでいるの？　子供じゃないんだから、変なおふざけはやめなさい。お姉ちゃん、本当に怒るわよ」

　せっかく盛り上がった気分に水を差され、菊乃は頰ほおを膨ふくらせる。一方の旭は、チェアの上に這はい上がりながら菊乃を半眼で見やった。

「……一応、聞いておくけど、姉さんがあの彼に伝えたい想いって何さ？」

「まあ、何てこと言うの、旭ったら。そんなこと、乙女おとめの口から言えるわけないじゃない。恥ずかしい」

　バラ色に染めた頰に手を当て、恥じらいに身をよじる菊乃。そんな姉の姿に、旭はげんなりとなる。

「ごめん、聞いた僕がバカだったよ。どうせ姉さんのスイートかつクレイジーでショッキングピンクな脳内世界を理解できるとは思えないし……」

　旭はぼそぼそと、尻しり切きれ調子でそうつぶやく。

「何か言った？」

「別に」

　ぶっきらぼうに答えた旭は、やや無ぶ遠えん慮りよな視線で姉の肢体を上から下までながめる。当の菊乃は平然としていたが。

「姉さんも外見だけは悪くないんだし、もう少し内面の女らしさ、とかそういうものを磨いてみたらどうだい」

「内面？」

「そ。最近は女子力って言うんだっけ？　そうすれば愛いとしの彼にも、少しは振ふり向いてもらえるかもよ」

　そんな軽口を叩きながら、旭はひょいっと立ち上がる。

「ちょっと釣つりに行ってくるよ。姉さんもどうせなら、泳いできたら？」

　やや足早に立ち去る旭の言葉を聞き流しながら、菊乃は何事かをじっくりと考えこんでいた。

「……女子力──なるほど」




　釣り道具のレンタルは、ホテルのロビーで受け付けていた。

　吹き抜ぬけになった広々としたロビーは、床ゆかや壁かべの内装として木材がふんだんに用いられている。巧たくみに配置された観葉植物の鉢はちと相まって、南国の開放的な雰ふん囲い気きを演出していた。

「お客様、本日の午後三時より、当ホテルの第二ホールにおいてダンスショーがございますが」

「別にいいよそういうの。あんまり興味ないし」

　フロントの申し出に、旭は気のない調子でそう答える。

　釣りは彼ら姉弟の『ボス』であるミハイロフの数少ない趣しゆ味みであり、旭もその影えい響きようで時々竿さおを握にぎっていた。このホテルに逗とう留りゆうしている間も、暇ひまを見ては釣りに足を伸のばしているため、ビーチ周辺の釣り場は概おおむね把は握あくしている。

　そろそろ潮が満ちてくる頃ころ合あいだし、今日は東の岩場を狙ねらってみるか──そんなことを考えながら、のんびりとロビーを横切っていた旭だが、ふと足を止める。その目が、すっと細まった。

（従業員の中に、ずいぶんと知らない顔が交じってるな）

　なんとはなしに気になった旭は、こちらは顔見知りのドアマンにそれとなく話を振ってみる。

「実は午後のショーに人手を取られているため、今日は臨時の人員が派は遣けんされておりまして。何か不都合がおありでしたら──」

「ああいや、別に何でもないから」

　軽く手を振りながら、旭はロビーから外に出る。よくある話だ。別段、気にするほどのことでもない。

　だがそれでも旭の心の片かた隅すみには、なぜか漠然とした引っかかりが残った。




　そのほぼ同時刻、遠く離はなれた北太平洋上を進む一隻せきのコンテナ貨物船──に偽ぎ装そうした揚よう陸りく艦かんの食堂。

「テレビか？」

「ん、ああ」

　同どう僚りようであるアデリーナ・ケレンスカヤの声に、市いち之の瀬せ達哉は振り向いた。

「久しぶりに日本のテレビの電波が拾えたみたいでさ。どんな番組やってるのかちょっと懐なつかしくって」

　古びたブラウン管の画面に映っているのは、鮮やかな南国の風景だった。どうやら、生放送の旅番組らしい。

「タヒチかぁ。いいなあ、俺も一度でいいから行ってみたいな」

　青い海と白い砂浜を背景に、なぜか水着姿のリポーターを見やりながら、達哉はそう嘆たん息そくする。

「俺たちもさ、このままついでにちょいと足を伸ばして、休きゆう暇かを満まん喫きつ──って訳にはいかないよな？」

「当たり前だろう」

「だよなー」

　呆あきれ声のアデリーナにたしなめられ、達哉は椅い子すにもたれかかる。と、不意に眉まゆをひそめた。

「どうした？」

「いや、今テレビにどこかで見たことのあるやつがいたような気がして……」

　先ほど、画面の片隅にちらりと映った、黒くろ髪かみの少女。あれはもしかして──

「──って、そんなわけないか。あいつがリゾートホテルでセレブごっこしてるとも思えないし」

「？」

　一人で勝手に納なつ得とくした達哉に、アデリーナは首を傾かしげた。




　　　　２




〈ラ・ヴァレット〉ホテル自じ慢まんの舞ぶ踊ようショーは、確かに見事なものだった。

「まあ、素す敵てき！」

　照明の落とされたホールの客席で、菊乃は思わず歓かん声せいを上げた。そこだけは明るい舞台の上、華はなやかな衣い装しようで踊おどる女性たちの姿は、幻げん想そう的な美しさがある。

　打楽器主体の激しいリズムに合わせ、肌はだも露あらわな衣装で、ダイナミックに舞まう踊り子たち。

「旭も来ればよかったのに、もったいない」

　そう小声で嘆息する菊乃の前で、舞台の幕が下りる。どうやら演目が一段落したらしい。

　たちまち客席から、激しい拍はく手しゆが起こった。菊乃も満面の笑えみで、両手を打ち鳴らす。

　その拍手に応えるかのように、再びするすると幕が上がる。その向こうに広がる情景に、観客たちは啞あ然ぜんとなる。

　踊り手が入れ替かわったのだろう。そこに立っているのは逞たくましい褐かつ色しよくの肌を晒さらした、半はん裸らの男たち──これは分かる。

　だがその全員が、手に手にライフルだの散さん弾だん銃じゆうだのを握っているのは、一体何の冗じよう談だんなのだろうか。

「ちゅ──も──く！」

　中央に立つ一ひと際きわ見事な体たい軀くの男が、野太い声を張り上げる。見事に割れた腹直筋が、ぴくぴく動いていた。

「我々は半永久的漸ぜん進しん革命志向組織『明日あしたへの人民の委員会』であ～る！　総員、傾けい聴ちようせよ!!」

　意外なほど流りゆう暢ちような、英語の叫さけびだった。静まりかえった客席のそこかしこで、小声の囁ささやきが交かわされる。

（……何でしょう、あれは一体？）

（さあ？　革命と言っとるようですが）

　恐きよう怖ふ──というよりも、むしろ戸と惑まどいと困こん惑わくが先に立ち、反応や態度を決めかねているのだ。

「無ぶ粋すいね、これは」

　周囲の戸惑いをよそに菊乃は、深々と失望のため息をついた。

　おそらく、何らかのサプライズを狙った演出なのだろうが、完全に空回りしてしまっている。正直、見るに堪たえない。

（──なるほど、これはアトラクションですか）

「当ホテルは、堕だ落らくした帝てい国こく主義的ブルジョア階級の象しよう徴ちようである！」

（どうもそのようですな）

「よって現時刻をもって、人民の名の下もとに我らが占せん拠きよした！」

（やれやれ、おふざけが過ぎるのでは）

　菊乃の胸中が伝染したのか、だんだんと周囲に弛し緩かんした空気が広がっていく。ついにはしたり顔で論評する者まで現れる始末だ。

（しかし、どうも筋立てに無理がありますな）

「諸君らは大人しく投降せよ」

（そうそう、このご時世に共産主義革命とは、さすがにリアリティーがなさすぎる）

「そうすれば、ジュネーブ条約に基もとづいて捕ほ虜りよとしての待たい遇ぐうを約束──」

（役者の演技もいまいちですし）

「──って話を聞けぇっ！」

　怒ど鳴なった男の右手で、振り回した散弾銃が火を噴ふいた。




　その日の釣りは最低だった。

　旭が目的地の岩場に陣じん取どって三時間あまり、ウキは一度たりとも微び動どうだにしなかった。どれだけ餌えさを工く夫ふうしようが、どれだけ仕し掛かけをこらそうが、まるで魚たちは食いつこうとしない。

　それでいて澄すみ渡わたった海面を見下ろせば、泳ぎ回る魚たちの影かげが見えるものだから、余計に腹が立つ。

「おかしいなあ」

　ぼやきながらも旭はさらに一時間ほど粘ねばるが、結局そこであきらめた。本日の釣ちよう果か、全くのゼロである。

「ふん、どうせろくに身もないまずい魚に決まってる」

　イソップ物語の狐きつねのような負け惜おしみを言いながら、旭は荷物を担かついで立ち上がった。氷しか入っていないクーラーの重みが、何とも情けない。

　と、旭が肩かたを落としたその時だった。

　風に乗って、聞き慣れたかすかな音が旭の耳にまで届いたのは。

「……銃声？」

　そうつぶやいた旭の表情は、あっという間に鋭するどく引き締しまった。




　ホールに響ひびき渡った銃声に、菊乃は一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした。

「──本物？」

「どうだ、見たかね諸君。これで我々の本気は理解してくれただろうと私は確信している。では、大人しくぅぅぅぅ!?」

　落ちてきた緞どん帳ちようが、散弾銃男を直ちよく撃げきした。

　吊つり金具を吹ふき飛ばされた緞帳が、そのまま落下してきたのだ。自じ業ごう自得という言葉の、天然見本だった。

「ああ、書記長が！」

「ご無事ですか、しっかりしてください！」

　どうやらあの散弾銃男が書記長──ようするに連中のボスらしい。

　とはいえ、今の一撃の意味は大きい。

　たとえどんなに間ま抜ぬけでも、彼らの手にした銃が本物であり、彼らが紛まぎれもないテロリストであることは証明されたのだから。

「動くな！」

　同時に扉とびらが開かれ、薄うす暗ぐらいホールにさっと光が射さしこむ。武装した男たちが、素早く駆かけこんできた。なぜか彼らまで半裸だったが。

　その彼らが、支配人を始めとする従業員たちを縛しばり上げ、引き連れているのを菊乃は素早く見て取った。

（別働隊、ですか）

　おそらくは、ホテル内の別の場所を制圧していたのだろう。

「お願い、こないで──ああ、筋肉、筋肉が……」

「わ、分かった、大人しくするから撃うつな！　後、脇わきを近づけるな！」

「くそ、こんなやつらに殺されるのだけは嫌いやだ！」

　ようやくこれが、余興でもアトラクションでもないのが分かったのだろう。観客たちの間に恐怖と動どう揺よう、そして何よりも違い和わ感かんが、さざ波のように広がっていく。

　それを見てとった明日への人民の委員会（長ったらしいので以降はアシ会と短縮）書記長は、心の底から愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「ふンっはははハハハ！　ようやく諸君たちも自分の立場というものが理解できたようだな」

「書記長閣下、作戦の第一段階は完かん璧ぺきに遂すい行こうされました。万ばん歳ざい！」

「うむ、見事だ同志」

　大おお仰ぎような敬礼のたびに、上体の筋肉が存在を主張している。

　行動の端はし々ばしが一々間抜けだが、手際自体は悪くない──のかもしれない、もしかしてあるいは。

「この日のため、わざわざトレーニングでこの体を造った甲か斐いがあったというものだ。フハハハハ」

　笑いながら大胸筋と腹筋をピクピクさせていた書記長の目線が、なぜか菊乃に止まる。

「おい、そこの娘むすめ！」

「はい？」

「ちょうどいい、今から我々と来てもらうぞ。人ひと質じちの代表として、我々の覚かく悟ごを伝えるためにな」

　書記長の発言に、周囲は激しくどよめく。

「おお、ここでＮＡＤＥＳＨＩＫＯ　ＪＡＰＡＮを選ぶとは、さすが書記長」

「まさにＧＥＩＳＨＡ　ＧＩＲＬですな」

「ＯＩＲＡＮ　ＳＴＹＬＥではないのが少々悔くやまれますが」

「ふはは、褒ほめても何も出んぞ」

「…………」

　なにやら盛り上がっているテロリストたちを、菊乃はどんよりと見やる。

（さて、どうしましょうか？）

　抵てい抗こうか、それとも逃とう走そうか。

　例の書記長が、大おお股またでずかずか近寄ってくる。完全に油断しきった様子だ。今の菊乃は銃どころかナイフの一本さえ持っていないが、素手で制圧するのも難しくはなさそうである。

（とりあえず、彼らの言うがままになるのだけはなし──はっ!?）

　その瞬間、菊乃の脳のう裏りに電光が走った。

『もう少し内面の女らしさ、とかそういうものを磨みがいてみたらどうだい』

『最近は女子力って言うんだっけ？　そうすれば愛いとしの彼にも、少しは振ふり向いてもらえるかもよ』

　旭の軽口が、ふと耳によみがえる。身を硬かたくした菊乃の腕うでを、書記長が引っつかんだ。

「おい、娘！　来いと言っただろうが！」

　その瞬間、菊乃のピンク色をした脳のう細さい胞ぼうを激しくシナプスが駆け抜け、一つの解を導き出す。この状じよう況きようで、『女の子らしい』対応とはすなわち──

「だ、誰だれがあなたの言いなりに……！　放しなさい！」

「ええい、無む駄だな抵抗はよせ！」

「ああ、ご無む体たいな！」

「いきなり態度が変わったな……まあいい、よいではないかよいではないか」

「……あぁっ!?」

　短くも無力な抵抗の後、悲痛な声を上げながら、菊乃はそのまま卒そつ倒とうした（フリをした）。




「…………」

「…………」

　それらの情景を、達哉とアデリーナはテレビ画面越ごしに見ていた。

　正直、何がどうなっているか分からない。観光番組でポリネシアンダンスを見ていたはずが、いきなりステージにテロリスト（？）の集団が乱入し、しかもその間もカメラは回りっぱなしだったのだ。

　しかもその最後に出てきた、彼らもよく見知った顔──

「……なあ、今のって菊乃だよな？」

「多分な……」

　達哉の呻うめきに、アデリーナも自信なげに答えた。




　　　　３




「やばいね、これは」

　ホテルの庭園、植えられた木々の隙すき間まから本館のロビーの様子をうかがいつつ、旭は顔をしかめた。

　押っ取り刀でかけつけた警官隊により、すでにホテルは厳重に包囲されている。とはいえ宿しゆく泊はく客や従業員の大半が人質となっている現状では、うかつに突とつ入にゆうもできず、膠こう着ちやくしたにらみ合いになっている。

　これは、あまり愉快な状況ではない。

　このまま宿泊客の詳しよう細さいな身元調査が行われた場合、自分たち姉弟きようだいの素す性じようが露ろ見けんしかねないのだから。下へ手たをすればこの後、インドシナ半島に潜せん入にゆうする計画にも影えい響きようがでることもあり得うる。
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　となれば、旭の取るべき行動は一つ──可能な限り速すみやかに姉の菊乃を救出し、共に脱だつ出しゆつするしかない。

（いや、姉さんならほっといても一人で脱出しかねないけど。ていうかむしろ、一人で制圧してしまうかも）

　とはいえ姉が本気でしでかした場合、それはそれで悪目立ちしすぎる。事態がそうなる前に、旭が主体で解決せねば。

（ていうか妙みように大人しいよね、姉さん。てっきり大暴れすると思ったんだけど）

　ありがたくもあるが、同時に不気味だ。早期に行動を開始せねば。

　とはいえ今の旭が持っているのは、釣つり竿ざお一本と釣り道具の一式だ。はなはだ心こころ許もとないが、これでなんとかせねばならないようだ。




「──よって我々は人質の解放と引き替かえに、革命準備資金一〇〇万＄ドルを要求する。もしこれが容いれられなかった場合、どのような結果が起ころうともその責任は頑がん迷めい固こ陋ろうな政府にあると理解せよ！」

　回り続ける日本のテレビカメラの前で、書記長は反っくり返ってそう言った。様々なややこしいやりとりやいきさつの結果、このテレビスタッフたちがテロリストへの窓口のような立場になってしまったのだ。

「では、我らの本気を見せつけよう！」

　その宣言と共に、カメラが菊乃へと向けられた。無言でうつむいたまま、菊乃は身をよじり、撮さつ影えいから逃のがれようとする。

　水着とパーカーの上から縄なわで拘こう束そくされた菊乃は、うつむいてさめざめと泣く（フリをしていた）。

　もっとも菊乃がその気になれば、三秒でほどけそうな雑な結び方だったが。

「こんな男たちに捕つかまるなんて……悔くやしい！　でも感じちゃう!!」

「……感じる？　何をだ？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげた書記長だが、気を取り直して話を続ける。

「見るがいい！　この清せい楚そ可か憐れんなヤマトナデシコの命運は、偏ひとえに政府の賢けん明めいな判断にかかって──うおっ!?」

　突然書記長はすっころんだ。不意に立ち上がった菊乃が、体当たりで突つき飛ばしたのだ。

　そのままカメラ前を占せん有ゆうした菊乃は、よよよと泣き崩くずれる。

「この放送をご覧の皆みな様さま、どうか、どうか助けてください──ああっ」

「何をするか！」

　慌あわてて立ち上がった書記長と菊乃が、カメラの前で押し合いへし合い激しくもみ合う。

「見てください、この男たちの、獣じゆう欲よくにぎらついたおぞましい顔を。このままではわたくし、蹂じゆう躙りんされて──」

「どさくさ紛れに何を言ってるのだお前は!?」

「やめて！　わたくしに乱暴する気でしょう？」

「せんと言っとるだろうが！」




「ええい、なぜそこで撃たない？」

「おおいっ!?」

　テレビに映った菊乃をにらみながら、アデリーナが不満げに唸うなる。あまりにも物ぶつ騒そうな言葉に、思わず達哉はつっこんだ。

「どうせ人質は大勢いるのだろう。まずここは手近な一人を射殺して、覚悟を示す局面だ」

「何てこと言ってるんだよお前は！」

　ひどく不ふ機き嫌げんそうな表情で、アデリーナが振り向く。

「なぜ君はキクノを庇かばうのだ？」

「庇う庇わない以前に、人として普ふ通つうだろ！」




　ホテルの裏手に回りこんだ旭は、勝手口に鋭するどい視線を向けた。散さん弾だん銃じゆうを手にした敵兵が、手持ちぶさたな様子で周囲に視線を送っている。

　素人しろうとが──そう冷れい笑しようした旭は、身を隠かくしながら気づかれないぎりぎりまで忍しのび寄った。そして同時に物もの陰かげから、裏庭の茂しげみに小石を投げ入れる。確かあのあたりには、台所の食べ残し狙ねらいの野の良ら猫ねこがたむろっていたはず。

　狙い通り、茂みからあがった鳴き声に、敵はぎょっと立ち上がった。

「な、何だ!?」

　露ろ骨こつに焦あせる男だが、茂みから飛び出した小さな影かげを目にすると、ほっと安あん堵どの息をついた。

「何だ猫かよ、脅おどかしやがって──」

　それと同時に、旭は男の背後から襲おそいかかった。

「──がっ!?」

　両手で握にぎった釣り糸を男の首に絡からめ、一気に締しめ上げる。瞬しゆん時じに気管を圧あつ迫ぱくされた男は、悲鳴さえ上げられずもがいている。

　一気にとどめを刺さす。体を捻ひねった旭は男と背中合わせの体勢になると、大きく前方へと腰こしを折った。そのままてこの原理を使い、男の体を背中越しに投げ飛ばす。

　宙に浮ういた男の体、その全体重が釣り糸で締め上げられた首に掛かかる。負荷に耐たえきれず、そのまま首がへし折れ──

　ぷちん。

「あ」

　その前に、釣り糸の方が先に切れた。放ほうり出された男は、受け身もとれないまま柔やわらかい地面に脳天から落下する。

　白目をむいた男は、そのまま痙けい攣れんしている。どうやら、辛かろうじて一命は取り留めたようだ。

「やれやれ」

　散弾銃を拾い上げながら、旭はぼやいた。今さらとどめを刺すのも間が抜けてるが、仕方ない。試ためし撃うちを兼かねて銃口を男に向ける。

　ごくあっさりと発はつ砲ぽう。

　銃口から飛び出した大口径弾だんは、男の土手っ腹にめり込んだ。意識を失った男の体はエビのように跳はね上がるが、出血は全くない。

「ゴム弾じゃないか!?」

　ついにぶくぶくと白い泡あわを吐はき出した男を忌いま々いましそうに見下ろしながら、旭は舌打ちをこらえる。

「おい、どうした!?」

「何だ今の音は!?」

　近づいてくる、いくつもの声と足音。どうやら少し時間をかけ過ぎたようだ。

　ゴム弾しかなくても、素手よりはましだ。散弾銃を構え直した旭は、ホテルへの潜入（？）を開始した。




「書記長閣下、侵しん入にゆう者を発見しました！」

「な～～に～～ぃ？」

　ホールから中央管理センターへと移っていた書記長は、報告に顔をしかめた。

「警察か？　それとも軍か？」

「それがどうやら、民間人のようでして」

「うん？」

　ちょうどその時、警備用のモニターの一つに人影が映った。

　似合わないアロハシャツを着た、小こ柄がらな東洋人の少年だ。散弾銃を構え、油断のないきびきびした動きで廊ろう下かを進んでいる。

　その姿は、あっという間に監かん視しカメラの死角に消えた。

「旭!?」

　人ひと質じち代表として、ホールから連れてこられていた菊乃が、甲かん高だかい悲鳴をあげた。

「知っとるのか？」

「お、弟です！　姿が見えないと思っていたら、ああ──なんでこんな危ないことを」

「むう、言われてみれば似とるな」

　しげしげと菊乃の顔をながめる書記長。

「ふん、姉を救うためにドン・キホーテごっこか。ばかばかしい。お前ら、ちょっと行って捻ひねってこい」

「は」

「お願いです！　弟にだけは手を出さないでください！」

　駆かけ出す部下たちを見て、菊乃は書記長にひしと取りすがった。

「優やさしい子なんです、虫一いつ匹ぴき殺せないような──人は殺せますけど」

「……今、何と言った？」

　書記長の疑問には答えぬまま、よよと泣き崩れる。

「お願い……無事でいて、旭……」

　そっと目元をぬぐったその瞬間──今の今まで自身の涙なみだと設定と妄もう想そうに酔よいきっていた菊乃の頭脳が、ようやくほんの少しだけ我に返った。

（旭、ですか……）

　うつむいて周囲から表情を隠した菊乃は、不満げに頰ほおをふくらせた。

（仕方ないといえばないですが、いささか風ふ情ぜいにかけますね）

　ひどく勝手なことを、一方的に菊乃は考える。

（まあ、今日は旭で我が慢まんしてあげましょう）

　ヒーローのキャスティングに不満があるものの、今の自分は紛まぎれもない囚とらわれのヒロインなのだ。きっと女子力とやらも今現在、リアルタイムで天てん井じよう知しらずの大高こう騰とうをしていることだろう。

『女子力』という言葉を完かん璧ぺきに勘かん違ちがいしながら、菊乃はそっとほくそ笑えむ。

（さあ、早く来なさい、旭。あなたが数々の試練を乗り越こえてわたくしの前に立った時こそ、女子力は頂点に達するはず）




　人ひと気けのない廊下を進みながら、旭は薄うすく笑った。

「ふん、素人どもが」

　予想通りと言うべきか、敵の防ぼう御ぎよ態勢はひどく散さん漫まんなものだった。とっくに自分の存在に気づいているはずなのに、緊きん張ちようも警けい戒かいも全く足りない。

　旭は習慣として、ホテル内の構造は（一いつ般ぱんに公開されていない分も含ふくめて）完全に把は握あくしている。時には迂う遠えんとすら思える回り道をしながら、敵との接せつ触しよくを避さけ、中央管理センターへと急ぐ。

「おっと」

　三階の吹ふき抜ぬけ廊下の手前で足を止め、そっと様子をうかがう。

　階段の踊おどり場ばに、一名発見。脳内の見取り図と照合するが、どうしても外せない要かなめのポイントだ。

　仕方ない、気づかれる前に仕留めねば。散弾銃の銃口だけを突き出し、手早く、だが正確に狙いをつけて発砲。

　後頭部にゴム弾の直ちよく撃げきを食くらった男は、そのまま逆エビ反りの体勢でもんどりうって昏こん倒とうする。

　確かく認にんと同時に、旭は再び駆け出した。




「まだ見つからんのか、例のガキは！」

「も、申し訳ありません」

　嚙かみつくような書記長の言葉に、手下たちは一いつ斉せいに首を竦すくめた。

　その有あり様さまに、菊乃は内心で歯は嚙がみする。

（……何ですか、その醜しゆう態たいは）

「見つかりました！　ですが、これは──」

「何、もうそんなところまで!?」

　混乱する指導部に、菊乃は失望を禁じ得ない。このままでは、せっかくの女子力も発揮しようがないではないか。

　こうなれば、致いたし方かたない。

「要員を、後退させなさい」

「なに？」

　菊乃の唐とう突とつな発言に、全員が一斉に振ふり向く。

「このセンターを中心に、警戒線を再構築します」

「何を言っている──」

「いいから！　急ぎなさい」

　激しい語調に気け圧おされたように、書記長がおずおずと尋たずねる。

「だがそれでは、正面がガラ空きになるぞ？」

「構いません。今は確実な敵の捕ほ捉そくが最優先です」

「いやそもそも、その敵がお前の弟で──」

「そんな細かいこと、どうでもよろしい！」

　ごくあっさりと、菊乃は断言した。

「そうですね、配置はまずこの階のエレベーターと階段からのラインを重点的に監視。二人一組ツーマンセルでの行動を徹てつ底ていさせなさい」

　拘こう束そくされたままてきぱきと指示を出す菊乃に、一同は顔を見合わせた。

「ど、どうします？」

「う、うむ。この娘むすめの言っていることも、あながち間違ってはおらんようだが……」

「なら急ぐ！　時間は待ってくれませんわよ！」

「は、はい！」

　菊乃の激しい𠮟しつ責せきに、背筋を伸のばした男たちが一斉に駆け出す。

（これでもう少し、わたくしの女子力を試ためせます）

　満足気に少女は微笑ほほえんだ。




　目指す六階にたどり着いたところで、旭は今までとは打って変わった強力な防御にぶち当たった。

「何だよ、これは？」

　浴びせられる無数の銃じゆう弾だん。廊下の曲がり角に身を隠かくしながら、旭は舌打ちする。

　敵一人一人の練度自体は、いまだに素人しろうとじみたものだ。だが総体としての動きに、先ほどまでとは雲うん泥でいの差がある。

（どうなっている？）

　考えられる答えは一つしかない。指揮官が替かわったのだ。とはいえあの素人集団の中に、そんな優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼう役がいたとは思えないのだが。

「……まさか」

　脳のう裏りを、非常に嫌いやな想像がよぎった。いるではないか、こういう状じよう況きように精通したプロフェッショナルが一人、連中のすぐ側そばに。

「何を考えているんだい、姉さん」

　呻うめきを上げながら、頭脳をフル回転させる。こんな状況にはまりこんだ以上、拙せつ速そくは巧こう遅ちに勝まさる。これ以上の戦力を集中される前に、力ちから尽ずくでも突破せねば。

（ったく、僕は脳筋マッチョのヒーローなんて大だい嫌きらいなのに！）

　ぼやきをこらえつつ、旭は強きよう襲しゆうを開始した。




「ダメです、動きが速すぎる。捉とらえきれません！」

「落ち着いて。Ｄ班を東の廊下から回して──」

「Ｂ班とＥ班が突破されました。もうこのセンターは裸はだか同然です」

「くっ」

　菊乃が軽く舌打ちすると、室内はどんよりとした空気に包まれた。書記長と、二名だけ残ったその側近が、すがるような眼めで菊乃を見つめているが無視。

　やがてその一人が、おずおずと手を挙げた。

「しょ、書記長、やはりここは一時の屈くつ辱じよくに耐たえ、名めい誉よある降こう伏ふくを選ぶべきでは？」

「うむ、確かにそうだな。玉ぎよく砕さいは確かに勇ゆう敢かんであるが、同時に無意味だ。ここは明あ日すの再起を信じて──」

「……何ですって」

　地の底から響ひびくような菊乃の声に、書記長たちはびくりと背筋を伸ばす。

「まさかこのシチュエーションで、何の盛り上がりもなく手を上げるつもりではないでしょうね？」

「いやだから、君もこのまま解放──」

「あなたがた……そこまでわたくしの女子力を邪じや魔ましたいんですか!?」

　言うなり、菊乃は立ち上がった。同時にその全身を拘束していたはずのロープが、すとんと抜け落ちる。

「な!?」

　驚おどろく一同を尻しり目めに、菊乃は両手の指をこきこき鳴らす。

「いいでしょう。こうなれば力尽くでも、わたくしの女子力を見せつけてあげます。ふふふふふ、待っていなさい旭」

　鬱うつ々うつと笑う菊乃の姿は、書記長たちを怯おびえさせるのに十分なものだった。




　旭が中央管理センターへとたどり着くまでに、現れた敵は全部で一二人だった。

　うち七人までは、散弾銃のゴム弾を一発の無む駄だ弾だまもなく食らわせてやった。マガジンが空になった後は両手で銃身を握にぎり、棍こん棒ぼう代わりに敵を殴なぐり倒たおす。四人までＫＯしたところでストックがひん曲がってしまったため、最後の一人は股こ間かんの急所を蹴けり上げて昏倒させた。

「ふう」

　やや弾はずんだ息を整えながら、旭はセンターのドアを蹴り開ける。

「おーっほっほっほっほっほ！」

　たちまち湧わき上がる高笑い。

「よくここまで辿たどり着けたわね、少年」

「…………」

　これ以上ないというくらいげんなりとした半眼で、旭は声の主をにらみつける。

　タヒチアンダンスの衣い装しようを身につけた、美しい黒くろ髪かみの少女──要するに彼が救出に来たはずの姉、三条菊乃以外の何者でもなかった。

「まさかと思ったけど、本当に……」

　呻きながら旭は、部屋の片かた隅すみをみやる。そこでは例の書記長たちが、震ふるえながら縮こまっている。その怯えた表情を見れば、ここで何が起こったのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「一応、僕は姉さんを助けに来たんだけど」

「ふっ、その必要はないわ」

　かき上げた黒髪が、ふさぁっと舞まう。

「今のわたくしは、半永久的漸ぜん進しん女子力志向組織『明日へのヒロインの委員会』書記長臨時代理よ。あなたの姉は、もうどこにもいないわ」

「姉さん、ふざけている暇ひまはないんだ。この状況だと、いつ警察が踏ふみこんでくるか分からない。そうなったら──」

「お黙だまりなさい」

　ぴしゃりと言い放つ菊乃書記長臨時代理。

「そんなおためごかし、聞きたくないわ。わたくしを従わせたいならば、まずわたくしを超こえる女子力を持つことを、実力で証明することね」

「あのさあ……僕は男だよ」

　さすがにカチンときた旭は、散弾銃に予備のマガジンを装そう塡てんする。それに応じ、菊乃も床ゆかから拾い上げたモップを、両手で構えた。

「いい加減、頭に来た。要するに、力尽くで姉さんをふん縛じばればいいんだろ？」

「ええ、できるものなら──ね」

　その瞬しゆん間かん、無音のゴングが鳴り響いた。

　滑すべるような足取りで、菊乃が瞬時に間合いを詰つめた。跳はね上がったモップの先せん端たんが、空そら恐おそろしいほどの正確さで旭の脳天を狙ねらう。

　旭もまた素す早ばやく後方に跳とんで距きよ離りを取ると、姉に向かって全くの遠えん慮りよなく発はつ砲ぽう。だが菊乃は巧たくみなステップで射線から身を逸そらす。

「うわ、やめろ──ゲフ」

「く、来るな──ウボワァ！」

　交差するゴム弾とモップ。

　姉弟きようだいが丁々発止の応おう酬しゆうを繰くり返すたび、アシ会の男たちは流れ弾で吹ふっ飛ばされ、あるいは楯たて代わりにモップで殴り飛ばされ、あっという間に数を減らしていく。

「動くな！　全員、手を頭の後ろに回して床に伏ふせろ！」

　ようやく警官隊が乱入したちょうどその時、流れ弾がカメラを直撃した。




「興ざめな幕切れだな」

　真っ白になったテレビの画面を見やり、アデリーナは不ふ機き嫌げんそうに言った。

「どうせなら最後まで潰つぶし合えばよかったのに。つまらん」

「そういう問題じゃないだろ！」

「ふん」

[image: ]

　アデリーナは、そのままそっぽを向いた。




　ちょうど同時刻、南洋の海岸では、簀す巻まきにした少女を担かついで砂すな浜はまを逃とう走そうする少年の姿があった。

「ふが──ふがふが──ふがン（降ろしなさい、旭──後で酷ひどいわよ）!!」

「もう金こん輪りん際ざい何があっても、姉さんとリゾートには行かないからね！」








〈シンドバッド〉号の幽ゆう霊れい









　　　　１




　薄うす暗ぐらい夜の通路に、カツカツと足音が響く。曲がり角の向こう、突つき当たりの壁かべまで伸びた自分の影かげに、少女──マルヤムはびくりと肩かたを震わせた。

「夜の船が、こんなにも怖こわい場所だったなんて……」

　心細げにそうつぶやいた声は、マルヤム自身以外の誰だれにも聞こえないまま、か細く消えていく。

　夜とは言っても、船の全すべてが寝ね入いっているわけではない。今でも船橋には当直の船員が立ち、機関室ではディーゼルエンジンが動き続けているはずだ。だがそれらの物音は、今のマルヤムには届かない。

「やっぱり、ユースフ様にも一いつ緒しよに来てもらえばよかった」

　船室のトイレが故障していたため、やや距離のある共用のトイレへ用足しに行った帰り道。昼間の活気の中ならば何ら問題のない道のりが、夜の静せい寂じやくの中ではひたすらに遠く感じてしまう。

　すでに寝入った夫を、そんな理由で起こすのは気き恥はずかしかったのだが、マルヤムはそのことをすでに後こう悔かいしていた。

（でも、あと少し）

　あと少しで、彼女と夫の船室に戻もどれる。そうすれば、また腕うで枕まくらで慰なぐさめてもらおう。でも、もしユースフ様を起こしてしまったら──

　そんな妄もう想そうで、怖さを紛まぎらわせた時だった。

「え？」

　どこからともなく、笛の音が聞こえた。

　切れ切れに響く、掠かすれた音色。聞く者の心を搔かきむしるような、不気味な調べ。それが暗い通路に陰いん々いんと木霊こだまし、周囲の闇やみを支配している。

「何ですか……これは？」

　底知れぬ恐きよう怖ふに駆かり立てられ、マルヤムは震え上がった。しかもあろうことか笛の音は、徐じよ々じよに大きくなっているのだ。

（近づいている？）

　とっさにマルヤムは、通路の曲がり角に身を隠かくした。そこから恐おそる恐る顔をのぞかせ、笛の音の方向をうかがう。

　そして、彼女は見た。

　暗がりの中、笛の音に合わせて、白い影が蠢うごめいている。

　途と切ぎれ途切れの調べのまま、時に緩ゆるやかに地を這はい、時には激しく飛び跳ね、荒あれ狂くるう姿。それは到とう底てい、この世のものとは思えない。

　わずか一瞬、言葉を失い硬こう直ちよくするマルヤムの眼前をよぎり、蠢く影は再び暗がりの奥へと姿を消す。

　残されたマルヤムは、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできない。

（何？　あれは何？　いったい何なのです？）

　空白になった彼女の脳が、目にしたものの意味を理解したのは、一分近くの時間が経過した後だった。そして──

「きゃあああぁぁっ!?」

　絹を裂さくような悲鳴が、少女の口から上がった。




　船室の小さな窓の外には、生温かい南洋の夜が黒々と広がっていた。

「昔々、戦国の時代……とある北の小国に仕える若い美男の武士が、これまた城下でも評判の美人を妻に娶めとりました。二人はお似合いの夫婦として、たいそう仲なか睦むつまじく暮らしていました。ですがその幸せは、けして長く続きませんでした」

　照明が落とされた暗い船室に、少女の声が淡たん々たんと響ひびいた。小さなテーブルの上では、一本のロウソクの火がちろちろと揺ゆれている。

　オレンジの光が弱々しく瞬またたく度たびに、テーブルを囲む四人の男女の黒い影が、不気味に躍おどった。

「結けつ婚こんからちょうど一年、南の大国との戦いくさでその若武者は戦場の露つゆと散りました。遺のこされた妻はその報しらせに嘆なげき悲しみ、帰らぬ夫を思って涙なみだしました」

　暗く沈しずんだ声で、三さん条じよう菊きく乃のは言った。まるで日本人形のような整った顔に、ロウソクの灯あかりが不気味な陰いん影えいを落とす。

　その右みぎ隣どなりで正座していたクララ・マオが、小さな体をぶるりと震わせた。

「そ、それで……？」

　掠れた声で、クララはそう尋たずねる。菊乃は口の端はしに意味深な笑えみを浮うかべると、話を続けた。

「葬そう儀ぎをあげた夜、疲つかれと悲しみで寝入っていた女は、ふと異様な気配に目を覚ましました。そして枕まくら元もとに立つ鎧よろい武者の姿に気づき、息を吞のみました。無数の刀槍やり弓矢で傷ついた具足、兜かぶとを失い髷まげも落としたざんばら髪がみ──ですがその土つち気け色いろの顔は、見み紛まがうことなき夫のものでした」

「…………へえ」

　菊乃の情感をこめた語り口に、向かいの席に座る市いち之の瀬せ達たつ哉やも、生なま唾つばを飲みこむ。

　怪かい談だん──である。

「変わり果てた夫の姿に、妻は悲鳴を上げました。するとその姿は、霞かすみのようにふっとかき消えました。夢かと思った女ですが、これで終わったわけではありませんでした。次の夜も、そのまた次の夜も、鎧武者の亡ぼう霊れいは妻の下もとを訪おとずれました……」

　そう言うと菊乃は意味ありげに、しばし口を閉とざした。

「ま、まさか、これで終わり──ってわけじゃないよな？」

　たっぷりと間の時間をとった菊乃に、達哉は小声でそう尋ねた。薄笑いを浮かべた菊乃は、小さくうなずく。

　正直、その表情や仕草だけでも相当に怖い。

「…………」

「…………」

　一同が押し黙だまる中、菊乃の語りは最高潮に達していた。

「三日三晩の後、すっかり憔しよう悴すいしきった女は、城下のお寺を訪ねました。話を聞いた和尚おしよう様は、寺の奥院に彼女を招いてこう言いました──『未練じゃ。奥方様への未練が、亡なくなった御ご夫ふ君くんを現世に縛しばりつけておる。このままでは成じよう仏ぶつも出来ず、御夫君は未来永えい劫ごうこの世を彷徨さまようことと相成ろう』『そんな、戦場に果つるは武士の本ほん懐かいといえ、この宿しゆく業ごうは余りにも酷すぎまする。どうか夫の御み魂たまをお救いくださいませ』『相分かった。では奥方様には、拙せつ僧そうの法ほう力りきを受け入れてもらわねばならぬ』──」

（これって、耳なし芳ほう一いち系の話か？）

　達哉がそう思った途と端たん、菊乃の声こわ色いろが一変した。

「そう言うなり和尚は、未亡人を押し倒たおします──『ああ、何をなさいます和尚様!?』『抗あらがうでない、拙僧を受け入れよと申したはずじゃぞ』『そんな、ご無む体たいな……』」

「…………は？」

　いきなりの急展開に、達哉の目が点になった。

「懸けん命めいに抗う未亡人ですが、孤こ閨けいを守っていた肢し体たいはすでに熱を帯び、濡ぬれそぼっていました──『後ご生しようでございます和尚様、何とぞお止やめくださいませ』『ほっほっほ、奥方様のあけびはそう申しておらぬようじゃが』」

「ちょっと待て!!」

　明後日あさつての方向に吹ふっ飛んでいく語りに、達哉は全力でつっこむ。だが、菊乃は止まらない。頰ほおを赤く上気させ、体をくねらせながら、甘い声で語り続ける。

「『ああ、堪かん忍にんしてぇ！』『どうれ、拙僧の如によ意い棒ぼうで極ごく楽らく往生させて進ぜようではないか』──あいたっ!?」

「いいかげんにしろ」

　菊乃の声は、不意に途切れた。

　今まで黙っていた最後の一人──アデリーナ・ケレンスカヤが、アルミのマグカップを投げつけたのだ。

「そんなふしだらな話を聞かされる身にもなってみろ、この変態」

「まあ、ひどい。大体それでしたら、アデリーナさんのお祖じ父い様の話も大たい概がいではありませんか」

　マグカップの直ちよく撃げきした頭をさすりながら、菊乃は不満げに口を尖とがらせる。

「冬の雪山で迷った猟りよう師しが雪男を見た──というだけならともかく、そんな未確認生物ＵＭＡを猟りよう銃じゆうと山刀だけで撃退したという武勇伝、聞かされても困ります」

「あ、でも猟犬とのハートウォーミングストーリーなオチは良かったぜ……ぜんぜん怪談じゃなかったけど」

　クララにまで小声でつっこまれ、アデリーナは切れ長の目を吊つり上げる。

「何だとお前ら、わたしの祖父を侮ぶ辱じよくする気か？」

「わたくし、そんなことは思っておりません。ただ怪談としては、いかがなものかと言っただけです」

「ふん、お前のような発情女に、言われる筋合いはない」

「……なんですってぇ？」

　本題の怪談話を放ほうり投げ、喧けん々けん囂ごう々ごうの言い争いを始めた少女たち。そんな二人を、達哉は生温かい目でぼんやりと見やっていた。

（まさか菊乃と、こういう風になるとはなあ）

　何せ達哉やアデリーナたち新生Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスと菊乃とは、ほんの少し前まで敵として本気で戦っていたのだから。

　つい先日、アデン湾わんの海かい賊ぞく島での戦せん闘とうで、菊乃は彼女の『ボス』であるミハイロフから離り反はんした。そして新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員として、移動拠きよ点てんであるこの偽ぎ装そう揚よう陸りく船〈シンドバッド〉号に乗りこんだのだ。

　とはいっても『昨日の敵は今日の友』という言葉を、すんなりと受け入れられない者も多い。アデリーナも、その一人である。菊乃とはＡＳアーム・スレイブオペレータとして何度となく交戦してきたのだから、当然ではあるが。

　ちなみに今夜の怪談は、そんなアデリーナと菊乃の溝みぞを埋うめるため、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長としてクララが提案したものである。

　現状だと、あまり目もく論ろみ通りにはいってないようだが。

（ま、何とかなるだろうさ）

　実際そう達哉がのんびり眺ながめているうちにも、アデリーナと菊乃の言い争いを、クララがなんとか収めていた。

「あーもう、つまんねーケンカやってんじゃねーよ！　ガキかオメーら!?」

「む」

「まあ」

　ようやく矛ほこを収めたアデリーナと菊乃を前に、クララはコホンと一つ咳せき払ばらいをする。

「ったく、次はアタシの番だからな。いーか、耳かっぽじって聞けよ。こいつは『恐怖のエビゾリ小こ僧ぞう』っていう、とっておきの──」

　そうクララが語り出す、その直前。

　カンカン──

　カンカン──

　不意に乾かわいた異音が、暗い船室に響きわたる。

「ラ、ラップ音ってやつか、これ!?」

「いや、ただのノックだろ」

　焦あせるクララに、達哉がぼそりとつぶやいた。

「分かってるよ、それくらい」

　立ち上がったクララが、船室の扉とびらを開く。船内通路の照明が差しこみ、暗がりになれていた達哉たちは、目を細めた。

「……夜分遅おそく、失礼」

　たずねてきたのは、白と黒のエプロンドレスを身につけた、無表情なアラブ人の少女だった。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員かつスポンサーであるユースフ王子の侍じ女じよ、サミーラである。

「どうしたよ、こんな時間に？」

　部屋の灯りをつけながら、クララは言った。その手を、サミーラが強く握にぎりしめる。

「……マルヤム様のことで、あなた方の力を借りたい」

「マルヤムの？」

　現在〈シンドバッド〉号には、ユースフの『妻』であるマルヤムも同乗している。そのマルヤムが今朝方から、体調を崩くずして床とこに臥ふせっているのだ。

　そのためユースフはつきっきりで、愛妻の看病をしていた。

「見み舞まいもやめてくれって話だったけど、何かあったのか？　まさか容態が──」

　同年代の友人を心配するクララの前で、サミーラは首を横に振ふる。

「……否いな、ことの真相が分かった」

「真相って？」

　穏おだやかならぬ言葉に、クララは緊きん張ちようする。そんな彼女に、サミーラは静かな声で答えた。

「……この船に巣くう悪あく霊りように、マルヤム様が襲おそわれた」

「──は？」




　達哉やクララたちが部屋を訪れた時、マルヤムはまだ目を覚ましていた。

「申しわけありません、こんな時間にわざわざお越こしいただいて」

　船室の片かた隅すみ、こぢんまりとしたベッドの上で体を起こし、マルヤムは上品な仕草で一礼する。

「いや、アタシらこそもう夜遅いってのに、こんな大勢でドカドカと押しかけちまって悪かったな」

　マルヤムの友人であるクララは、少々バツが悪そうに言った。

　この船室は本来ユースフのものであり、ＶＩＰ待たい遇ぐうで相応の広さの部屋が割り当てられている。とはいえこれだけの人数で押しかけると、さすがに狭せまい。

「かまいません。どうせ眠ねむれませんから」

　そう力なく笑うマルヤム。その目元には、くっきりとクマが浮うかんでいた。

「で、オメーが見たってモンの話だが……」

　そうクララが言った途端、マルヤムはその手にひしと取りすがった。

「そうなのです!!　わたくし昨日の晩、確かに見ました！　あれはきっと、この船に巣くう悪霊に間ま違ちがいありません！」

「お、おお」

　一気にまくし立てられ、クララは目を白黒させた。そんな友人を前に、マルヤムは滔とう々とうと語りかける──

「──悲鳴を上げた後のことは、覚えておりません。気がついた時には、このベッドに寝ねかされていました」

「……ちょうど通りすがった私が悲鳴に気づき、気を失っていらしたマルヤム様を部屋までお連れした」

　語りの最後を、サミーラが補足する。

「笛の音と共に現れた、白い影かげねえ」

　話を聞いた達哉は、半信半疑でつぶやいた。

「きっとあれは海の魔ま物もの、シャイフ・アルバフルの眷けん属ぞくに相そう違いございません！」

「……『海の老人』。かの船乗りシンドバッドが、第五の航海で遭そう遇ぐうしたという魔物」

　マルヤムが怯おびえながら名をあげた魔物について、サミーラが補足する。

「……『海の老人』は無力な年寄りを装よそおい、通りすがった旅人に、川を渡わたるため肩かた車ぐるまを頼たのむという。だが慈じ悲ひの心を起こして肩車をしたら最後、魔物は肩にしがみついたまま降りようとせず首を締しめつけて、死ぬまで家か畜ちくか乗り物のように扱あつかうという」

「まさか我が妻がそのような悪霊に祟たたられるとは……くっ！」

　ユースフも沈ちん痛つうな表情で目を伏ふせ、自身の無力さを嘆なげいている。

「いや、少なくともその子泣き爺じじいの親しん戚せきみたいなやつは、今回の件と無関係だろ」

　ぽつりとつっこむ達哉の声は、どうも届いていないようだ。

「気のせいや勘かん違ちがい、ということもありますしねえ」

「うむ」

　菊乃やアデリーナも、信じられないといった様子である。

「……ここ数日、夜に不ふ審しんな人影を見たというクルーが何人もいるのは事実」

　船内電話で通話していたサミーラが、静かにそう言った。どうやらブリッジに詰つめていた船長のサンチャから、話を聞いたらしい。

「となるとやっぱり、やるっきゃねーよな」

　決然と、クララは立ち上がる。

「アタシのダチがこんな目にあわされたんだ！　ほっとけねえ！　ユーレイだか何だか知らないけど、きっちりオトシマエはつけてやる」

「クララさん……」

　篤あつい友情（？）に感極きわまったマルヤムの肩を、クララはパンパンと叩たたいた。

「マルヤム、オメーは黙だまってキッポーを待ってろ──つーわけで行くぞ！　リーナ、タツヤ、キクノ」

「結局、そうなるのかよ──」

　何となく分かっていた流れではあるが、達哉は小さくため息をついた。

「……迷めい惑わくを、かける」

　さすがにすまなそうな声で、ユースフが頭を下げた。

「いいってことよ。ああいう風に盛り上がったクララは、まず止められないし」

「まあ、先ほどの怪かい談だんの続きと思えば、肝きも試だめしというのも乙おつなものでしょう」

　含ふくみ笑いをしながら、菊乃も達哉に身を寄せる。

「つーわけで、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ゴーストバスターズ結成だ！　いざしゅっぱーつ！」

「おー」

「おー」

　クララの音頭に合わせ、達哉と菊乃は気のない声をあげる。だがアデリーナだけは、少し難しい顔で考えこんでいた。

「どうしたよ、リーナ？」

「今からというのは、軽けい率そつではないか？」

　クララの質問に、アデリーナはそう答えた。

「ろくな計画も立てていない上に、今は夜だ。ここは慎しん重ちように行動するべきだろう。まずは計画立案に専念し、実際の行動は明あ日すの日中──」

「いやいや、ちょっと待てって」

　アデリーナの話を、クララが途と中ちゆうで遮さえぎった。

「そもそもユーレイ探しだぞ？　真っ昼間にユーレイ探しても、出てくるわけねーだろ」

「…………む」

　当然の反論に、アデリーナは顔をしかめた。その反応に達哉と菊乃は、思わず顔を見合わせる。

（たかだか肝試しに、ずいぶん大おお仰ぎようだな）

（らしくありませんわね、アデリーナさん）

　そう小声でやり取りしているうちに、アデリーナはうなずいた。

「分かった。そういう判断ならば従おう」

「よし、決まりだ。いくぞオメーら──吉きつ報ぽう、待っててくれよ」

　クララがそう言うと、ユースフとマルヤムもうなずいた。

「期待させてもらおう」

「ありがとうございます、皆みな様さま方」

　続いて立ち上がった達哉だが、船室を出る前にサミーラに振り向く。

「そういや、お前は参加しないのか？」

　達哉の問いに、サミーラは首を横に振った。

「……私には、別用がある。それに、ちょっと怖こわい」

「なんだよ、びびったのか？」

　不満そうにそう言ったクララが、あらためて達哉たちを振り向いた。

「それじゃ、今度こそいくぞー！」




　　　　２




　夜の船内通路は、静かだった。

　暗がりの中、達哉たち四人の足音が、かつかつと響ひびく。

「マルヤムがユーレイに会ったっていうのが、このあたりか」

　先頭に立つクララが、周囲を見回した。

「特に怪あやしいものはないな」

　手にしたマグライトで通路を照らしながら、達哉は言った。その明かりの中で、菊乃が船内図を広げる。

「船長さんの話によりますと、船員の方々が不審な影と遭遇しましたのは、こことこことここ──」

「ふんふん」

　船内図を指差していく菊乃に、クララがうなずく。

「とりあえずは、この経路で巡じゆん回かいするのは、いかがでしょうか？」

「よし、それで行こう」

　力強くうなずいたクララは、再び勢いよく歩き出した。その隣となりでマグライトを構えていた達哉は、クララが高々と掲かかげていた右手を見やる。

　正確には、そこに握にぎられていた成なり田た山さんのお守りを。

「……それ、ご利り益やくあるのか」

「あたりめえよ」

　達哉の質問に、クララはニカッと笑う。

「パパからもらった、レイゲンアラタカな護ご符ふだぜ。これがあれば、ユーレイなんか怖くねえ」

「ま、いいけどな」

　鰯いわしの頭も信心から。そう思い直した達哉は、続いて隊列の最さい後こう尾びを進むアデリーナを振り向いた。

「どうしたリーナ、ちょっと遅おくれてるぞ」

「少し待て、後方の安全を確かく認にんしている」

　巨きよ大だいなバックパックを背負ったアデリーナは、さらに両手で愛用の軍用自動拳けん銃じゆうを構えていた。そのまま周囲に、油断のない視線を向けている。

　いつも以上に隙すきのない、きびきびした動作だった。

「よし、クリアした。次のポイントへ向かう」

「お、おう」

　うなずいた達哉たちは、再び歩き出す。

「気合が入ってるな、リーナ」

「君たちが気を抜ぬきすぎているだけだ。戦場での油断がどのような結果をもたらすかは、君だって──」

「あーもう、分かってるよ」

　いくぶん辟へき易えきしながら、達哉が答えた時だった。

　キキィーッ!!

　鋭するどく、小さな叫さけびと共に、前方の暗がりを何か小さな影が過よぎった。

「おわっ!?」

「なんだ!?」

　クララが大きくのけぞり、達哉は素す早ばやく影の方にマグライトを向け──

「きゃぁぁぁ～～！」

　気の抜けた悲鳴と共に、菊乃が横合いから達哉に抱だきついた。

「うわっ!?」

　不意をつかれた達哉は、思わずマグライトを取り落としてしまう。

「怖いですわぁ～～、達哉さ～～ん！」

「こ、こら！　離はなれろ菊乃！」

「いや～～ん、そんなことおっしゃらないで～～」

「…………」

　もみ合う達哉と菊乃を尻しり目めに、クララは至し極ごく冷静な様子でマグライトを拾い上げた。影の向かった方向に、成田山のお守りを掲げつつ明かりを向ける。

　光条が、影の全ぜん貌ぼうを暴あばき立てた。

「なんだ、ネズミかよ」

　その姿を確認したクララは、つまらなそうな、だが同時にほっとしたような声でそう言った。

「はん、人間サマを脅おどかしやがって」

「──ってことだ菊乃、離れてくれ」

「ああん、もう……達哉さんのいけず」

　何とか菊乃をふりほどいた達哉は、アデリーナの姿が見えないことに気づいた。
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「……リーナ？」

　さすがに慌あわてて、アデリーナを捜さがす──いた。

　あっさり見つかった。

　達哉たちがネズミで騒さわいでいたごく短い間に、通路の一〇メートルほど後ろ、交差点部分まで戻もどっていたのだ。

　Ｔ字路の曲がり角の向こうから、彼女が顔だけ出して恐おそる恐るこちらの様子をうかがっている。目が合った。

「……………………」

「……………………」

　気まずい沈ちん黙もくの中、咳せき払ばらいしたアデリーナが至極冷静な声で言った。

「前に出すぎだぞ、タツヤ。危険だ」

「いや、お前が後ろに下がったんだが……」

　そのつっこみを無視し、アデリーナは機き敏びんな動きでこちらに戻ってくる。

「さあ、行くぞ」

「なあリーナ、お前ってひょっとして──」

「行くぞ」

　断固たる声で、アデリーナは達哉の言葉を遮った。




「おーい、止まれー」

　通路の次の角を曲がったところで、クララは言った。ちょうどその先には、船内の下層部へと降りるタラップがある。

「二手に分かれるぞ。アタシとキクノはここから降りて、先に下を見回る。リーナとタツヤ、オメーらはこの階を見回ってから、船せん尾びのタラップから降りてこい。そこで合流だ」

　船内図をライトで照らしつつ、クララはそう指示を出した。

「……確かに効率的ではある、が」

「構いませんが、達哉さんとは別々ですか」

　アデリーナと菊乃は、あまり気乗りしないようだが同意はした。達哉にも、特に異存はない。

（リーナと菊乃を二人にしたら、多分ケンカになるからな。とはいっても俺と菊乃の二人ってのも、何だかやばそうだし）

　おそらく、そのあたりまで考えての班分けだろう。達哉は、少しクララを見直した。

「では、後ほど」

「オメーらもバシッと気合いれてやれよ」

　そう言うと、菊乃とクララはタラップを駆かけ下りていった。

「さて、と」

　残された達哉は、周囲を見回した。アデリーナと二人きりになった途と端たん、急に周囲の静せい寂じやくと闇やみが色いろ濃こくなったように感じられる。

　錯さつ覚かくなのだろうが、どうも落ち着かない。

（ひょっとして、二手に分かれたのは失敗だったんじゃ？）

　そんな内心の不安を誤ご魔ま化かそうと、達哉は少し大きめの声で言った。

「それじゃあ、俺たちも行こうか！」

「ああ」

　うなずいたアデリーナが、相変わらず銃を構えたまま、暗がりの奥へと踏ふみ出す──と思いきや、そそくさと達哉の背後に回った。

「やはりわたしはバックアップに回ろう。前衛は、君に任せる」

「……さよか」

　抑よく揚ようのない声でそう言いながら、達哉は歩き出す。

「なあリーナ、やっぱりお前こ──」

「作戦行動中だ、私語は慎つつしめ」

「……了りよう解かい」

　いつの間にか達哉の内心から、不安や恐きよう怖ふはすっかり消えていた。




　達哉とアデリーナの二人になってからも、特に変わった事態は起こらなかった。人ひと影かげにしても物音にしても、怪しいものは見あたらない。

「やっぱり、お姫ひめさんたちの見み間ま違ちがいだったのかな」

「そうだな、そうだといい、そうに違いない」

　アデリーナは怪しげな三段活用を繰くり返しながら、周囲にやたらと無む駄だに大きな仕草で拳銃の銃口を向けている。

　つい先ほどまでの無駄がなく適切な動作とは、雲うん泥でいの差だ。

「頼たのむから、こっちに銃口を向けるなよ──っと」

　ぴちゃり──という小さな音と、足元の奇き妙みような感覚に、達哉は立ち止まった。どうやら天てん井じようから落ちてきた水すい滴てきが、ブーツの爪つま先さきで弾はじけたらしい。

「どうした、タツヤ？」

「いや、ちょっと天井から水すいて──」

「ひゃう!?」

　ぴちゃり──再びの水滴音と共に、アデリーナは首筋を押さえて飛び上がった。どうやら天井から落ちてきた水滴が、彼女の襟えり元もとを直ちよく撃げきしたらしい。

　目を剝むいたアデリーナは、そのまま天井に拳銃を向ける！

「ちょ!?　何をしてんだリーナ!?」

　慌てた達哉は、リーナに組みついた。彼女の手首を握り、銃口を逸そらそうとする。

「お前こそ何をするのだ、タツヤ！」

　そう怒ど鳴なり返しながら、アデリーナは達哉を振ふりほどこうと激しくもがいた。

　辛かろうじて最低限の理性は残っているのか、引き金から指は離していた。これならもみ合っていても、暴発する可能性はない。

「敵から奇き襲しゆうを受けたのだぞ！　一刻も早い反撃を！」

「だから落ち着け！　違うんだってよ！」

　ぴちゃり──三み度たび、静かに響ひびく音。

「え？」

　床ゆかで弾けた水滴に、アデリーナは目を丸くした。

「これは、一体……？」
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「だから、こういうことだって」

　うんざりと言いながら、達哉はライトを上に向けた。釣つられてアデリーナもそちらを見上げる。

　天井を走る配管の一本が、びっしょりと濡ぬれそぼっていた。

「分かってもらえたかな？」

　ごく微び量りようの嫌いやみをこめて、達哉はそう言った。たっぷり一分ほど沈黙していたアデリーナの目の前で、再び水滴が落ちる。

「ふむ、単なる結けつ露ろならばともかく、パイプの劣れつ化かで水が漏もれている可能性もあるか」

　先ほどの自分がやらかしかけた発はつ砲ぽう未み遂すいを丸きり無視し、アデリーナは冷静な声で淡たん々たんと言った。

「明あ日すにでも船長に報告しておこう」

「そ、そうだな」

　銃を撃うっていたら、それどころじゃない大おお騒さわぎになっていた──そういうつっこみを、達哉は吞のみこんだ。




　結局、それ以降は順番を変えることにした。アデリーナから目を離すと危なそうなので、達哉が後ろに回ることにする。

「……分かった」

　自分がやらかしてしまった自覚はあるらしく、不承不承だがアデリーナも同意した。

（しかし、意外だ）

　あらためて間近で見ていると、アデリーナの行動はさらに不ふ審しんなものになっていた。無言のまま周囲の暗がりに視線を向け、ほんの小さな物音がするたびにびくりと体をすくませている。

　さすがにいきなり走り出したり、銃を振り回したりはしないが。

「大だい丈じよう夫ぶか、本当に？」

「問題ない。わたしは冷静だ」

　口ではそう言ってはいるものの、まるで説得力がない。

　とは言ってもその先は特にトラブルもなく、船せん尾びのタラップ付近に到とう着ちやくする。ここを降りて、先に下層の巡じゆん回かいを済ませたクララや菊乃たちと合流、その後は格納庫や機関室を回る手て筈はずになっている。

「よ、よし、下に降りるぞ」

　口ではそう言うアデリーナだが、一向にタラップへ足を踏み入れようとはしない。

（まあ、無理もないかな）

　タラップの下をライトで照らし出しながら、達哉はそう思った。階下にはより深い闇がわだかまっているように見え、達哉も二にの足あしを踏みたくなる。

　とはいえクララたちを放ほうり出し、このまま自分たちだけで帰るというわけにはいかない。

「なあリーナ、そんなに怖こわいなら、お前だけでも先に戻ったらどうだ？　クララたちには俺からうまく言っとくからさ」

「そもそもわたしは怖くなどないのだが、それを抜ぬきにしても君の提案は却きやつ下かだ。この状じよう況きよう下かで、単独行動の撤てつ退たいなどありえん。もし暗がりで奇襲を受けたら、なすすべもないだろうからな」

（要するに、この暗い中を一人で帰るのは、もっと怖いってことか）

　アデリーナの反論を、脳内でそう翻ほん訳やくする。言われてみれば、もっともな話だ。

「行こう」

　意を決したように、アデリーナはタラップを降り始めた。その後に、達哉も続く。

　先を行くアデリーナは、もう見み栄えを張る余よ裕ゆうさえ尽つきてきたのか、相当に腰こしが引けていた。それを見ながら、達哉は言った。

「クララたちと合流したら、今夜はもうお開きにした方がいいかもな」

　そのつぶやきに、アデリーナはもの凄すごい勢いで振り向いた。

「そうか、それが君の意見なのか。いかんな、努力と誠意が足りんぞ」

　懸けん命めいにしかつめらしい態度を取り繕つくろおうとしているのだが、態度の端はし々ばしから隠かくしきれない安あん堵どが滲にじみ出ている。

「わたし自身は、計画通りに偵てい察さつを遂すい行こうするべきだと思うのだがな。だが君がクララにそう具申するならば、口くち添ぞえするのもやぶさかではない」

「……そうか、ありがとよ」

　アデリーナの熱い手の平返しに、達哉はつっこむこともできない。タラップを降りる彼女の足取りさえ、軽くなっているようだ。

　その背中で、背負われていた大型のバックパックが、硬かたい音を立てた。

「……ん？」

　わずかな不安と不審を感じた達哉が、アデリーナを呼び止めようとした時だった。

「おい、リー──」

「待て」

　低い声で、アデリーナが達哉を制する。

　タラップを降りた先、マグライトの光の中に小さな人影が浮うかび上がった。硬い表情のクララが、通路の真ん中で達哉たちを待っていた。

「遅おそかったな、二人とも」

「ちょっと、色々あってな」

　アデリーナのあれこれを、当人の目の前でそのまま伝える気にはなれず、達哉は言葉を濁にごした。ちなみに当の本人は、嬉き々きとしてタラップを駆け下りる。

「実は達哉から、撤退の提案があってだな。いや、もちろんわたしは反対──」

「後にしてくれ。こっちだ」

　クララは素っ気なくアデリーナの言葉を遮さえぎると、早足で歩き出した。達哉とアデリーナも、慌あわててそれに続く。

「船倉だ。菊乃を残してきたけど、一人じゃやばいかもしれねえ。早く合流しねーと」

「どうしたんだよ、一体？」

　状じよう況きようが分からず、達哉はクララに尋たずねた。これでは、まるで……いや、まさか──

「その、まさかだよ」

　まるで達哉の考えを読んだかのように、振り向いたクララはそう言った。

「マジで出たんだよ、ユーレイが」

「なん、だと……？」

　答えたアデリーナの声は、完全に裏返っていた。




　　　　３




　闇やみに蠢うごめく、奇き怪かいな白い影──

　それに合わせておどろおどろしく響きわたる、耳みみ障ざわりな笛の音──

　人ひと気けの絶えた〈シンドバッド〉号船倉の一画は、今や奇き々き怪かい々かいな魔ま境きようと化していた。

「本当に、お姫さんの言った通りだ」

　非現実的な光景を目まの当たりにし、達哉は啞あ然ぜんとつぶやいた。

「何なのでしょうか、あれは」

　合流した菊乃が、薄うす気き味み悪そうに首を振る。

　達哉たち四人は今、コンテナの陰かげに身を隠し息を潜ひそめて、白い『影』の様子をうかがっていた。

「わたくしたちがあの影に気づいてからもう三〇分近く経たちますが、延々と同じ動作を繰り返しているだけです。正直、この世のものとは思えません」

　菊乃がそう言うと、クララは何度もうなずく。

「ヤベーよ、マジモンのユーレイだ。まさか、ガチで当たりを引いちまうなんて……」

「どうするんだよ、これ？　いっそ見なかったことにして帰るか？」

　生なま唾つばを吞みながら、達哉は言った。額ににじむ脂あぶら汗あせをぬぐう。

「わたくし、達哉さんに同意いたします。ここは撤退して、お祓はらいなりなんなりをする方が良いかと思いますが」

「そ、そんなぁ……こんなおっかないモン放置して逃にげ帰るとか、アタシ夜眠ねむれなくなっちまうよ」

　弱々しい声で、クララは反論する。と、今まで黙だまっていたアデリーナがぽつりと言った。

「わたしは、クララの意見に賛成だ」

　彼女の灰色の目が、鋭するどく細められる。

「このまま逃げ帰っても、待っているのは破は滅めつだけだ。わたしの部屋にはトイレがないのだぞ？　このままでは夜、用足しができなくなってしまう」

　何やらキリッとした顔で、心の底から情けない主張をしていた。

「だからって、どうするんだよ？　クララが持っている成田山のお守り一つで、本物の幽ゆう霊れいに突とつ撃げきかけるのか？」

「安心しろ、備えあれば憂うれいなしだ」

　言うなりアデリーナは、背負っていた大型バックパックを船倉の床ゆかに下ろした。その弾はずみに、蓋ふたが開く。

　露あらわになった中身を見て、達哉たちは目を丸くした。

「……おい」

　バックパックの中からのぞいていたのは、黒光りする銃じゆう身しんだった。それも、一いつ挺ちようだけではない。

　散さん弾だん銃じゆうにサブマシンガン、アサルトライフル、さらには分隊支し援えん火器に至るまで、多種多様な軍用火器が揃そろっている。

「アデリーナさん、よくこれだけの銃を持ち歩けましたね。重かったでしょうに」

　菊乃の驚おどろきは、いささかピントがずれていたが。

「あの元げん凶きようさえ撃てば、全すべてが終わる……」

　地の底から響ひびくような唸うなり声と共に、アデリーナはブルパップ式のアサルトライフルを手に取った。

「お前、何するつもりだ？」

「決まっている──汚お物ぶつは消毒だ。幽霊も悪あく霊りようも関係ない。全ては五・五六mm弾の鉄火によってのみ解決される。たとえ相手が不死身の化け物だろうと、動きを止めるまで撃ち続けるだけだ」

「「「止やめろ」」」

　物ぶつ騒そうなアデリーナの発言に、達哉たち三人は異口同音に止める。

「オメー、船の中でドンパチおっ始めるなんて、アタシの目の黒いうちはゆるさねーからな！」

「もし流れ弾だまで万が一のことがあれば、どうなさるおつもりですか？　もう少し、冷静になりなさい」

「没ぼつ収しゆうだ！　没収！」

「し、しかし──」

「ならせめて、弾だけでもよこせ！」

「……分かった」

　渋しぶ々しぶと、アデリーナはライフルの機関部から弾倉を抜き取った。

「これで、いいんだな」

「ああ」

　手て渡わたされた弾倉を受け取ったその時、達哉は気づいた。

　先ほどまで、白い『影かげ』の方から聞こえてきた奇怪な笛の音が、ぴたりと途と絶だえている。恐おそる恐るコンテナの陰から『影』の様子をうかがうと、その『影』は無む貌ぼうの面おもてをこちらに向けていた。

『…………だぁれ』

　くぐもった声で、影はそう言った。目も耳も鼻も口もないのっぺら坊ぼうが、達哉たちをじっと見ている。

　次の瞬しゆん間かん、アデリーナが暴発した。

「……………………!!」

　表記不能な雄お叫たけびと共に、アデリーナはコンテナの陰から飛び出した。そのまま一直線に『影』へと突撃する。

　その手に、弾倉を取り上げられたライフルを構えたまま。

「死ねえ!!」

　弾の出ないライフルで何をするのかと思いきや、アデリーナはライフルの銃身を両手で握にぎり締しめると、そのまま『影』へ向けて大上段から振ふり下ろした。棍こん棒ぼうと化したライフルが風切り音を上げ、プレス成型された銃じゆう床しようが『影』へと迫せまる。

　ほぼ同時に、『影』の姿がふわりと宙に舞まった。重量を感じさせない動きで後方へと跳とび、アデリーナの一撃から逃のがれる。空から振ぶりしたライフルの銃床が船倉の床ゆかを打ち、重い音を立てた。

「おのれ、ちょこまかと」

　低い声で、アデリーナは唸った。正気を失ったかのようなその姿に、達哉は焦あせる。

「やばい。よく分からんが俺たちも援えん護ごするぞ」

「え、ええ──きゃぁっ!?」

　立ち上がろうとした菊乃が、大きくつんのめる。にじりよったクララが、すらりとした脚あしにしがみついたのだ。

「ヤベーよ、マジだよ！　どうしよう!?」

　さっきまでの元気と勢いはどこへ行ったのやら、半泣きの半はん狂きよう乱らんでクララは菊乃にまくし立てた。

「落ち着いてください、社長さん!?　達哉さん、あなたは先に！」

「おう!!」

　菊乃に促うながされて、達哉は駆かけ出す。

（どうする？　どうすればいい？）

　幽霊相手に熾し烈れつな格かく闘とう戦を挑いどむアデリーナの姿に、達哉の焦りは募つのる。

　アデリーナの助すけ太だ刀ちをするべきか？──足手まといになるだけだ。

　この位置から援護射撃は？──幽霊だけを狙ねらい撃うつ腕うで前まえなどないし、そもそも鉛なまり弾だまが当たっても意味があるのだろうか。

　いっそ撤てつ退たいして増ぞう援えんを呼ぶべきでは？──そんな時間的余よ裕ゆうはない。

（何かないのか、何か!?）

　懸けん命めいに周囲を見回す達哉の目が、船倉の片かた隅すみに止まる。

「……あれだ!!」




　アデリーナにとって、それは悪夢の中のような戦いだった。

　横よこ殴なぐりに繰くり出したライフルによる打撃を、白い『影』は易やす々やすと回かい避ひした。振り回すライフルの重さに引きずられて腰こしが流れ、アデリーナは無様に転てん倒とうする。

　手からすっぽ抜ぬけたライフルが、乾かわいた音を立てて床を転がった。

「く──」

　慌てて身を起こそうとして、アデリーナは愕がく然ぜんとした。物音一つ立てないまま、『影』がするするとこちらに近づいてくる。

『…………』

　聞き取れない、意味の分からない声を漏もらしながら、『影』はアデリーナに向けて右手を突つき出した。

（こ、このままではやられる！）

　恐きよう怖ふに駆り立てられながら埃ほこりっぽい床を転がり、辛かろうじて『影』の一撃を回避。そのままアデリーナは、距きよ離りをとって跳はね起きた。

　恐怖と後こう悔かいがジワジワと、アデリーナの心を蝕むしばむ。

　その時だった。

「よけろ、リーナ!!」

『影』の背後から大声が響く。それと同時に、こちらへと突っこんでくる決死の達哉の姿が見えた。

「よせ、タツヤ！　君だけでも──」

　逃げろ、と言おうとしたアデリーナは、達哉が脇わきに太いホースを抱かかえているのに気づいた。あれは──

「消火用ホース？」

　次の瞬間、強きよう烈れつな水流がアデリーナと『影』を諸もろ共ともに襲おそった。




「……あ」

　その光景に、達哉は間の抜けた声を上げた。

　消火栓せんのホースから迸ほとばしった高水圧の水流は、確かに狙い過あやまたず背後から白い『影』に直撃した。その『影』とにらみ合う、アデリーナを巻き添ぞえにして。

　結果、水流を浴びた『影』とアデリーナは絡からみ合うような姿勢で、諸共に転倒。床に倒たおれ伏ふしたまま、ぴくりとも動かなくなる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかリーナ？」

　慌あわてて駆け寄った達哉は、倒れていたアデリーナを抱え起こす。小さな呻うめきと共に、彼女は目を開いた。

　どうやら、無事のようだ。

「タツ、ヤ……？　あの幽霊は!?」

「ああ、それなら──」

　あっという間に意識を取り戻もどし、アデリーナは跳ね起きた。気け圧おされた達哉は、背後を指差す。

　そこで、違い和わ感かんに気づいた。

「……え？」

　仰あお向むけに倒れ伏した『影』の胸が、規則正しく上下している。呼吸をしているのだ。

　そもそもよく見てみると、白い『影』に見えたのは、ゆったりとしたパーカーを着ていたからだと分かった。フードを目ま深ぶかに被かぶっていたため、顔が分からなかったのだ。

「幽ゆう霊れい、じゃないのか？」

　思い切って近寄った達哉は、その姿を観察する。小こ柄がらな体つきは、明らかに女性のものだ。恐る恐る手を伸のばし、パーカーのフードを下ろす。

　その下から現れた顔は、達哉もアデリーナもよく見知っていた。

「サ、サミーラ？」

　達哉もアデリーナも、状じよう況きようが理解できない。

　ようやく駆けつけてきたクララと菊乃も、呆ぼう然ぜんとしている。

「ど、どういうこった？　まさかユーレイって、サミーラに取り憑ついてるのか？」

「あるいは」

　その騒さわぎに気づいたのか、サミーラはようやく目を開いた。達哉たち四人に、緊きん張ちようが走る。

（果たしてこいつは、本当にサミーラなのか？　それとも……）

　達哉たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中、サミーラの目線が左右に泳ぐ。そのまま自分の胸むな元もとに、そっと両手を回す。

「……ひょっとして、私の体が目当て？」

　どうやら、中身もサミーラ自身のようだ。

「ねえよ」

「……そう」

　達哉が言うと、サミーラも身を起こした。ぐしょ濡ぬれのまま床ゆかに座りこみ、不ふ機き嫌げんそうにこちらをにらむ。

「……なぜ、あなたたちが？」

「いや、こちらが聞きたいんだが」

「探たん索さく中、船倉で不ふ審しんな影を見つけたら、お前だった」

「何をしていたのか、白状していただけませんか？」

「よしサミーラ、一いつ緒しよに牧師さんのトコに行こうぜ。心配すんな、アタシもついて行ってやる」

　一方的に告げられ、サミーラは怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「……私、エクササイズしてただけ」

「は？」

「……最近、少し体重が増えてきてて。それを落とすために。若やマルヤム様には内ない緒しよ」

「あの、おどろおどろしい音楽は？」

「……ラシッドで流行中のダイエットプログラム、そのＢＧＭ」

「今晩の幽霊捜そう査さに参加しなかったのは？」

「……一日でも中断すれば、効果がリバウンド。それは避さけるべき」

　相変わらずの無表情だが、少しばかり恥はずかしそうな声だった。

「……マルヤム様があのご様子なのに、申し訳ないけど──」

「いや、大丈夫だ。謎なぞは全すべて解けた」

「いつオカルトからミステリーになったんだよ、ヘボ探たん偵てい」

　クララのつっこみを、達哉は無視する。そもそも、推理の必要などないのだから。

「なあサミーラ、お前さんがその格好でエクササイズしているところ、見たヤツがいたらどうなると思う？　あるいはマルヤムさんが、夜にこそこそと部屋に戻るお前の姿を見たら、とかさ」

「…………あ」

　達哉の言葉に、サミーラは目を丸くした。その顔にじわじわと、理解の表情が浮うかぶ。

「……ひょっとして、私？」

　ようやく自分を客観視できたのか、サミーラはぽんと両手を打ち合わせた。

「気づいてくれたか」

　一件落着、とばかりに達哉が気を抜いた時だった。

　サミーラが懐ふところから取り出した大型のナイフに、達哉は驚おどろく。

「な、なにやってるんだお前」

「……この不忠、死して若とマルヤム様にお詫わびを」

　完全に目が据すわったサミーラに、慌ててアデリーナと菊乃が組みつく。

「……離はなして。これしか私に残された道はない」

「死んで花実が咲さくものですか！　いい加減になさい！」

「バカ者、お前がここで死んだら、本物の幽霊になってこの船に取り憑くだろう！　そんなこと、わたしは許さんぞ！」

　激しくもみ合うその姿に、達哉はぽつりとつぶやく。

「リーナのやつ、ひでえこと言ってやがる」

　クララもそれに同意してうなずいた。

「何つーか、ユーレイより生きてるニンゲンの方がおっかないな」








南洋の大決戦！
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　古ぼけた小型の輸送機が、双そう発はつのエンジンを震ふるわせながら滑かつ走そう路ろに降り立った。機体中央の貨物ドアから身を乗り出した市いち之の瀬せ達たつ哉やは、南洋の強い日差しに目を細めつつ、大きく背せ伸のびをする。

「ようやく着いたか……やれやれだ」

　硬かたい兵員用シートで揺ゆられ続けていた腰をさすりつつ、達哉はぼやく。と、背後から少女の声がかけられた。

「何をぼんやりしている。行くぞ達哉」

「分かっているって」

　同どう僚りようのアデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤだった。彼女にそう促うながされ、達哉はタラップを足早に駆かけ下りる。

　その下では、軍服姿の一団が、達哉とアデリーナの二人を出で迎むかえていた。

「長旅お疲つかれであります、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスの方々。自分はエーベル陸軍のラーマン中ちゆう尉いであります。お二人の案内を命じられました」

　ベレー帽ぼうを被ったまだ若い将校が、丁てい寧ねいな英語でそう言いながら、達哉へと右手を差し出す。

「どーもどーも、こいつはご丁寧に」

　対する達哉はヘラヘラ笑いながらペコペコ頭を下げ、その手を握にぎり返す。続いてアデリーナがそんな達哉にため息をつきつつ、ラーマン中尉と握あく手しゆした。

「中尉、先行したバクスター班長たちはどこに？」

「他ほかの方たちは、すでに機体のチェックに向かっております。案内いたしますので、こちらへ」

　停車していた軍用の四輪車を指し示し、ラーマン中尉はそう言った。兵士の一人が、後部座席のドアを開く。

　そちらに向かって歩き出した達哉たちに、ラーマン中尉は大きく笑った。

「おっと、忘れておりました。ようこそ、エーベルへ」




　エーベル共和国は、インド洋に浮かぶ島国である。

　かつてはフランスの植民地だったが、第二次世界大戦後に独立した。国民の六割ほどが土着のマレー系住民で、後は植民地時代に移住した少数のフランス系住民と、労働力として流入したインド系・中ちゆう華か系の住民などで構成されている。

　植民地時代はサトウキビの栽さい培ばい一いつ本ぽん槍やりの典型的なモノカルチャー経済だったが、独立後は繊せん維い工業や観光業が発展している。

　加えて近年はフランス資本による周囲の海底資源開発が成功し、エーベルの経済はかつてない上り調子にあった。




「──という訳で我が軍でも、ＡＳアーム・スレイブ部隊の設立が決まりましてな」

「はあ、なるほど」

　ラーマン中尉の言葉に、達哉はそう答えた。

　内心、平和な島国にＡＳがいるのか疑問に思っていたが、口には出さない。

「オペレータの養成や、後方支し援えん体制の構築など、やることは山積みです。ですがまず、どのＡＳを導入するべきか決めなければ始まらない。とはいったものの、そういったノウハウすら今の我々は持っていない」

「それで機体選定のコンペを、我々Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に依い頼らいしたいということだが」

「ええ、その通りです」

　アデリーナの言葉に、ラーマン中尉はうなずく。

（そんなことまで外注して、大だい丈じよう夫ぶなのか）

　内心で達哉は、そう首を傾げた。

「コンペティションに名乗りを上げた企き業ぎようは二つ。インドのカルネ社と、ウクライナのサーミ社です」

「聞いたことがない名前だなあ」

　書類に目を通しつつ、達哉はまたも首を傾げた。とはいっても達哉の知っているＡＳメーカーの名と言えば、アメリカのジオトロン社やロシアのゼーア社、リャカ社といった大手、後は付き合いのある日本のＥＨＩ社くらいのものだが。

「リーナ、お前は知ってるか？」

「いや、わたしも初めて聞く名だ」

「……そうか」

　アデリーナまで知らないということは、よほどマイナーな会社なのだろう。

「両社が新規開発した第三世代型ＡＳのいずれかを、我が軍の機体として採用することになります。まずは、カルネ社の開発チームに案内しましょう。他のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方々も、今はそちらにいるはず──」

　ラーマン中尉がそう言った時、車内無線から声が響ひびいた。どうやら公用語のフランス語らしく、達哉たちには何を話しているのか分からない。

　ラーマン中尉は無線機のマイクを手に、やはりフランス語で相手と言葉を交かわしている。

　しばし後、うなずいて達哉たちに振ふり向いた。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方々、カルネ社の視察はひとまず終わったようです。今からサーミ社の方に向かうそうですが、我々はどうします？」

「どうする、リーナ？　やっぱ先に班長たちと合流する？」

　達哉はそうたずねる。だがしばらく黙だまっていたアデリーナは、すぐに首を大きく横へと振った。

「いや、ここは予定通りに進めよう。班長とは、後で合流する」
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　インドのカルネ社の開発チームは、基地東北端たんの仮設施し設せつに入っていた。

　プレハブ式で、ＡＳ格納庫と人員の宿舎等が併へい設せつされている。

　ちなみに残るウクライナのサーミ社だが、ほぼ同様の施設が基地の南西端に設営されているらしい。これは機密保持というよりも、商売敵がたき同士がなるべく顔を合わせないようにするという、エーベル軍側の配はい慮りよだろう。

「なるほど、君たちがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の追加要員かね。これはまた二人とも、ずいぶんと若いな」

　カルネ社の施設で達哉たちを出迎えたのは、開発チーム主任のチャンドラ氏だった。作業服姿のでっぷり太った中年男性である。

「二度手間になって申し訳ないが、ＡＳの機体を見せてもらいたい」

「なあに、構わんよ」

　鷹おう揚ようにうなずいたチャンドラ主任に案内され、達哉たちは格納庫に入る。

　その中央で一機のＡＳが、達哉たちを待っていた。

「あれか」

　アデリーナが、小さな声を上げる。

　おそらく二人に機体をよく見せるためだろう。そのＡＳは両手両りよう膝ひざをついた駐ちゆう機き姿勢ではなく、わざわざ直立して達哉とアデリーナを見下ろしていた。

（あれって、機体の関節に無む駄だな負荷がかからないか？）

（デモンストレーションのつもりなのだろう、多分な）

　そうささやき合う二人に対してチャンドラ主任は、新型ＡＳの前に立つと大おお仰ぎような仕草で声を張り上げた。

「さあ見てくれたまえ、これが我が社の新型ＡＳ──〈ヴリトラ〉だ!!」

「はあ、鰤ブリ虎トラっすか。なるほど」

　なにやら勘かん違ちがいした達哉は、うなずきつつ〈ヴリトラ〉の機体を見上げる。

（何か、変なＡＳだな）

　それが、達哉の最初の感想だった。

　基本的には第三世代型ＡＳ特有の、均整の取れた人型のシルエットをしている。だがその全身から突とつ起き状の構造物がいくつも突つき出しているため、全体として妙みようにゴテゴテして見えるのだ。

　特に背中から伸のびている一対ついの大きな突起は、まるで翼つばさのように見えた。

「まさか、飛ぶのか？」

　ふと、自分が預かっている日本製の試作ＡＳのことを思いだし、達哉は小声でつぶやいた。そんな達哉を、アデリーナが横目でにらむ。

　心底、呆あきれたような表情だった。

「何を馬ば鹿かなことを言っているのだ、君は」

「じょ、冗じよう談だんだよ、冗談！」

　気き恥はずかしさのため、声が少々裏返ってしまった。全くもって情けない。

　誤ご魔ま化かすように、達哉は目を逸そらす。

　だが、周囲──カルネ社側の反応は、達哉たちの想像を超こえていた。

「ほう、よくそれが分かったね。感心するよ」

　心の底から感心したように、チャンドラ主任はそう言った。周囲の技術者や作業員たちもまた、何度もうなずいている。

「…………へ？」

　むしろ予想外の反応に、達哉は驚おどろき、戸と惑まどうことしかできない。

「この〈ヴリトラ〉はだね、航空機形態への『変形』を可能とした、史上初の可変型ＡＳなんだよ！」

「────────はあ？」

「…………なん、だと？」

　達哉もアデリーナも正直、意味が分からなかった。

「聞こえなかったのかね。この〈ヴリトラ〉は、航空機への変形が可能なのだよ」

「お、おお！」

　思わず達哉は歓かん声せいを上げる。その脳内では子供の頃ころに見たロボットアニメの主役機が、戦せん闘とう機から変形しつついささか無駄の多いポーズをキメていた。

「マジっすか!?　見せてください！」

「当然だとも。さっそく今から披ひ露ろうしよう」

　すっかりテンションの上がった達哉に、チャンドラ主任はうなずいてみせる。

「……確か今までもアメリカのＸＭ５や、イギリスの〈サイファー〉のような前例もあるはずだが」

　アデリーナのつっこみは、達哉たちには聞こえなかった。




　それから、およそ一時間後──

「……まだかよ」

　木箱に腰こしかけていた達哉が、うんざりとつぶやいた。その視線の先では〈ヴリトラ〉が、延々と変形の工程を繰くり返している。

　多数の工員や専用の作業機器が機体に取り付いて、ＡＳから航空機への『組み替かえ』を行っているのだ。その真ん中ではヘルメットを被かぶったチャンドラ主任が、大声であれこれと指示を飛ばしている。とはいえ傍はたから素人しろうと目めで見ていても、作業は遅ち々ちとして進んでいない。

「ロボットの変形というより、ほとんどパズルを解いているみたいだな」

「しかしあそこまで機体のブロック化を進めているとは」

　むしろアデリーナの方が、専門家的な興味を引かれているようだ。

「ただあれだけ複雑な構造では、フレームの強度に問題が出るぞ」

「ああ、それ分かる」

　すっかり退たい屈くつしていた達哉は、アデリーナの言葉にうなずいた。

「うちの〈ダイダラ〉あるだろ？」

〈ダイダラ〉とは、日本製のＰＳパワー・スレイブ──ＡＳの技術がフィードバックされた民生用の人型重機──である。達哉の実家である市之瀬建設でも使われており、達哉は子供の頃から乗り回していた。

「あの〈ダイダラ〉が、どうかしたのか？」

「あれって正座すれば、尻しりと膝ひざのタイヤで走れて公道を自力で移動できる、ってのがウリの一つなんだよ。でも実際にそうすると、すぐに故障してばっかでさ。結局いつもトラックで〈ダイダラ〉を運んでいた」

「なるほど、そうだろうな」

　さもありなん、と言わんばかりにアデリーナは答える。

「あんな変形と言えるか微び妙みようなシステムでも、そうなんだ。実際にＡＳを飛行機にさせようとしても、理想通りにはいかないんだろうなあ」

「実際、ＸＭ５の制式採用は見送られたし、〈サイファー〉の運用もあくまで従来の空くう挺ていの延長線上だ。そんなものだろう」

「そんなものか───って、ようやく終わったみたいだな」

　工員や作業機器が機体から離はなれると、後には航空機形態を取った〈ヴリトラ〉が残された。ずんぐりと角張った寸ずん胴どうの機体から、やけに細っこい機首や主しゆ翼よくが伸びているという、何とも不格好な代しろ物ものだったが。

「…………だせえ」

　ごく正直に、達哉はそう感想を言った。一方のアデリーナは、困こん惑わくしたように首を傾かしげている。

「本当に飛ぶのか、あれは？」

「もちろんだとも」

　と、戻もどってきたチャンドラ主任が、大おお真ま面じ目めな様子でそう答える。その手には、航空機用のヘルメットを持っていた。

「さっそく今から、お見せするとしよう」

「え？　主任さんが飛ばすんですか？　アレを」

「その通りだが」

　困惑する達哉に、チャンドラ主任はうなずいた。と、その周囲に工員たちがわらわらと集まってきた。

「危険すぎます、主任！　お止やめください」

「風ふう洞どう実験さえまだなんですよ!?　試験飛行なんて、とてもとても」

「大だい丈じよう夫ぶ、コンピュータによるシミュレーションの結果はパーフェクトだ」

「いや、それってゲームソフトだろ！」

　達哉はつっこまざるを得なかった。




　格納庫の外に広がる滑かつ走そう路ろに、〈ヴリトラ〉の機体が引き出された。機首のコクピットに操縦服を着たチャンドラ主任が乗りこむのを、達哉とアデリーナはぼんやりとながめていた。

「本当に止めなくていいのかなあ？」

「本人がやる気なのだ。構うまい」

　そうこう言っているうちに、機体後部のノズルに火が点ともった。何でも、パラジウム・リアクターの出力を応用した新しん機き軸じくの推進装置らしい。

（〈レイヴン〉のアジャイル・スラスタみたいなもんかな？）

　達哉がそんなことを考えていると、〈ヴリトラ〉が滑走路上を走り出した。

「始まったか」

　徐じよ々じよに加速していく〈ヴリトラ〉の機体。フラップが下がり、機首が上方を向く。ノーズギアが、滑走路から離れた。

「いけるか!?」

　轟ごう音おんを響ひびかせながら、〈ヴリトラ〉が離り陸りくする。思わず達哉は拳こぶしを握にぎる。だが、次の瞬しゆん間かん──

　ぽきり。

　やけに軽い異音と共に、〈ヴリトラ〉の主翼が機体からもぎ取られた。

「あ」

「あ」

　あっという間に重力の見えざる手に捕とらわれた〈ヴリトラ〉は、そのまま地面に叩たたきつけられる。

　大きくはね上がった機体に果たして、どのような奇き怪かいなベクトルが加えられたのだろうか。派手に錐きり揉もみしながら〈ヴリトラ〉は、達哉たちの方向に突っこんできた。

「何でだよっ!?」

「いけない、逃にげるぞタツヤ!!」

　叫さけぶアデリーナだが、その暇いとますらなかった。

　歪ゆがんだ放物線を描えがきつつ飛んできた〈ヴリトラ〉は再び地面に激突。地上を二転三転しつつ、腰を抜ぬかした達哉の眼前でようやく止まる。

「…………」

　訪おとずれる沈ちん黙もく。と、ひしゃげたコクピットのハッチが、内側から蹴けり開けられた。立ち上がったチャンドラ主任は、しきりに首を傾げている。

　どうやら、傷一つ負ってはいないようだ。

「おかしいな、何がいけなかったのだろうか？」

「何もかもだよ!!」
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　肝かん心じんの機体がオシャカになったため、達哉たちはもう一方のサーミ社側の区画に移動することになった。

「それはそれは、お気の毒でしたなあ」

　達哉たちを出で迎むかえたサーミ社の開発主任は、フョードロフといった。カルネ社のチャンドラ主任とは対照的に、まるで枯かれ木のように瘦やせた男性である。

「ごたくはいい。早くそちらの機体を見せてくれ」

「どうぞこちらへ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のお仲間も、先に来ていますよ」

　案内されたのは、裏手にある演習場だった。とはいってもデモンストレーション用の簡易的なもので、やたらとだだっ広い広場にＡＳ用の固定標的がいくつも立ち並んでいる程度のものだったが。

　そしてそこで疾しつ駆くする、見慣れぬＡＳの姿──

『よ～～っし、いっくぞ～～☆』

　キンキンと胸焼けするほど甘ったるいボイスが響きわたる。

「何だ、ありゃ……？」

　達哉は呆ぼう然ぜんと、そのＡＳを見上げていた。

　ＡＳに儀ぎ礼れい用の装そう飾しよくを施ほどこすのは、そう珍めずらしいことではない。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社内の宴えん会かい芸げいで、スカートを穿はいたＭ９を見たこともある。

　だが全身をピンクのフリルに包まれたＡＳというのは、さすがに初めて見た。

　いや、あくまで戦闘用のＡＳである以上、あの装飾が本物のフリル生き地じということはないだろう──多分。

『ロ～リング・タ～ン☆　ロリロリ・ロ～～リン☆』

　意味不明のキャンディボイスと共に、ＡＳは走行方向を変える。ていうか、走るモーションもまた、ずいぶんと独特だった。肩かたをすぼめて、腕うでを左右に振ふりながら、内うち股またで走っているのだ。

　いわゆる女の子走りである。

「ずいぶんと柔じゆう軟なんな関節構造だな」

「いや、そうじゃないだろ!?」

　的外れなアデリーナの感想に、達哉はつっこんだ。

「あれってさ、どう見ても──」

　ＡＳを指差した達哉の右手が、プルプルと震ふるえる。ピンクの装飾といい、動きといい、声といい、とある存在をどうしても連想してしまう。

「魔ま法ほう少女だろうが、アレはっ!!」

　ご丁てい寧ねいなことに、ハートの装飾がついたステッキまで持っていた。

「……何だ、それは？」

　日本のサブカルチャーなど知る由よしもないアデリーナは、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめただけだったが。

「どうですか、これが我が社の新型ＡＳ──〈バーバ・ヤーガ〉です」

　自じ慢まんげに、フョードロフ主任はそう言った。

「〈バーバ・ヤーガ〉──なるほど、確かに魔女だな」

「……もう、それでいいよ」

　納なつ得とくしたらしいアデリーナに、達哉は憮ぶ然ぜんと答える。




「〈バーバ・ヤーガ〉の特とく徴ちようは、高度なＡＩによる半自律的な操縦システムでしてね」

　演習場の端はしを歩きながら、フョードロフ主任は自慢げに説明を始めた。

「アメリカの新型Ｍ９のそれと、似たようなものですよ」

「Ｍ９Ａ２の、『テイマー・システム』か」

　アデリーナがつぶやくと、フョードロフ主任は何度もうなずく。

「そうですそうです。ですが我が社はそれに加えて、音声入力による操縦のさらなる簡易化に成功しましてね。オペレータ養成にかかる手間や費用は、劇的に改善されるはずですよ」

「あのさー、それはいいんっすけど……」

　拳までつくって熱弁するフョードロフ主任に、達哉はつっこんだ。

『だ～っしゅ☆　だ～っしゅ☆　だんだんだだん☆』

　ついに歌まで歌い始めた〈バーバ・ヤーガ〉の姿を、再び指差す。

「あの婆ババアヤガってＡＳ、何でその声が外にまで聞こえているんだよ!?」

　声を荒あららげる達哉の前で、フョードロフ主任は表情を曇くもらせる。

「実は、いまだ音声入力システムが未完成でしてね。外部への音声出力マイクと直結させないと、何な故ぜかまともに作動しないのですよ」

「どういうトラブルだよ、オイ!?」

「まあ、初期不良というものは起こるものだ」

「お前もそれで納得するなよ、リーナ!!」

　段々と、つっこむのにも息切れしてきた。

　と、〈バーバ・ヤーガ〉が手にしたステッキを、標的へと向ける。

『きらめけ、希望の光──マジカル・シュ～ト☆』

　轟ごう然ぜんと、ステッキが火を噴ふいた──意味不明かつ奇きっ怪かいな表現だが、その情景は他ほかに言い表しようがない。

　ステッキの先せん端たん部から撃うち出されたペイント弾だんが、見事に標的へと命中する。

「ただの物理攻こう撃げきじゃないか!?　どこがマジカルだよ畜ちく生しよう!!」

「落ち着け、タツヤ」

　ついに地じ団だん駄だまで踏ふみ出したタツヤを、アデリーナはごく冷静に諭さとす。

「ったく、相変わらず騒さわがしいな」

「来ましたか、二人とも」

　と、そこで聞き慣れた声がする。同じＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の僚りよう友ゆうが、達哉たちを待っていたのだ。

　ＡＳオペレータのカルロス・メンドーサと、戦術分ぶん析せき官のベルナール・ベルトラン。共に何度か仕事をこなし、それなりに気心の知れた間あいだ柄がらでもある。

（……ん、ちょっと待てよ？）

　ここにいるのは、あくまで二人。いるはずのもう一人がいない。

　と、いつの間にか〈バーバ・ヤーガ〉のデモンストレーションは終わっていた。相変わらずの内うち股また歩きでこちらに来ると、片かた膝ひざをついた駐ちゆう機き姿勢を取る。

　その背中で、コクピットハッチが開く。

「…………はぁ？」

　身を乗り出したＡＳオペレータの姿に、達哉は目を丸くする。

　身長二メートルはある黒人の大男が、こちらを見下ろしていたのだ。達哉たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ＡＳ教導課第三班の班長、ダグラス・バクスターその人である。

「え、えーっと」

　顔を引きつらせた達哉は、助けを求めるかのように、ベルトランとカルロスの方を見やる。だが二人とも、露ろ骨こつに視線を逸そらすだけだった。

　要するに、そういうことなのだろう。

「今のは、班長がやったんすか？」

「そうだが、それがどうかしたのか」

　いつも以上に強こわ面もての表情と、重低音の声。

「いえ、何も」

　達哉にはただ、首を横に振ることしかできなかった。




「で、どうするんだよコレ」

　提供された宿舎の一室で、カルロスがうんざりと言った。

「聞いたことのないポンコツメーカーがでっち上げた、駄だ作さく機が二つ。一体どっちを選べって言うんだよ、オイ？」

「俺も、カルロスに同感」

　手を挙げて達哉が発言する。

「もういっそ二機ともほっぽり出して〈シャドウ〉でも買えって、この国の人に勧すすめたいくらいだ」

　もう意見というよりは、ただの愚ぐ痴ちになっていた。そんな憮然とした達哉に、ベルトランは苦く笑しようする。

「そういうわけにはいきませんよ。すでにここまで選定が進んでいるわけですから」

「……そもそもなぜこの段階まで、あの二機が残ったんだ？」

　バクスターのもっともな疑問にも、答えられる者はいない。

　というか全くもって、方針がまとまらなかった。

「リーナ、お前はどう思う？」

「わたし？　そうだな──」

　しばらく考えた後、アデリーナは言った。

「いっそ、二機で模も擬ぎ戦をやって、勝った方を採用、というのはどうだ」

　アデリーナには珍しく、半ば冗じよう談だんめかした口調だった。だが達哉たちはごく真しん剣けんに、視線を交かわす。

「いいんじゃねえの、それで」

「おれも、いいと思う」

「いいのではないでしょうか」

「では、決まりだな」

　そういうことになった。

「……本当に、それでいいのか？」

　むしろ言い出しっぺのアデリーナが、困こん惑わくしている。

「では、模擬戦に出るオペレータだが────〈バーバ・ヤーガ〉はリーナ、お前が担当するんだ」

「え？」

　バクスターのその指示に、アデリーナは驚おどろいた。

「わたし、なのか？」

「当たり前だろう」

　太い両りよう腕うでを組んだバクスターは、さも当然と言わんばかりに悠ゆう然ぜんとうなずく。

「お前が、発案者なのだからな」

「異議なし」

「右に同じく」

　達哉もカルロスも、その尻しり馬うまに乗った。要するに男どもは誰だれ一人ひとりとして、あの魔女っ子ＡＳに乗りたくなかったのだ。

「…………」

　ベルトラン一人は気の毒そうにしていたものの、結局は何も言わない。

「分かった」

　釈しやく然ぜんとしない様子ながら、アデリーナはうなずいた。

「それで、一体全体わたしの相手は誰だれがするのだ？　バクスター班長か？　カルロスか？　それともタツヤか？」

　その言葉に、達哉たち三人は素す早ばやく無言の視線を交わす。そう、まだ全すべてが終わったわけではないのだ。

「…………」

「…………」

「…………」

　熾し烈れつなジャンケン三本勝負の結果、敗退したのは達哉だった。
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　翌朝──

「君が我々の代表というわけだな、イチノセくん」

　カルネ社用の格納庫で、チャンドラ主任は重々しい声で達哉に言った。

「頼たのむぞ。君の勝利に、我が社の社運がかかっておるんだ。絶対に、勝ってくれ──この通りだ」

「最善は、尽つくしますヨ」

　誠意の全くない声で、達哉はそう言った。とはいえ今の達哉の立場では他に言い様はなかったのだが。

　ちなみに昨日、離り陸りくに失敗して派手に大破した〈ヴリトラ〉だが、新品同様の姿で、達哉の前に立っていた。

　話を聞くと、どうやら予備機を用意したというわけではないらしい。昨日一晩で、修理を終えたそうだ。

（本当かよ）

　不ふ審しんげな達哉の両手を、チャンドラ主任は固く握にぎりしめた。

「君ならば、この〈ヴリトラ〉の力を一〇〇％、いや二〇〇％引き出してくれると信じている。だからこそ君にだけは伝えよう、この機体に隠かくされた奥の手を──」

「え？」

　その内容を聞いた時、達哉は心の底から驚いた。

「な、何だって!?」




「ようやく始まるのかよ」

　臨時設営された演習場をながめながら、カルロスはぽつりとつぶやいた。

　目線の先では二機のＡＳ──〈ヴリトラ〉と〈バーバ・ヤーガ〉が、二〇〇メートルほどの距きよ離りを置いて対たい峙じしている。

　ちなみに演習場とは言っても、実際には滑かつ走そう路ろエリアから航空機を移動させただけの、だだっ広い空間だ。遮しや蔽へいも特に用意されてはいない。

「ヨーイドン！　で真っ正面から試合開始かよ」

「……大切なのは勝敗よりもむしろ、両機のパフォーマンスの確かく認にんですから」

　ベルトランの言葉も、言い訳じみたものだった。バクスターは腕組みしたまま、無表情に見守っている。

　ちなみにカルネ社とサーミ社のスタッフも来ているのだが、互たがいに目も合わそうとしていない。

「と、時間か」

　かくして、盛せい大だいなる泥どろ仕じ合あいの火ひ蓋ぶたは切られた。




「うし、行くぜ！」

〈ヴリトラ〉のコクピットで、達哉は気合の声を上げた。

　何だかんだ言ってもＡＳ戦となれば血が騒ぐ。事前にあの秘密兵器を教えてもらったからには、なおさらだ。

　勢いよくペダルを踏ふみ込み──達哉は激げき烈れつな違い和わ感かんに襲おそわれた。

「何だこりゃ!?　動きが遅おそすぎるぞ！」

　正確には、動作そのものよりも、反応が遅いのだ。マスター・スレイブによって一いつ致ちしているはずのオペレータとＡＳの動きに、明らかなズレがある。

　達哉が右腕を動かしてから一秒たって、ようやく〈ヴリトラ〉の腕が動く。大げさに言えば、そういう感覚なのだ。

「どうなってるんだよ、コレ!?」




「〈ヴリトラ〉、動け！　〈ヴリトラ〉、なぜ動かん!?」

　模擬戦を見守っていたカルネ社のチャンドラ主任が、〈ヴリトラ〉の窮きゆう地ちに悲痛な声を張り上げた。

　頭を抱かかえて天を仰あおぐその姿を無視しつつ、バクスターが重々しくつぶやく。

「動きが悪いな、あの機体」

「変形のための余分な機構や特とく殊しゆな関節構造が、仇あだになっているようですね」

「ま、あちらさんもどっこいどっこいだが」

　カルロスが顎あごをしゃくった先では、棒立ちになった〈バーバ・ヤーガ〉の機体が小刻みに震ふるえていた。まるで、恥はじらうかのように。

「何してやがんだよ、リーナのやつ」

「……気持ちは分からんでもない」




　当のアデリーナは、立ちつくす〈バーバ・ヤーガ〉のコクピットで深々とうつむいていた。震える唇くちびるから、掠かすれた声が漏もれる。

「き、きらめ、け──きぼ、う……の──」

　だが〈バーバ・ヤーガ〉は、一向に動こうとはしない。

「マ……マジカ、ル……」

　あまりにもか細く、切れ切れな声のため、音声入力システムが感知してくれないのだ。

『オシラ３、気持ちは分かりますが仕事はしてください。私も、社長への報告書に噓うそは書けません』

「わ、分かっている」

　ベルトランからの通信に、アデリーナは顔を真っ赤にして意を決した。

「き、きらめけ、希望の光！　マ──マジカル・シュート！」

　大声で叫さけんだ瞬しゆん間かん、アデリーナはスクリーンから目を逸そらしていた。

　マジカル・ステッキが火を噴ふく。飛び出したペイント弾だんは、だが完全に明後日あさつての方向へと飛んでいった。

　ろくに狙ねらいも付けていないのだから、当然である。

　間の抜ぬけた沈ちん黙もくの後、通信機から声が漏れた。

『…………プ』

　それが達哉の笑い声だと気づき、アデリーナの中で何かが切れた。

「わ、笑ったな、タツヤ!!」

　アデリーナの顔は、恥ち辱じよくと憤ふん怒ぬで真っ赤に染まっていた。




『ピ──ピ、ピ、ピピピピピ』

〈バーバ・ヤーガ〉から聞こえるどもりまくったアデリーナの声に、カルロスたちは首を傾かしげた。

「何を言ってやがるんだ、リーナのやつ？」

「さあ？」

　だがサーミ社のフョードロフ主任は、さっと顔色を変える。

「む、アレを使うか」

　同時にサーミ社のスタッフが一いつ斉せいに、サングラスをかける。何事かと、問い質ただす時間もなかった。

『ピ──ピカリン・スパーク！』

　構えたステッキの先せん端たんから、真っ白な光が迸ほとばしった。強力な、ストロボライトだ。

『うおっ!?』

「──む！」

「何だぁっ!?」

　真っ向から目め潰つぶしを浴びた達哉の〈ヴリトラ〉が、大きく仰のけ反った。同時に巻きこまれたバクスターたちも、呻うめき声ごえや罵ば声せいを上げる。

「おいこらリーナ、ギャラリーのことも考えやがれ！」

　怒ど鳴なりつけるカルロスの声を、アデリーナは無視した。硬こう直ちよくした〈ヴリトラ〉に、〈バーバ・ヤーガ〉の左手を突つきつける。

『ミ──ミラクル・シャワー！』

　恥じらいの叫びと共に、左腕に内蔵された機き関かん砲ほうが火を噴いた。ペイント弾のシャワーを浴びせられた〈ヴリトラ〉は、よたよたと回かい避ひ機動を取る。

「何とも多芸な……」

「ふふふ、この程度〈バーバ・ヤーガ〉に備わった四八の必殺兵器の一つにすぎん」

　呆あきれ返ったベルトランに、なぜかフョードロフ主任は自じ慢まんげに胸を張る。

「くそ、イチノセくん、今こそアレを使う時だ」

　焦あせりながらも、チャンドラ主任は叫んだ。




「こ、こいつはやばい！」

　アデリーナの猛もう攻こうに、達哉は呻いた。

　ストロボライトで真っ白になった光学センサは、すでに回復済みだ。だが続いて、機関砲の弾だん幕まくが〈ヴリトラ〉を襲っている。

「く、くそ、魔法少女が物ぶつ騒そうなもの使ってるんじゃねえ！」

　まともに回避機動すら取れない現状で、これは厳しすぎる。今でこそ狙いは滅め茶ちや苦く茶ちやだが、いつまで外れてくれることか。

（だったら──）

　切るしかないだろう、今こそ切り札を。

「行くぜ、〈ヴリトラ〉チェンジ！　フライト・モードだ」

　アデリーナとは対照的に、こちらはノリノリだった。




「あれは……」

〈ヴリトラ〉に起こった異変に、カルロスは目を細めた。

　機体が、組み替かわっていくのだ。

　機体の各所が展開し、逆に四し肢しが折り畳たたまれていく。

「まさか、戦せん闘とう中に変形を？」

「その通りだ。〈ヴリトラ〉の奥の手、使う気だなイチノセくんは」

　チャンドラ主任が、低い声で聞かれもしない声でそう言った。

「フレームへの負荷は甚じん大だいだが、理論上は可能だったこの機能。通常は一時間が必要な変形を、大おお幅はばに短縮──」

「御ご高説中に悪いが、もう三〇秒近く経たってるぞ」

　人型と飛行機が入り交じった奇き怪かいな姿の〈ヴリトラ〉を指差し、カルロスは言った。

「所要時間およそ一分と、シミュレーターでは出ているな」

「それでも遅すぎるだろうが！　ただの的だぞ、あれ！」

「六〇分の一の短縮と見れば、驚きよう異い的ではありますが」

「使えんことには変わらん」

　と──

『……リリカル・ステップ』

　アデリーナの無感情な声と共に、〈バーバ・ヤーガ〉が駆かけ出した。変形途と中ちゆうの〈ヴリトラ〉へと、一気に接近する。

『妖よう精せいさん、わたしに力を貸して──フェアリィ・キッス』

　底冷えのするような声でぼそりと言いながら、前まえ蹴げり一発。

『妖精、関係ねえ!?』

　なす術すべもなく蹴り飛ばされた〈ヴリトラ〉は、あっさりひっくり返った。

　どうやら、中間形態でのホバー移動はできないらしい。

『ちょ、ちょっと待てリーナ、変形中の攻こう撃げきは反則──』

『今こそ、世界中の聖なる光と愛をこの手に──ホーリー・シャイニング・ラブリー』

　達哉の抗こう議ぎは、完全に無視された。

　死し刑けい判決を告げる判事のような声こわ色いろで、アデリーナはスラスラと口上を並べ立てた。高々と掲かかげられた魔法のステッキ（物理）が、渾こん身しんのフルスイングで〈ヴリトラ〉へと振ふり下ろされる。

『ゲボァっ!!』

　強きよう烈れつな質量兵器の一撃に、達哉は悶もん絶ぜつする。だが、これで終わりではない。
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『ラブリーラブリーラブリーラブリーラブリーラブリーラブリーラブリーラブリー』

　振り下ろす、振り下ろす、振り下ろす──

　何度も、何度も、何度も──

　容よう赦しやのない打撃を立て続けに浴びた〈ヴリトラ〉の機体が、まるで痙けい攣れんするかのように跳はね上がった。

『痛い、痛い、やめてお願い許してくれ』

　徐じよ々じよに小さくなる達哉の悲鳴。だがアデリーナは全く容赦しない。

「やべえ、リーナのやつキレちまったぞ!?」

「いかん、止めろ！」

「……どうやって、ですか？」

　役立たずの大人たちが見守る中、〈バーバ・ヤーガ〉の猛攻は、〈ヴリトラ〉とそのオペレータが完全に沈黙するまで続いた。




　後日──

「エーベル軍ですが、コンペティションの両機とも、採用は見送られたそうです」

「そーっすか」

　病室のベッドの上、包帯だらけの達哉は、ベルトランの言葉に憮ぶ然ぜんとうなずいた。

「まずは、〈サベージ〉の導入から始めるそうですね。安くて数が揃そろえられ、操縦にも癖くせがない。まあ、間ま違ちがいのない判断でしょう」

「だろうな」

　達哉の枕まくら元もとでアデリーナは、すまし顔のままリンゴの皮を剝むいていた。

「…………」

　何か言いたげに達哉がにらむものの、全く応こたえていないようだ。

「食べるか？」

　差し出されたリンゴのウサギさんに、達哉は無言のまま口を開いた。








湯ゆ煙けむりの向こう側
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　真夏の日差しが、燦さん々さんと降り注ぐ。

「暑いな、まったく」

　人型重機──ＰＳパワー・スレイブ〈ダイダラ〉の操縦席で、市いち之の瀬せ達たつ哉やはげんなりと呻うめいた。

　達哉たち市之瀬建設の今日の現場は、奥おく多た摩ま山中の道路工事である。梅つ雨ゆ明け寸前の集中豪ごう雨うによって崩ほう落らくした、古い山道の復旧工事だ。その一部を、下した請うけのそのまた下請けとして受注したのである。

　二機の〈ダイダラ〉は、道路から見て谷側の斜しや面めんで作業中だ。遮さえぎるもののない陽光に照らし出され、操縦席の中は蒸むし風ぶ呂ろのようになっていた。

『どうした、バテたんなら坂さか口ぐちと替かわるか？』

　無線機から、父の俊とし之ゆきの声がした。さっきまで元請けの監かん督とくと打ち合わせをしていたのだが、今は道どう路ろ脇わきから達哉たちを見下ろしている。

「ん……もう少しで昼だろ？　それまで俺がやるよ」

　そう答えながら達哉は、水すい筒とうから生なま温ぬるい水をガブガブと飲む。ふと運転席の窓まど越ごしに、盛り土作業をしているもう一機の〈ダイダラ〉を見やった。

「おう、分かった。まあ男としては、リーナちゃんより先に音を上げるわけにはいかんよなあ」

「…………」

　図星を指され、達哉は押し黙だまった。あの〈ダイダラ〉を動かしているのは、市之瀬建設期待の新人ことアデリーナ・ケレンスカヤなのである。

「ま、そういうことならしっかりやれよ。次、下ろすぞ」

「了りよう解かい」

　それで、通信は切れた。すぐに道路上で、別の下請け会社のクレーンが動き出す。ワイヤーで吊つった鉄骨を、こちらに下ろそうとしていた。

　と、アデリーナの〈ダイダラ〉にも動きがあった。盛土作業の手を止めて、操縦席からアデリーナが身を乗り出している。地上の作業員──坂口と、何やらやり取りを交かわしているようだ。

　達哉の〈ダイダラ〉が響ひびかせているディーゼルエンジン音のせいで、話の内容までは聞きとれない。だが遠目には、坂口の顔がだらしなく緩ゆるんでいるようにも見える。

　アデリーナの日本語が上達していることは喜ぶべきなのだが、何となく面おも白しろくない。仕事中だぞ──と、達哉が舌打ちしかけた時だった。

『逃にげろ、ボン！』

　現場主任の源げん田だの切せつ迫ぱくした声が、通信機から響く。

「え？」

　思わず上を見上げた達哉は、とんでもないものを見た。

　つい先ほどまでクレーンに吊られていたはずの鉄骨が、ほぼ真上からこちらに向かって落下しているのだ。クレーン先せん端たんのフックでは、ワイヤーロープが虚むなしくブラブラ揺ゆれている。

　クレーンの作業員による固定や確かく認にんが甘かったのだろうか？　それとも固定用のワイヤーに、何らかの問題があったのだろうか？　どちらにせよ、達哉はただ呆ぼう然ぜんと、頭上から降ってくる鉄骨を見上げることしかできない。

（あ、やばい……）

　そういう自覚はあるのだが、手も足も動いてくれないのだ。棒立ちの〈ダイダラ〉に、長さ数メートルの鉄骨が──

「危ない！」

　その寸前、達哉の〈ダイダラ〉は右方向に飛ばされた。アデリーナの〈ダイダラ〉によって、思いっきり突つき飛ばされたのだ。

　ひっくり返った達哉の眼前で、鉄骨が重い音を立てて地面に突き立った。そのまま自重で傾かたむき、横転。急な斜面をずるずる滑すべり落ち、ようやく止まる。

「し……死ぬかと思った」

　運転席から這はい出して、達哉は喘あえいだ。今さらながら、恐きよう怖ふがこみ上げてくる。冷ひや汗あせで背筋に張りついた作業服の感かん触しよくが気持ち悪い。

「大だい丈じよう夫ぶか、タツヤ!?」

　血相を変えたアデリーナが、〈ダイダラ〉の操縦席から飛び降りた。

「怪け我がはないか!?　頭を打ったりは!?　あまり動かず、安静に──衛生兵メデイツクはまだなのか！　メディーック!!」

「あー、いや……大丈夫だ」

　アデリーナから一方的にまくし立てられた達哉は、ようやくうなずいた。

「この通り、ピンピンしている」

「そ、そうか──」

　ほっと安あん堵どの息をつくアデリーナ。と、彼女の切れ長の目が、見る見るうちに吊り上がっていく。

「ところでだな、タツヤ……」

「は、はい」

　アデリーナの低く不ふ穏おんな声に、達哉は思わず敬語で答えた。

「さっきの醜しゆう態たいは何だ？　普ふ段だんの君ならあの程度のアクシデントは、余よ裕ゆうで回かい避ひできたはずだぞ。全く、たるんでいる。そんなことで、苛か酷こくな戦場を生き延びられると思っているのか？」

「え？ ……い、いや、ここ戦場じゃなくて日本──」

「言い訳は無用だ！」

「ぐほぁっ!?」

　必殺のデコピンが炸さく裂れつした。額を撃うち抜ぬかれた達哉は、そのまま背後にひっくり返って昏こん倒とうする。

　だがそんな達哉が意識を失う寸前に見たのは、目を潤うるませたアデリーナの姿だった。

「……本当に、心配したんだからな──ばか」




　それから先、現場は大おお騒さわぎになった。

　結果として怪我人ゼロ、物損も〈ダイダラ〉にへこみ傷が増えた程度で収まったのだが、下へ手たをすれば死人の出る大事故になるところだったのだ。

　真っ青になっていたクレーン工事会社の現場主任に多少の同情はしたものの、雑に仕事をした結果の自じ業ごう自得だ。巻きこまれた達哉や市之瀬建設にとっては、実にいい迷めい惑わくである。

　再発防止の調査や会議のため、現場がしばらく止まるとあってはなおさらだ。

　様々な報告や手続きを終え、達哉たちがようやく調ちよう布ふの市之瀬建設へと戻もどってきた時には、すでに日はとっぷりと暮れていた。

「大変だったんだね、お兄ちゃん」

「まったくだ」

　畳たたみ敷じきの居間にあぐらをかき、達哉は妹の由ゆ加か里りにそうぼやく。達哉たちが寝ね起おきする市之瀬家の住居は、会社の事務所と兼けん用ようになっているのだ。

　夕食をテーブルに並べながら、由加里は言った。

「でも、怪我しなくてよかったよ。せっかく危ないお仕事やめて、家に帰ってきたのに」

「その分、ずいぶんと腕うではなまったみたいだがな」

　達哉の隣となりに座っていたアデリーナが、やや不満そうにそうつぶやいた。今のアデリーナは市之瀬建設で働きつつ、この家に下宿しているのだ。

「いや、だって俺もう兵隊やＡＳアーム・スレイブ乗りは廃はい業ぎようしたし、お前だって……」

「わたしは心構えの問題を言っているのだ」

　ぼそぼそと言い訳する達哉に対して、アデリーナは形の良い眉まゆをきりりと吊り上げながら説教していた。

　そんな二人のやり取りを、由加里はにこにこしながら見ている。

「悪いな、待たせちまった」

　と、そこでステテコ姿の俊之が居間に入ってきた。風呂上がりのため、全身から湯気を吹ふき上げている。

「いいって。早くメシにしようぜ」

「うん」

　うなずいた由加里が、てきぱきとご飯をよそっていく。一方のアデリーナは、台所の冷蔵庫からよく冷えた瓶びんビールを持ってきた。

「では社長、まず一いつ杯ぱい」

「おお、悪いなリーナちゃん」

　若い美人の娘むすめから酌しやくをされて、俊之はたちまち相そう好ごうを崩くずした。だらしなく笑えみ崩れた父親の顔に、達哉は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「タツヤ、君はどうする？」

「そうだな、俺も一杯もらうか」

　ちなみにアデリーナからビールを注つがれる達哉の顔は、父親とそっくりだった。

「じゃあ、いただきます──って」

　手を合わせた達哉は、テーブルの上に並んだ夕食の献こん立だてを見やる。メインのおかずは、壺つぼ状じようの器うつわにつがれた中ちゆう華か風ふうのスープだった。

「さあさあ、冷めないうちに召めし上がれ」

「おう」

　器の口がすぼまっているため、スープの全容はよく見えない。レンゲでドロリとした濃のう厚こうなスープをすくい、まずは一口。

「どうかな？」

「んー、何か不思議な味だな」

　具材は、細かく裂さかれた肉とキノコが主だった。味付けはやや濃こいめ。旨うまいのだが、何とも不思議な風味がする。

「むう、これはビールにも飯にも合うが……」

　俊之も、しきりに首を傾かしげていた。

「これって一体、何の肉だ？　ずいぶんとあっさりした味わいだけど、鶏にわとりのササミにしちゃ脂あぶらが乗ってるし」

「分からないかな？　じゃあ当ててみて」

　達哉の問いに由加里は、はぐらかすように笑う。そのまま静かに、自分のスープをすすった。

「この味……どこかで……」

　アデリーナは何か心当たりがあるのか、小声でつぶやきながらスープを味わっている。若じやつ干かんの不安を感じながらも、二口目。今度はサクリとした歯ごたえを感じた。どうやら小エビか何かを殻からごと油で揚あげて、スープに加えたようだ。

　その時、アデリーナが小さくうなずいた。

「ああ、分かった」

　全員の視線が集まる中、アデリーナは自信ありげに言った。

「ユカリ、これはヘビの肉だな」

「「────!?」」

　その言葉に、達哉と俊之は硬こう直ちよくする。

「正解です、リーナさん。よく分かりましたね」

　一方の由加里は、満面の笑みでアデリーナを賞賛した。

「野外行動中に食べたことがある。その時はカレー粉を使ったが、ちゃんと調理すればこういう味になるのか。うむ、いい味だ」

「えへへ、ありがとうございます──キャッ!?」

「むっ？」

　派手にスープを吹き出した達哉が、テーブルに突っ伏ぷす。その弾はずみに、スープの器がひっくり返った。

　俊之も口元を押さえて、畳の上を転がっている。

（ひ、久しぶりだから忘れてた……由加里のゲテモノ料理のこと……）

　達哉が帰国してからは、初めてだった。

「だ、大丈夫お兄ちゃん？　どうしたの？」

　激しくむせる達哉の背中を、由加里はさすった。この妹に全く悪意も自覚もないことが、かえって怖こわい。

「いや、だからヘビってのは反はんそ……」

　切れ切れに呻うめいた達哉が、目を見開く。ひっくり返ったスープの中に交じっていた、『小エビ』の姿を見たのだ。

　いや、これは断じてエビなどではない。一対ついのハサミと、特とく徴ちよう的な尾おの形は──

「サ、サソリじゃねえか」

「そうだよ。ヘビとサソリの特製薬やく膳ぜんスープ」

　文字通り、蛇だ蝎かつそのもののスープである。

「このキノコも漢方の冬とう虫ちゆう夏か草そうなんだ。滋じ養よう強きよう壮そう、精力増強に効果抜ばつ群ぐん。漲みなぎってきちゃうよお──頑がん張ばれ、お兄ちゃん！」

「何を頑張れって言うんだ、何を」

　親指を立ててとんでもないことを口走る由加里、そんな妹を達哉は怒ど鳴なりつける。

「いいからどんどん食べてよ。せっかくスガモ屋さんが格安で分けてくれたんだから。あ、ちゃんと毒針とかは取ってあるから、安心して食べられるよ」

「安心できるかぁっ!!」

　絶ぜつ叫きようする達哉を尻しり目めに、アデリーナは黙もく々もくとスープを堪たん能のうしていた。

「うむ、サソリも中々いける」




　その日の夜中──

「…………眠ねむれん」

　自室の布ふ団とんの中で、達哉は悶もん々もんと呻いた。

　夕食に食べた、由加里謹きん製せいの怪あやしげなスープのせいだろうか。体中が熱く火ほ照てっている上、目はギンギンに冴さえている。せめてまぶただけは固く閉じているのだが、一向に眠ねむ気けが来てくれない。

　羊の数を数えるのは、一〇〇〇匹びき目で嫌いやになった。薄うす目めで時計を見ると、もうとっくに日付が変わっている。舌打ち混じりのため息をつきながら、達哉はこの夜で何十回目かの寝返りをうった。

　と、部屋のドアが外からノックされる。

「──起きているか、タツヤ」

　アデリーナの声だった。

「どうした？」

「眠れなくて……ちょっといいか？」

　ドア越ごしのその一言で、達哉の鼓こ動どうが加速した。

「……ちょっと待ってくれ」

　達哉は慌あわてて跳はね起きた。深夜、家族が寝静まった時間に、若い娘が男の部屋を訪ねてきたのである。

　一つ屋根の下で暮らしている以上、これまでも何度かこういった流れはあった。だがその度たびに周囲の邪じや魔まが入ったり、焦あせった達哉の言動がアデリーナの気分を損そこねたり、あるいは互たがいの座った位置が微び妙みように遠かったり──そんなことが続き、二人の関係を現状から進めるまでには至っていない。

　しかし、仮にあの由加里謹製蛇蝎スープの効用がアデリーナにも現れているとしたら、今夜こそはいけるかもしれない。

（落ち着け！　まだそうと決まったわけじゃない！　冷静になるんだ、冷静に）

　自分自身にそう言い聞かせつつ、素す早ばやく周囲の状じよう況きようを確かく認にん。

　部屋──少しばかり散らかってはいるが、問題ないだろう。彼女に見られて困るあれこれのブツは、ちゃんと所定の位置に隠いん蔽ぺいしてある。

　服装──寝間着代わりのＴシャツとハーフパンツ。まあこんなものだろう。

　念のため、非常時のサバイバル用に購こう入にゆうしていたゴム製の水すい筒とうを、ポケットに忍しのばせておいた。使用前は数センチ四方の四角い袋ふくろに収められているため、彼女から気け取どられる心配もない。もちろん、あくまで念のためである。

　布団をどうするか少し悩なやんだが、敷しきっぱなしというのも露ろ骨こつすぎるような気がする。部屋の隅すみにたたんでおいた。

「待たせたな、いいぞ」

「うむ、すまない」

　ゆっくりと軋きしみながら、ドアが開いた。タンクトップ姿のアデリーナが、ややふらつきながら部屋に入ってくる。

「調子が悪そうだな」

「ああ、寝ねたいのに眠れない。こんなのは久しぶりだ。おまけに体が熱くて熱くて──」

　ぺたんと畳たたみに座りこみ、アデリーナはそう言った。やはりあのスープの効果は、彼女に対しても抜群だったようだ。

（特製スープ、畏おそるべし）

　内心で、達哉は戦せん慄りつしていた。

「このところ、厳しい現場が続いているからな。ユカリもわたしたちに栄養をつけてもらいたかったのだろう。とはいえ、ここまで元気が出すぎるのは困ったものだが」

「多分それ、由加里の狙ねらい通りだと思うぞ……」

「どういうことだ？」

「いや、何でもない」

　怪け訝げんそうなアデリーナに対して、達哉は言葉を濁にごした。

「本当にユカリはよくしてくれる。いや、ユカリだけじゃない。社長もだ。二人とも、何も言わずわたしをこの家に迎むかえてくれた」

「お、おう──」

　そんな生返事で、達哉は答えた。下ろしたままの金きん髪ぱつからは、ほのかなシャンプーの匂においがする。

「君の家族は、本当にいい人たちだ」

「…………まあな」

　実際のところ、由加里にも俊之にもある種の計算、ないし『下心』のようなものはあるわけだが──わざわざそのことを言うほど、達哉も無ぶ粋すいではない。

　実際のところ、善意であることは間ま違ちがいないのだから。

「わたしも、もう一度……」

　とろんとした目で、アデリーナはそうつぶやいた。と、力なく揺ゆれた彼女の体が、達哉の胸にしなだれかかる。

「リ、リーナ──」

　間違いない、彼女はその気だ。ここで応こたえなければ男ではない！　武士は食わねど高たか楊よう枝じ？　うるさい、知ったことか！　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじだ!!

　──よ、よし行くぞ!!

　アデリーナの両りよう肩かたに手をかける。

「どうした、タツヤ？」

　怪訝そうなアデリーナの声。だが、もはや止まれない。この瞬しゆん間かん、達哉は全世界が自分を応おう援えんしている気がした。

　彼女の肩へとかけた手に、力をこめ──

「…………」

　不意に達哉は真顔になると、顔を上げた。そのまま半眼で部屋のドア──正確には、ほんの僅わずかに開いた隙すき間まを見やる。

「で、お前は何しているんだ？」

　低い声で、ぼそりとそう一言。廊ろう下かから満面の笑えみで室内をのぞいている由加里と、目が合った。

「いやいや、お気き遣づかいなくお兄ちゃん。あたしのことはタヌキの置物か何かだと思って、さあさあ続きを──」

「できるか!!」

　悪びれずぬけぬけと言う妹を、達哉は思いっきり怒鳴りつけた。

　──くそっ、またこれか。またもや流れが遠ざかっていくのを感じ、達哉は地じ団だん駄だを踏ふみたくなる。

「ユカリ、もう遅おそいぞ。早く寝るんだ」

　事情をよく飲みこめないまま、アデリーナはそう言った。




　　　　２




「ったく、やってられねえ」

　数日後、駅前の喫きつ茶さ店てんでテーブルに頰ほお杖づえをつきながら、達哉はそう唸うなった。

「あのねえタッくん、せっかく久しぶりに会ったってのに、まず言うのがそれ？」

「ひょっとして僕たち、のろけ話を聞かされてるのかな」

　テーブルの向かいに腰こしかけた二人の男女──幼おさな馴な染じみの牧まき島しま楓かえでと、友人の武たけ村むら健けん司じが、口々にそう言った。楓は眼鏡めがねの向こうから半眼でにらみながら、健司は苦く笑しようしながら肩をすくめて。
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「そうは言うけど、こう、生殺し状態なわけよ。やっぱ一つ屋根の下だと親父おやじに遠えん慮りよしちまうし、由加里は援えん護ご射しや撃げきのつもりで誤射ばっかりしてるし」

　ストローでアイスコーヒーをすすりながら、達哉は言った。

　楓と健司は陣じん代だい高校を卒業後、都内の大学に進学している。実家に就職した達哉とは、高校時代のように毎日顔を合わせるというわけにはいかない。

「そんなに彼女といちゃつきたければ、いっそ家を出てアパートでも借りれば？」

「でもよ、アパートから実家に通勤するってのも間ま抜ぬけだし、金がもったいないし、そもそもリーナが妙に俺の家を気に入ってるし……」

　段々と言葉が、尻しりすぼみに消えていった。ブツブツと愚ぐ痴ちを言う達哉に、楓は処置なしと言わんばかりに肩をすくめる。

「そういや市之瀬がケレンスカヤさんと初めて会ったのは、去年の今ごろだったよね？」

　少し考えながら、健司がゆっくりとそう言った。

「ああ──そう言えばそうだな」

　指を折りつつ達哉は日数を数え、記き憶おくを掘ほり起こした。確か、来週でアデリーナに会って丸一年になる。

「呆あきれた。タッくん、そんな大事な日を忘れてたの？　記念に何かプレゼントするとか、どこかデートに行くとか、やることあるでしょ。そんな甲か斐い性しよう無しじゃ、愛あい想そ尽つかされちゃうわよ」

「い、いや、リーナも割とそういうのに無む頓とん着ちやくだから」

　楓から攻せめこまれ、達哉はしどろもどろに弁明する。

「どうだか。案外、口に出さないだけで、タッくんがその日どうするのかじっと待ってるのかも」

「…………」

　達哉は渋しぶい顔で押し黙だまった。とはいえ、楓の言葉に一理あるのは認めざるを得ない。

（……プレゼントって、なに贈おくればいいんだろ？　それともやっぱりデートか？　近所のオンボロ遊園地じゃ、ちょっとアレだよな。あ、でもリーナのやつボン太くんのこと妙に気に入ってたし、意外といけるかも）

　そう一人で考えこむ達哉の姿に、楓と健司は顔を見あわせて、呆れたように小さく笑った。

「やっぱり、あれかな？」

「ま、あれでしょうね」

　そう言いながら楓は、ポケットから一枚の紙し片へんを取り出す。

「タッくんタッくん」

「ん？」

　そう呼びかけられ、達哉はようやく顔を上げた。

「私たちからのプレゼント──ジャ～～ン、何と箱はこ根ねの温泉旅館で、一いつ泊ぱく二日のペア無料招待券！」

「……へ？」

　チケットに印刷された温泉と紅葉もみじの写真を見て、達哉は目を丸くする。

「私の親しん戚せきがやってる宿でね、何か地元の観光協会のキャンペーンとかでもらったんだ。いい機会だし、二人で行ってきたら？」

「いいのか？　その、お前たちだって……」

「あ、それ気にしなくていいから。私とケンちゃん、春の卒業旅行でその旅館に行ったから。ていうかそのチケットも、その時もらったの」

「いい宿だったよ。温泉は気持ちよかったし、料理も美お味いしかったし」

「…………え？」

　今までとは別の意味で、達哉は硬こう直ちよくした。二人の顔を、まじまじと見比べる。

　今年の春といえば、まだ達哉が日本を離はなれていた時期である。年とし頃ごろの男女が二人、泊とまりがけで温泉宿への旅行に行ったというのだ。

　これはつまり、要するに──

（何てこった）

　目を白黒させる達哉の前で、楓は少しだけ笑った。達哉がよく知っている、闊かつ達たつな笑顔ではない。ある種の憂うれいや翳かげりを帯びた、複雑な微び笑しようである。

「どうしたの、タッくん？」

「い、いや……」

　幼馴染みが初めて見せた顔に、達哉は戸と惑まどった。と、楓は眼鏡越ごしの眼まな差ざしを、隣となりの健司に向ける。

「色々あったのよ、色々。ね、ケンちゃん」

「うん、ああ……まあ──」

　いきなり話を振ふられた健司だが、曖あい昧まいに答えながらもうなずいた。

「そうか、色々か」

　なにやら神しん妙みような声で言いながら、達哉はアイスコーヒーを飲み干した。

「じゃあ、もらっとくよこの無料券」

　何とか動どう揺ようを隠かくしつつ、達哉はうなずいた。そんな彼にチケットを手て渡わたしながら、楓はさらにつけ加える。

「あ、それとここって、混浴ＯＫだから頑がん張ばってね」

「────んぶっ!?」

　とんでもない一言に、達哉はコーヒーを吹ふき出してむせた。

「混浴、っていうか家か族ぞく風ぶ呂ろだよ。男女別の大浴場とは別に、部屋ごとに小さな露ろ天てん風呂がついてるんだ」

「そーそー、だから他ほかの男共に彼女の玉のお肌はだを見られる心配はないから、安心してね」

「いや、そういうことじゃないから。ていうかお前ら──」

「何かな、タッくん？」

「い、いや、何でもない」

　さすがに、その先は聞けなかった。

「と、とにかく温泉のタダ券ありがとよ。礼を言っとく」

　ここはきっと、勝負所に違いない。これ以上ないくらい真しん剣けんな表情で、達哉は手にしたチケットを見やった。




「温泉宿？」

　その日の夜にそう切り出すと、アデリーナはきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「わたしと君の、二人でか？」

「あ、ああ。その、俺たちが会って、一年目の記念だ。どうかな」

　そう達哉が言うと、アデリーナはポンと手を打った。

「一年──なるほど、もうそんなになるのか。早いものだ」

「…………」

　どうやら、アデリーナもすっかり忘れていたらしい。自分のことは棚たなに上げて、達哉はがっくりと肩を落とす。

「と、とにかくさ、リーナにも日本のいいところ色々見てもらいたいし、箱根っていうのはいいと思うし。こんよ──」

　達哉は慌あわてて口を閉じた。さすがに今ここで混浴の話をする度胸はない。

「コンヨ？」

「あ、いや、何でもない」

　混浴、もとい家族風呂のことは、現地についてから話そう。あくまで自然な流れで、持っていくのだ。

「温泉──うん、いいと思うよ。すごくいい！」

　鼻息荒あらく、由加里は何度も力強くうなずいた。

「お兄ちゃんにしちゃ上出来だよ！　頑張ったね」

「褒ほめてないだろ、それ」

　憮ぶ然ぜんとつぶやく達哉だが、由加里はまったく聞いていない。満面の笑えみをアデリーナに向ける。

「リーナさん、せっかくお兄ちゃんがない知ち恵え絞しぼったんですよ。ぜひ行くべきです！」

「おい」

　ひどい物言いである。だがアデリーナは、意外なほどあっさりうなずいた。

「そうだな、一いつ緒しよに行こう」

「──いいのか？」

　その態度に、むしろ達哉の方が確かめる。

「ああ。わたしの故郷──カフカスにもたくさん温泉が湧わいててな。子供のころ、何度か保養地に行ったこともある」

　そう言いながら浮うかべたアデリーナの笑顔は、どこか寂さみしげだった。

「日本の温泉か、楽しみだ」

「そうか、なら決まりだな──いいだろ、親父？」

　意識して、明るい声を出す。話を振られた俊之は軽くうなずく。

「土日で一泊二日だろう。どうせ休みだし構わんぞ」

「うし」

　父親の了りよう承しようを取りつけ、達哉はうなずく。

「車、使うか？　軽バンなら乗っても構わんぞ」

「いや、ちょっと距きよ離りがあるからな。どうせだし、電車でのんびり行ってくる。それでいいか、リーナ？」

「君に任せる」

「ＯＫ！」

　善は急げとばかりに、達哉は立ち上がる。宿との連れん絡らくに特急の予約、早め早めに回していかなければ。

「……温泉宿、かあ」

　そうつぶやいた由加里の意味深な笑顔に、達哉は気づいていなかった。




　　　　３




　そして、旅行当日──

「では行ってくる、社長」

「おう」

　出発する達哉とアデリーナを、俊之は玄げん関かん口ぐちまで見送った。

「何なら駅まで車で送るぞ」

「いいって」

　俊之の申し出に、達哉はやや大おお仰ぎように手を振った。その隣でアデリーナは、玄関奥の廊ろう下かをのぞきこんでいる。

「由加里は、まだ寝ねているのか」

「みたいだな。珍めずらしい」

　ちなみに今日の朝食は、昨夜のカレーを温め直して済ませた。

「じゃあ、そろそろ電車の時間だし行ってくるよ」

　そう言いながら達哉は、荷物を担かつぎ上げた。その肩かたを、俊之は強く叩たたく。

「頑張って来い、倅せがれよ」

「何を頑張れって言うんだよ、このバカ親父おやじ」

　煽あおり立てる父親に、達哉は唸うなる。

「…………？」

　そんな父と子のやり取りの意味を、アデリーナはよく分かっていないようだった。




　旅の行程は、つつがなく進んだ。

　すぐ近所の停留場から、バスで小お田だ急きゆう線の最も寄より駅まで。下りの列車に乗り、新しん百ゆ合りヶ丘おか駅で箱根行きの特急ロマンスカーに乗り換かえるのだ。

「昼食はどうする？」

「乗り換えの待ち時間で弁当を買おう」

「了りよう解かいした」

　かくして達哉とアデリーナは、駅前のデパ地下に繰くり出した。

「さて、どれにするか」

　ぐるぐるとテナントを回りながら、達哉は言った。この上なく真剣な眼差しで、ショーウインドウの弁当を確かめる。

「そこまで真剣になることか？」

「なることなんだ」

　首を傾げるアデリーナに、達哉は大おお真ま面じ目めに答えた。

「駅弁ってのは、旅のできを左右する重大な要素だからな。ほら、お前もちゃんと真剣に選べよ」

「駅ではなく駅前のデパートで買った弁当も、駅弁というのか？」

「……それ、言うなよ」

　痛いところを突つかれた。とはいえ駅の売店の弁当がどうも好みに合わなかったのだからしかたがない。名を捨てて実を取ったのだと、そう自分に言い聞かせ、あらためて弁当を物色する。

　達哉としては様々な具がちょこまか入った幕の内弁当が好みではあるのだが、とんかつ弁当や焼き肉弁当のような一点豪ごう華か主義も捨てがたい。一方で、ちらし寿ず司しや押し寿司にも惹ひかれるものがある。ああ、そう言えば飲み物はどうしよう？　お茶か、ビールか、それともいっそ日本酒のワンカップか──

「おいタツヤ、もう電車が来る時間だぞ」

「もうちょっとだ、もうちょっとだけ待って……」

「いい加減にしろ！」

　そう言うなりアデリーナは、幕の内を二つ手に取った。

「これにしてくれ」

「お、おいリーナ──」

「あいよ。お客さんも大変だね」

　達哉の抗こう議ぎはあっさり黙もく殺さつされ、アデリーナは夏なつ目めさん二人でさっさと勘かん定じようを済ませてしまう。

「行くぞ」

「分かったよ」

　急ぎ足で駅に戻もどるアデリーナの後を、達哉は慌てて追った。




　結果から言うと、アデリーナの選んだ幕の内弁当は中々の当たりだった。

「うまいな、これ」

　特急の指定席、彩いろどりよく並べられた多種多様なおかずを少しずつつっつきながら、達哉は言った。何となく、悔くやしい気もする。

「最近の君はどうも決断が鈍のろすぎるようだな」

　達哉の右みぎ隣どなり、窓側の席でアデリーナが、自分の弁当を食べながらそう説教した。彼女の箸はし使いも、ずいぶんと様になってきている。

「計画立案の際に熟考熟じゆく慮りよを重ねるのは当然だが、いざ実行の時まで慎しん重ちようすぎると、かえって機を逃のがすことになるぞ。こと戦場において、拙せつ速そくは巧こう遅ちに勝まさる。そのことを知らない君ではないだろうに」

「いや、ここ戦場じゃないし」

　聞こえるか聞こえないかの小声で、達哉はボソボソ抗こう弁べんした。アデリーナはわずかに顔をしかめたが、それ以上は追つい及きゆうしてこない。

　そもそも、本気で気分を害したわけではないようだ。当たり前の話だが。達哉もこれ幸いと、弁当を片付けるのに集中する。

　元々一いつ泊ぱく二日のつもりなので、手荷物の少ない気楽な旅である。車窓の向こうで流れゆく景色を見ていると、それだけで心が浮き立った。

「やっぱり速いな、ロマンスカー」

　そんなことを暢のん気きにつぶやいていると、隣のアデリーナがくすりと笑った。

「何だよ」

「速いと言っても、精々時速一一〇キロ程度だ。あの〈レイヴン〉に乗っていた君でも、そう感じるのだな」

「……言われてみればそうだな」

　ふと〈レイヴン〉の、狭せま苦くるしいコクピットを思い出す。

　ブースト加速をかける度たび、高速かつ出で鱈たら目めな動きで流れていく、スクリーンの情景。そのめまぐるしさは確かに、ロマンスカーの車窓から見ているこの光景とは、比べものにならない。

　だが今の達哉にはなぜか、ＡＳのコクピットの記き憶おくがひどく遠く、そして色いろ褪あせて感じられていた。

「仕方あるまい。自分でＡＳを操縦するのと、他人が運転する列車に乗るのとでは、感覚にズレが出て当たり前だからな」

「……いや、多分違ちがう」

　そう小声で、達哉は答える。アデリーナはかすかに眉まゆをひそめるが、それ以上は何も言わなかった。

　兵士として──あるいはＡＳオペレータとして培つちかってきた感覚と、今の周囲にある日常がずれているのではない。むしろ逆だ。そういった戦場の感覚そのものが、達哉の内から抜ぬけ落ちつつあるのだ。

　思えば、先日の道路工事での事故もそうだ。あの時の達哉は、頭上から降ってきた鉄骨に対して何の対応もできないまま、〈ダイダラ〉の操縦席で呆ぼう然ぜんとしていた。死の恐きよう怖ふに怯おびえ、指一本動かせずに立ち尽つくしていた。ほんの一月ほど前、戦場で〈レイヴン〉に乗っていた時には、至し近きん距きよ離りで放たれた敵機のＡＳライフルやロケット弾だんの弾幕にすら、反応し対処できたというのに。

（なぜなんだ？）

　達哉の思考が、内向きへと落ちかけたその時──

「どうした、タツヤ」

　アデリーナの怪け訝げんそうな声で、達哉は我に返った。

「いや、何でもない」

　そうお茶を濁にごし、空になった弁当箱をビニール袋ぶくろに突っこむ。それを見ながらアデリーナが小さく笑う。

「せっかくの休日だ。のんびりいこう」

「珍しいな、お前がそんなこと言うなんて」

「そうかな？」

　そう言いながらアデリーナは、シートにもたれかかる。その端たん整せいな横顔を見やるだけで、達哉はこの旅行に来た甲か斐いがあったと思った。

　──いやいや、まだまだ。

　内心の油断を、達哉は慌あわてて打ち消す。本番は、まだこれからなのだ。温泉宿に着いてからの家か族ぞく風ぶ呂ろと、そして夜のアレやコレや。非常に困難で危険なミッションが、いくつも達哉を待ち受けている。

　そう、今の達哉にとっては、ここが戦場なのだ！

　少なくともその気き概がいをもって事に当たらねば、とうてい望む目的を果たすことはできないだろう。

　新たな決意を胸に抱いだきつつ、達哉はさり気なくアデリーナの様子をうかがう。

「どうした、わたしの顔に何かついているのか？」

「い、いや、別に何も」

「そうか」

　弁明にもなっていない言い訳だが、アデリーナは特にそれ以上は追及してこなかった。内心で達哉は安あん堵どする。

　先ほどの胸のつかえは、いつの間にか消えていた。




　目指す箱根の温泉旅館は、最寄りの駅からしばらく歩いた場所に建っていた。

「ついたな」

「ここか」

　温泉街の中心からやや離はなれた、山やま間あいの静かな雑木林の中。古びてはいるが落ち着いた佇たたずまいの、正調日本家屋である。

「すいません、予約していた市之瀬です」

　玄げん関かん口ぐちのフロントでそう告げると、中年の女将おかみが笑え顔がおで頭を下げた。

「いらっしゃいませ。市之瀬様。遠路はるばるようこそ」

　宿帳を確かく認にんした女将が、丁てい寧ねいな語調で続ける。

「申しわけございませんが、どちらの市之瀬様でしょうか」

「──え？」

「む？」

　女将の言葉に、達哉とアデリーナは顔を見あわせた。

「え、えーっと、ペアの無料招待券で頼たのんだものですが」

　戸と惑まどいながらも、達哉はそう言った。ひょっとして、無料招待券に何か不備があったのだろうか？

「確認いたしました。二名様でご予約の市之瀬達哉様で、間ま違ちがいございませんね？」

「はい、そうです」

「大変、失礼いたしました。それでは、お部屋までご案内いたしますので、どうぞこちらへ──」

　女将に促うながされるまま、二人とも靴くつを脱ぬいでスリッパに履はき替かえる。

（今のは一体、何だったんだ？）

（おそらくわたしたちの他ほかにも、イチノセという名の宿泊客がいるのだろう）

（なるほど、そういうことか）

　小声でそうささやき合うと、初老の仲居に案内されて、狭せまい廊ろう下かを奥へと進む。

「────む」

　廊下の曲がり角で、アデリーナは不意に立ち止まると玄関を振ふり向いた。そのまま、鋭するどく目を細める

「どうした？」

「今、視線を感じた」

「え──」

　達哉も慌てて、アデリーナに倣ならう。だが宿の玄関に、それらしい人ひと影かげは見えない。

「気のせいじゃないか？　宿の人以外に、誰だれもいないぞ」

「む？　いや、だが確かに──」

　と、今度は仲居が達哉たちを振り向いた。

「どうなさいました、お客様？」

「ああ──いや、ほら……何でもありません。行くぞ、リーナ」

　曖あい昧まいに言葉を濁した達哉は、アデリーナに先を促す。

「……むう」

　首を傾かしげながらも、アデリーナはそれに従った。




「ではお客様、こちらの竹の間をお使いください」

「あ、どうも」

　二人が案内されたのは、こぢんまりした造りの和室だった。上がりこんだ達哉は、あれこれと周囲を見回す。古ぼけてはいるものの、中々に趣おもむきのある部屋だった。

　一方のアデリーナはいつもどおりの表情で、仲居による旅館のあれこれの説明を聞いていた。風呂の場所や夕食の時間、部屋の備品について等々。

「最後になりますが、部屋の裏手には露ろ天てんの家族風呂がございます。どうぞご自由にお使いください」

　その言葉に、達哉の耳がぴくりと動いた。では、ごゆっくり──その一言を残し、仲居は部屋から出て行く。

　二人きりで残された達哉は、コホンと咳せき払ばらいをした。

「さて、夕食まではまだ時間が結構あるみたいだけど、どうする？　やっぱりまずは風呂に入るか？」

　──二人きりで家族風呂！

　──そして混浴！

　そんな内心を声に出さないためには、相当の自制と努力が必要だった。というか本当に下心を隠かくせているのかどうか、あまり自信がない。

　念のため、例のゴム製水すい筒とうは持ってきている。もちろん、あくまでも念のためだ。

「少し待て」

　だがアデリーナはそう素っ気なく言うと、自分のバッグをがさごそと探さぐった。

「何やってるんだ？」

「うむ、こんなこともあろうかと──よし、これだ」

　アデリーナが取り出したコンパクトな電子機器に、達哉は目を剝むいた。

「……おい、それは何だ」

「見て分からないのか？　盗とう聴ちよう器きの発見器だ」

「何でそんなもの持ってきたのかって聞いてるんだ！」

　そう大声を出す達哉に対し、アデリーナはしごく冷静に答える。

「もちろん、念のためだが」

「そ、そうか……念のためか」

　急に達哉の声は小さくなった。念のためならば仕方ない。ポケットに忍しのばせていたゴム水筒が、なぜか存在を主張している。

「先ほどの視線のことがあるからな。まずはこの部屋を洗っておく」

「……さよか」

　そう言いながら達哉は、畳たたみの上に座りこんだ。

　まあ、焦あせる必要はない──達哉は自分自身にそう言い聞かせる。混浴の話を切り出すならば、タイミングは重要だ。あくまでもさりげなく、自然な流れで。今はまず、その機をうかがわなければ。

　テーブルに置かれていた、テレビのリモコンを手に取る。スイッチオン。昼のワイドショーだったので、チャンネルを変える。今度は、時代劇の再放送をやっていた。

　画面の中の季節は、冬だった。雪がしんしんと降り積もる、夜の小料理屋。店の常連らしい武家の隠いん居きよと店の女将が、二人っきりの差し向かいで酒を吞のんでいた。話の途と中ちゆうからなのでストーリー自体はさっぱり分からないのだが、達哉は何となく雰ふん囲い気きに惹ひかれるものを感じる。

　和室というシチュエーションだけで、画面の中の二人を自分とアデリーナに変へん換かんしてみるが、どうもうまくいかない。やはり自分たちとでは年ねん齢れい差さがありすぎるようだ。

　と、不意に激しいノイズが、液えき晶しようの画面に走る。部屋の片かた隅すみに設置されたコンセントの前で、アデリーナが小声でつぶやいた。

「どうやら、当たりのようだな」

「え？」

　止める暇いとまもなかった。多た用よう途とのアーミーナイフを取り出したアデリーナは、ドライバーで手早くコンセントを解体した。

「お、おい、さすがにやばいって。宿の人から怒おこられるぞ」

「いいから、これを見ろ」

　その内部を見せられ、達哉は目を瞠みはる。取り外されたコンセントの裏側に、小さな装置がひっついていたのだ。

「これって、まさか──」

「見て分からないのか、盗聴器だ」

「ホンモノ!?」

　思いもかけない展開に、達哉は仰ぎよう天てんした。

「ひょっとしてこれって、俺たちを狙ねらって……」

「現状では断言できないが、可能性は高いな」

　アデリーナの言葉に、達哉は反論できなかった。実際、心当たりがありすぎる。

　ほんの少し前まで日本製の試作ＡＳを乗り回したり、アメリカの巨きよ大だいコングロマリットが独自開発した無人ＡＳとドンパチしたり、旧ソ連製のＩＣＢＭに乗って宇宙まで行ったりしていたのだ。

　達哉としては、そういったＡＳだの戦争だのといった物ぶつ騒そうでややこしい世界から、綺き麗れいサッパリ足を洗ったつもりだったのだが。ひょっとして、そうは思ってくれなかった人間が、まだ向こう側にいるのだろうか？

「本格的に調べよう。まずは天てん井じようからだ。頼むぞタツヤ」

「あ、ああ」

　こくこくとうなずきながら、達哉は畳の上で四よつん這ばいになる。その背を踏ふみ台だいにしてアデリーナは天井を調べ始めた。

　Ｔシャツ越ごしに感じたアデリーナの足裏が、少し気持ちよかったのは内ない緒しよである。

「見つけた。これは盗とう撮さつ用のカメラだな。電灯の一部に偽ぎ装そうしていた」

「マジかよ……」

「実に巧こう妙みような偽装だ。プロの手口だな」

　アデリーナの淡たん々たんとした口調に、達哉は頭を抱かかえた。

「勘かん弁べんしてくれ」




　結局、部屋から発見されたのは三個の盗聴器と二個のカメラだった。

「どうするよ、これ？」

　テーブルの上に積まれた盗聴器とカメラを前に、達哉は途と方ほうに暮れる。

「宿に言って、部屋を替かえてもらうか？　それともいっそ、宿を替えるか？」

「いや、それは良くない手だ」

　腕うで組ぐみをしたアデリーナは、首を横に振った。

「わたしたちをそう誘ゆう導どうすることが、敵の狙いかもしれない。むしろ安全が確保されたこの部屋からは、動くべきではないだろう」

「敵、か……」

　久々に聞く言葉だった。

「それじゃあ、このまま黙だまってこの部屋で過ごすってことか」

「そうだ。だがお互たがいに、単独行動は避さけるべきだな」

「了りよう解かい」

　緊きん張ちようした表情で、達哉はうなずいた。アデリーナは鋭い視線を、窓の向こうに向ける。

「幸いにも、この部屋には専用の風ふ呂ろが附ふ属ぞくしている。入浴も二人で同時に済ませよう」

「了解──え？」

　しごく真しん剣けんな表情のままとんでもないことを言い出すアデリーナに、達哉は目を丸くした。

「……風呂、入るのか？」

「変なことを聞くな、君は。温泉宿へ旅行に来たのに、温泉に入らないでどうする」

「……二人で？」

「この状じよう況きようでは、仕方あるまい」

　そう言うなり、アデリーナは立ち上がる。

「さあ行こう。先ほどの説明によると、この宿の温泉は源泉かけ流し。アルカリ性の単純温泉で、神経痛・筋肉痛・打ち身・消化器不全等に効用があるそうだ。普ふ段だんの疲つかれを取るためにも、たっぷりと入らなければ」

　心なしか、アデリーナの声が弾はずんでいる。どうやら、本気で温泉を楽しみにしていたようだ。

「お、おう！」

　勢いこんで、達哉は立ち上がる。

　実に思いがけない成り行きで、事態が望む方向に動き出した。自然な流れとは言い難がたいものの、これはこれで構わない。

「脱だつ衣い所は、一つしかないのか。どちらが先に入る？」

　部屋の隅すみにあつらえられた脱衣所、その引き戸を見やりながら、達哉はアデリーナにそう言った。

　混浴とはいっても──否いな、混浴だからこそ、雰囲気や空気は大切だ。服を脱ぬぐのまで男女一いつ緒しよでは、どうも風ふ情ぜいに欠ける。

「そうだな、君が先に使ってくれ」

「ＯＫ、先に風呂で待ってるから」

　うなずいた達哉は、歓かん喜きのステップを躍おどりたがる両足を懸けん命めいに抑おさえながら、脱衣所へと突とつ入にゆうした。




「おお──」

　脱衣所から屋外の露ろ天てん風呂に出て、達哉は思わず歓かん声せいを上げた。

　造り自体はやや手て狭ぜまで、こぢんまりとまとめられていた。部屋ごとについている家族風呂なのだから、当然である。

　他ほかの部屋の家族風呂に繫つながる左右、および旅館の敷しき地ち外になる正面は、竹たけ垣がきで覆おおわれている。その向こうには、箱根の山々の雄ゆう渾こんな峰みねがのぞいていた。

　絶景である。

　──こりゃいいな。

　この瞬しゆん間かん、達哉の頭からは盗聴器等を仕し掛かけた謎なぞの犯人のことが、綺麗サッパリ抜ぬけ落ちてしまった。

　とはいっても、いつまでも景色に見とれているわけにはいかない。まずは何よりも、温泉を楽しまなければ。

　片隅の洗い場で、体を洗う。シャワーはなく、かけ流しの源泉を手て桶おけですくって使うという、中々に贅ぜい沢たくな仕様だ。頭のてっぺんから足先まで、体のごく一部はより一層念入りに。そうしながら、脱衣所の方向をうかがう。

　脱衣所は、静まりかえっていた。まだアデリーナが出てくる気配はないが、まさか迎むかえに押しかけるわけにもいかない。

　のんびり待つとしよう。

　──さて、温泉だ。

　体をゆっくり、岩づくりの湯船に沈しずめる。腰こしにタオルは巻いたまま、マナー違い反はんかもしれないが、混浴では仕方ない。

　全身がぽかぽか温まり、頭が気持ちよくぼんやりと緩ゆるむ。

「あー、いい湯だ」

　思わず、満足の声が漏もれた。かなり熱めの湯だが、それもまた達哉の好みである。

　と、脱衣所の方で小さな音がした。

　──来た！

　心臓の鼓こ動どうが、一オクターブ跳はね上がる。

「き、来たかリーナ」

　さりげなくかけたつもりの声は、情けないほどに上ずっていた。

「ああ、待たせたな」

　アデリーナの声の方向に背を向けたまま、達哉はまだ山々をみつめている。今の彼女の姿を見たいのに、どうしても振ふり向く勇気が湧わいてこない。

「ところで、シャワールームはどこだ？」

「そ、そこにかけ湯があるだろ。そ、それだよ」

「なるほど、これが和のテイストというものか」

　感心したような声と共に、背後からアデリーナがお湯をかぶる音が響ひびいた。振り向きたいという本能的な欲よつ求きゆうを、達哉は懸命にこらえる。どうせあと少し待てば、こっちに来るのだから。それまでの辛しん抱ぼうだ。しかし女は男に比べて、髪かみを洗う時間が長くかかるというが？　いいから黙って待て！　慌あわてる乞こ食じきは貰もらいが少ない──

　だが、葛かつ藤とうの時間は意外なほど短かった。すぐに濡ぬれた足音が、こちらに近づいてきたのだ。どうやらアデリーナは、湯船につかる前はかけ湯だけで済ませるタイプらしい。

　──それはそれで良し。

「わたしも、入らせてもらうぞ」

「……あ、ああ、いい湯ダゾ」

　達哉の声は、完全に裏返っていた。返事の代わりに、チャポンという湯音がすぐ側そばで立つ。アデリーナの体が、控ひかえめな仕草で湯に沈んでいく。家族風呂の狭せまい湯船のため、互いの肩かたと肩が触ふれ合わんばかりの近さだ。

　待ち望んでいた瞬間の到とう来らいに、達哉の興奮は──

「確かに、これはいい湯だ」

「…………」

「どうしたタツヤ、そんな変な顔をして」

「……いや、どうせこんなことだろうと思っていたよ」

「…………？」

　小首を傾かしげたアデリーナは、水着を着ていたのだ。

　それも色気の欠片かけらもない、地味なワンピース。ご丁てい寧ねいなことに、頭には水泳帽ぼうまでかぶっている。

「そーいや、外国の温泉ってこういうのだったよなあ。あははははは──はあ」

　達哉の乾かわいた笑い声が、露天風呂に響いた。そのまま、がっくりとうなだれる。

　冷静かつ客観的に見れば、水着姿の女の子と二人きり、狭い湯船で密着寸前──これだけでも相当に刺し激げき的なシチュエーションではある。とはいえ今回は、『混浴』という事前の期待が大きすぎた。

　一いつ旦たん、萎なえてしまった心身は、どうにも昂たかぶらない。

「俺、先に上がってるよ」

　何だか、妙みように疲れた。ざぶりと音を立てて、達哉は岩の湯船から立ち上がった。

「だからタツヤ、単独行動は控えろと──」

　不意に、アデリーナの言葉が途と切ぎれた。まじまじとこちらを見つめる彼女の顔が、あっという間に紅潮していく。

「どうした、リーナ？」

「その格好は、何だ？」

「え？」

「どうしてそんな格好をしているのかと聞いている！」

　突然、声を荒あららげるアデリーナに達哉は驚おどろいた。なにを彼女は、こんなに怒おこって──

「あ……」

　唐とう突とつに、達哉は理解した。

　要するにアデリーナはこの温泉を、プールやスパのように水着着用の施し設せつだと思っていたのだ。その観点から達哉を見た場合、タオル一枚でプールに入ってきた男ということになってしまう。

　立派な変質者だ。

「ち、違ちがう！　誤解だリーナ!!」

「何が誤解だ！　こ、混浴だというのに水着も着ないで、腰布一枚だと!!　破は廉れん恥ちな！　マナーを弁わきまえろ!!」

「だ、だから日本じゃ、これがマナー──」

「うるさい、早く出ていけ!!」

　すっかり逆上したアデリーナは、聞く耳を持とうとしない。自分も立ち上がると、達哉を湯船から追い出そうとグイグイ背中を押す。

　目線を、明後日あさつての方向にそらしたまま。

「わ、分かった！　出て行く！　出て行くから押さないでくれ！　危な──」

「────あ」

「────あ」

　もみ合う二人は、揃そろって仲良く足を滑すべらせた。

「うわっ!?」

「ぬ!!」

　盛せい大だいな水しぶきが上がった。達哉とアデリーナはもつれ合いながら、湯船の中にひっくり返る。

「こ──こら!!　どこを触さわっているんだタツヤ!?」

「あ、暴れないでくれリーナ！　このままじゃ──」

「暴れているのは君だろう!!」

　ただでさえ狭い湯船の中で、激しくもみ合う二人。達哉の茹ゆだった頭は、もはやパンク寸前だ。

「いけー！　そこだーっ！　やっちまえー！」

「が、頑がん張ばって！」

「あらあらまあまあ、お二人とも中々に良い雰ふん囲い気きですわね」

　何だか、幻げん聴ちようまで聞こえて──

「……うん？」

　違う、今の声は幻聴ではない。ようやく、達哉の頭が回り始めた。

　──まさか、部屋に盗とう聴ちよう器きやカメラを仕し込こんだ犯人なのか？

「尻尾しつぽを出したのか!?　どけ、タツヤ！」

「ゲボ!!」

　達哉の体を乱暴にはね除のけたアデリーナは、素す早ばやく立ち上がると傍かたわらの手桶を手に取った。その中に隠かくしていた、軍用の自動拳けん銃じゆうを構える。

「そんな物ぶつ騒そうなもの、風ふ呂ろに持ちこんでたのかよ!?」

「当然だ！」

　達哉のつっこみが、虚むなしく山野に消えゆく。

「ヤバい、バレたぞ!?」

「うわわわ、どうしよう!?」

「ここは一時撤てつ退たいを──」

　声の響いてくる方向は、竹垣の向こう──隣となりの部屋の露天風呂だ。

「そこか！」

　アデリーナが銃口を向けるのとほぼ同時に、みしみしと竹垣が軋きしむ。そのまま、こちらの方向に倒たおれてきた。

「のわーっ!?」

「きゃーっ！」

「あーれー」

　ひっくり返った竹垣の向こうから、大・中・小三つの影かげが転がり出す。どうやら三人で肩かた車ぐるまをして、こちらをのぞきこんでいたらしい。

「目、目が回るう……」

「いったーい、お尻しりうっちゃった──」

「これは困りましたわねえ」

　そんな非常識な出で歯ば亀かめ犯ども──うら若い乙女おとめたちのあられもない姿を、達哉とアデリーナは半眼で見やる。

　何というか、やっぱりというか、よく見知った顔だった。

「何やってるんだ、由加里？」

「き、奇き遇ぐうだね、お兄ちゃん」

　達哉の冷ややかな声に、バスタオル姿の由加里は焦あせりながら目をそらす。

「お前たちもか」

　アデリーナが実に不ふ穏おんな表情で、目を細める。

「よ、よう──久しぶりだな、タツヤにリーナ」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、お二人とも」

　片や笑え顔がおを引きつらせ、片やまったくもって悪びれないまま、クララ・マオと三さん条じよう菊きく乃のはそう言った。
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「では、話を聞こうか」

　達哉たちの客室で、アデリーナは冷ややかにそう言った。畳たたみに正座させられていた菊乃、由加里、クララの三人は、互たがいの顔を見あわせる。

　ちなみに尋じん問もんする側もされる側も、浴衣ゆかたに着き替かえていた。

「ご、ごめんなさい。お兄ちゃん、リーナさん」

　代表して由加里が、深々と頭を下げる。

「謝罪は後でいい。まずは事情を説明してもらおう」

　アデリーナの返答は、にべもないものだったが。あぐらをかいていた達哉は、無言でこのやり取りを見ていた。

「えーっとだね、これには深い事情があって──」

「二人がしっぽりやるのを、温かく見守ろうとしてた。以上！」

　何とかしどろもどろに弁明しようとする由加里をよそに、クララはふて腐くされたような態度でそっぽを向く。どうやら、開き直ることにしたらしい。

「クララちゃーん、ダメだよぉ」

　情けない声を上げる妹の姿に、達哉は深々とため息をついた。

「由加里、情報の出所はお前だな？」

「う、うん。この間、クララちゃんと電話した時にね」

「ってことは、菊乃にはクララ経由か」

「ええ。社長さん──失礼、クララさんとは定期的に連れん絡らくを取り合っていますので」

「で、だれの計画だ？」

「作戦立案がキクノ、資金提供がアタシ、現地の情報協力がユカリだ」

「そうかそうか──」

　達哉とアデリーナは、二人揃って息を吸いこむ。

「「何でこんな馬ば鹿かな真ま似ねをした!?」」

　この時、二人の心はぴったりと一つに重なった。

「少しでも、お兄ちゃんとリーナさんの応おう援えんをしようと思って」

「だってオモシロそーじゃん」

「わたくしだけのけ者にして、お二人だけで愉たのしむなんてずるいです」

　口々に勝手なことを言う三人の少女。

「こ、こいつら……」

　震ふるえる拳こぶしを、達哉は握にぎり締しめる。

「余計なお世話だ！　とっとと帰れお前たち」

「えー!?　アタシら自腹切って宿代払はらったんだぞ？」

「だからクララちゃん、そういうこと言っちゃダメだって。まずは謝ろうよ。菊乃さんからも何か言って」

　半泣きの由加里からそう訴うつたえられ、菊乃は小首を傾かしげる。

「とは言いましても、わたくしだって現状のまま撤退するわけには参りませんし。由加里さんだってそれはお嫌いやでしょう？」

「それは、そうですけど──」

「でしたら、ここで退ひくわけには参りません。劣れつ勢せいの時こそ、まず前に出なければ」

「前に、出る？」

「ええ、その通りです。死中に活あり、身を捨ててこそ浮うかぶ瀬せもあれ、肉を切らせて骨を断たつ──その気き概がいがなければ、何事もなしえません！」

「は、はい！」

　すっかり菊乃に言いくるめられた由加里は、勢いよく拳まで突つき上げた。そんな妹の姿に、達哉はため息をつく。

「お前ら、いつの間に仲良くなった？」

　達哉の知る限りだと由加里と菊乃の接点は、去年の陣代高校文化祭くらいしか思いつかない。あの時もまともな会話はなかったはずだから、おそらく今日が初対面のようなものだろう。それでここまで意気投合したのだろうか。

　何にせよ、達哉にとっては実にタチの悪い組み合わせである。

「──それにもうじき、増ぞう援えんが到とう着ちやくする手て筈はずになっていますし」

「何？」

　菊乃の思わせぶりな一言に、アデリーナが反応した。あからさまな挑ちよう発はつではあるが、聞き捨てにはできない。

「増援だと？　何だそれは」

「何だと言われましても、言葉通りとしか──」

　と、絶ぜつ妙みようのタイミングでクララの携けい帯たいが鳴った。

「おっと、時間通りぴったりだな」

　にんまり笑ったクララが、不意に立ち上がった。そのまま脱だつ兎とのような勢いで、廊ろう下かに駆かけ出した。

「あ、こら、まだ話は終わってないぞ!?」

「タツヤ、ここはわたしが引き受ける。君はクララを追え」

「了りよう解かい！」

　そう答えるなり、達哉も廊下に飛び出す。クララの姿は──

「いた！」

　狭せまい廊下を、小さな体が駆け回っている。足元で床ゆか板いたがミシミシと鳴っていた。達哉も急ぎ、その後を追う。

「お、お客様、廊下は走らないでください」

「あ、すいません」

　まだ若い仲居にそう言われて、達哉は頭を下げる。ちょうどその時だった。

　ガラス張りの廊下に、低いエンジン音が外から響ひびいた。窓の向こうに見える前庭の駐ちゆう車しや場じようへと、一台の車が入ってくる。

「あれは──」

　ロールスロイスのリムジン、しかも青地の外交官ナンバーを、これ見よがしに誇こ示じしている。先ほどの『援えん軍ぐん』という言葉と相まって、達哉の脳のう裏りに不ふ吉きつな像が形を結んだ。

　まさか──そう思いながら見守る達哉の前で、まずリムジンから小太りの運転手が降りてきた。非常に見覚えがある。

「到着いたしました、殿でん下か」

「うむ」

　鷹おう揚ような声がした。同時に運転手が開いた後席のドアから姿を現したのは、身なりのよい長身の青年と、静かに付き従うメイド、そしてまだ幼さの残る少女──

　誰だれも彼も、達哉はよく知っていた。何せ互いの命を預け合い、戦場を駆け抜ぬけた仲なのだから。

「おお、久しいなタツヤよ」

　窓まど越ごしの視線に気づいたのだろうか。中東はラシッド王国の第三王子ユースフ・ビン・ムハンマド・ビンカーリム・アル・ケートリーは、朗ほがらかな笑顔でそう言った。




　結局、達哉とアデリーナが折れることになった。

「……納なつ得とくがいかない」

　別館に設けられた、広々とした露ろ天てん風ぶ呂ろ。女湯の脱だつ衣い所で浴衣を脱ぬぎながら、アデリーナは憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

「いいではありませんか。旅は道連れ世は情け、二人きりよりも大勢の方が、きっと楽しいですわよ」

「ふん」

　菊乃の勝手な言い分に、アデリーナは鼻を鳴らした。そのまま、予備の水着を取り出し──

「あ、それダメですよリーナさん」

「え？」

　由加里の言葉に、手を止めた。

「日本の温泉じゃ、外国のスパみたいに水着を着たりはしないんですよ」

　その言葉はまるでハンマーのように、アデリーナの脳天を一いち撃げきする。

「え？　え？」

　目を点にしたアデリーナに、クララが言った。

「野外の露天風呂だし、タオルを巻くくらいならアリかな？　あんましオススメしねーけどさ」

「同感です。やはりこの大自然の中でこそ、自分のすべてを曝さらけ出しませんと」

「オメーが言うと、なんかヒワイな意味に聞こえて困るな」

「あはははは」

　そうやってはしゃぐ由加里たち三人をよそに、アデリーナは混乱していた。

「え？　え？　え？」

　と、脱衣所入り口の方から二人分の足音が近づいてきた。

「……お待たせ」

「遅おそくなって申し訳ありません、皆みな様さま方」

　ユースフに同行していた二人の少女──侍じ女じよのサミーラと、妻のマルヤムだ。だがアデリーナは、彼女たちにも何一つ反応せず立ちつくしている。特にサミーラは、アデリーナにとっては数少ない友人なのだが。

　代わりに、というわけでもないだろうが、クララが気さくに声をかける。

「おーマルヤム、スッポンポンで風呂入るのってアラビア的にはＯＫなのか？」

「ええ!?　あ──はい、女湯ですし、腰こし布ぬのとかをすれば構いませんけど」

「……野外というのが少し不安。警備は厳重にせねば」

　そう言いながら、サミーラたちも手早く服を脱いでいく。

「え？　え？　え？　え？」

　アデリーナは事態の急転についていけず、うろたえることしかできない。

「では、参りましょうか」

「うっしゃあ！　一番風呂はもらった！　突とつ貫かん!!」

「リーナさん、どうしたんですかボーっとして？　風か邪ぜひいちゃいますよ」

　口々にそう言いながら裸はだかで露天風呂へと繰くり出す由加里たちの姿に、アデリーナはようやくこれが現実だと理解した。

「ええええええ～～っ!?」




　旅館自じ慢まんの露天風呂は、部屋の家族風呂とは比べ物にならないほど広々としたつくりだった。

　石造りの湯船の中、熱い湯に肩かたまでつかって手足を伸のばすと、体が芯しんから温まり、弛し緩かんしていく。たとえようのない心ここ地ちよさだ。だが温泉のぬくもりに身をゆだねつつも、アデリーナの表情は晴れない。

「不本意だ」

　白はく濁だくした温泉の湯を、アデリーナはじっと見つめる。その下に隠かくされた自分の体は、一糸纏まとわぬ全ぜん裸らである。

　いや、裸で温泉に入ること自体は構わない。郷に入れば郷に従え、だ。少々気き恥はずかしくはあるものの、周囲には同性しかいないのだから。

　問題は、別にあった。

（つまり達哉は、混浴でわたしにそういうことを求めていたのか）

　先ほど家族風呂で達哉が見せた不ふ審しんな挙動も、ようやく意味が分かった。同時に、顔から火が出そうになる。

　何という破は廉れん恥ちな──顔を真っ赤にしたアデリーナを見ながら、すぐ側そばの洗い場で菊乃がクスクス笑っていた。自慢の長い黒くろ髪かみを、丹たん念ねんに洗っている。

「羨うらやましいです、そこまで達哉さんから求められて」

「うるさい、黙だまれ」

　そっぽを向くアデリーナ。その目線の先では、新たな客人を迎むかえて由加里とクララがはしゃいでいる。

　一人はユースフ付きの侍女であるサミーラ、そしてもう一人は、同じくユースフの──

「えーっ!?　それじゃマルヤムちゃんって、その歳としでユースフ様のお嫁よめさんなの!?」

「はい。タツヤ様には、常々夫がお世話になっております」

　ユースフの妻であるマルヤムは、深々と頭を下げた。

　クララとほとんど同じ年格好の少女が持つ驚きよう愕がくの秘密を知って、由加里は目と口をまん丸にする。

　実のところ、秘密でも何でもないのだが。

「…………いい」

「え？」

「何か、すごくいい！　さすがアラビア！　エキゾチーック！　トレビアーン！」

「ええっと」

　何か変なスイッチが入ったらしい由加里の奇き行こうを目まの当たりにして、マルヤムは困ったような笑え顔がおで首を傾かしげた。

　そんな主あるじを庇かばうかのように、さり気なくサミーラが割って入る。

「……マルヤム様、どうぞこちらへ。日本の風呂の作法をお教えする」

「あら、ではお願いします、サミーラ」

　素す直なおにうなずいたマルヤムは、ちょこんと洗い場の木製風呂椅い子すに腰かける。その背後でサミーラは、持ちこんだシャンプーを手に取った。

「はいはいはい！　日本のお風呂をレクチャーするなら、やっぱり日本人が最適だと思います！　ていうわけで、あたしに替かわってくださいサミーラさん！」

「……ユカリ、これは侍女である私の務め。あなたの善意は喜ばしいけど、替わるわけにはいかない」

「ていうかオメー、アタシのダチに何するつもりだったんだ？」

　そんなかしましいやり取りを、アデリーナはながめていた。

「何をやっているのだ、あいつらは」

「仲がよろしくて、よいではありませんか」

　体を洗い終わった菊乃が、アデリーナのすぐ隣となりで湯につかった。

「近いぞ」

「お嫌いやですか？」

「……ふん」

　ほんの心持ち、半歩ほどの距きよ離りをアデリーナは空けた。そんな微び妙みような仕草に、菊乃はくすくすと笑う。

「つい先ほどは、あんな狭い湯船に達哉さんと二人で入っていましたのに」

「あ、あれは水着を着ていたからだ」

「なるほど、では裸で混浴はなしだと」

「当たり前だ！」

　声を荒あららげたアデリーナに、菊乃はにんまりと笑いながら身を寄せた。互たがいの白い肌はだと肌が、熱い湯の中で触ふれ合う。

「離はなれろ、鬱うつ陶とうしい」

「そんなつれないこと、おっしゃらないでくださいませ。そもそもアデリーナさんとしましては、どこまでがありなのでしょうか？」

「──どういう意味だ？」

　さり気なく答えたつもりだったが、かすかな声の震ふるえまでは隠せない。

「まあ、白々しい」

「ふん」

　菊乃の大おお仰ぎような物言いと笑顔から逃のがれるように、アデリーナはそっぽを向く。そんな二人の姿を、マルヤムは怪け訝げんそうに見ていた。

「サミーラ、アデリーナ様とキクノ様は、何を話しておられるのでしょうか？」

「……まだマルヤム様は、知らなくて結構」




　そんな少女たちのやり取りも、隣の男湯までは届いてはいなかった。

「あー、いい湯だ」

「同感だな」

「御ぎよ意いにございます」

　熱い湯の中で三人並び、達哉とユースフ、そしてハッサンは満足げな声を上げる。

　部屋ごとの家族風呂とは違ちがって、岩づくりの浴よく槽そうは広々としている。存分に湯の中で手足を伸ばすと、それだけで気持ちがゆったり安らいだ。

「日本の風呂もよいものだな。このように屋外で山野を愛めでつつ、入浴を楽しめるとは」

「そういや、アラビアの風呂ってのは蒸むし風呂だったな」

　以前、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスの一員として、ラシッド王国に行った時の体験を、達哉は思い出す。半地下の浴室で、浴槽から濛もう々もうと立ち上る熱い蒸気を浴び、たっぷりと汗あせを流したのだった。

「なに、構わんよ。郷に入っては郷に従え、だ」

「それがしは少々、残念ですがな」

　ゆったり温まりながら、達哉は言った。

「しかし、お前もわざわざ日本まで湯治に来たのか。ひょっとして暇ひまなのか？」

「いや、実はついでの仕事があってな。本来はそのために日本に来たのだ。もっとも日程は少々調整したし、マルヤムを同行したのは温泉が決まってからだが」

「仕事？」

「ある種の商談──というべきかな。キリガヤ議員やシモムラ大たい佐さ、そうそうドクター・ミゾロギとも会ってきたぞ」

「溝みぞ呂ろ木ぎセンセイたちと？」

　いきなり出てきた名前に、達哉は少し驚おどろいた。その三人とユースフという組み合わせなら、一つのことしか思いつかない。

（ひょっとして〈レイヴン〉絡がらみの話が何か動いているのか？）

　達哉がそんなことを考えていると、ハッサンがわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「殿でん下か、あまりそのようなことを軽々しくおっしゃっては──」

「構わぬ。タツヤが信にたる男だということは、そなたも知っておろう」

「それは確かに、それがしも存じておりまする」

　何やら、妙みように大仰な話になってきた。もしかしたら、今の話は忘れた方がよいのかもしれない。

「これからそなたに会うと先方に伝えたら、挨あい拶さつを頼たのまれたぞ。タツヤ、どうやらそなたを自衛隊に招しよう聘へいしたいらしい」

「その話は前にもあったよ。断ったけどさ」

「ほう」

　小さくそう答えたユースフは、しばし考えこむ。

「少々惜おしくはあるな。あれだけ優すぐれた戦士の業わざを持ちながら、一線を退くとは。才の無む駄だ遣づかいではないのか」

「いいんだよ。俺もやることはやっちまったし」

　そう、のんびりした声で達哉は言った。再び湯の中でのんびり揺蕩たゆたいながら、ふと達哉は以前にも同じようなやり取りをしたことを思い出す。

　──そういや前に、武村からも似たようなこと言われたな。

　あれもやはり、去年の暮れのことだった。卒業を間近に控ひかえた高三の冬、日常と戦争のギャップに悩なやんだ達哉は、流されるまま市之瀬建設への就職を選ぼうとした。そんな達哉に健司は言ったのだ。

『親父おやじさんの家業を継つぐって言えば聞こえがいいけど、それって自分の才能から逃にげてるだけじゃないのか？』

　今だから分かる。健司の言葉は、正せい鵠こくを射ていた。だからこそあの時の達哉は困こん惑わくし、また反発したのだ。

　だが今、ユースフから似たようなことを言われたというのに、そんな気持ちはわいてこないのだ。それがなぜなのか、あの時と今では何が違うのか、達哉には分からない。分からないまま、達哉は言った。

「今の俺は、ただの土建屋さ」

「…………そうか」

　むしろユースフの方が、どこか淋さびしげな声だった。

「まあまあ、お二方とも」

　そこにハッサンが言葉で、二人の間に割って入る。

「今のは、殿下の方が失礼をなさいましたな。そもそも軍務を退いて家業を継ぐというのは、立派な孝道に相そう違いありませぬぞ」

「む──それは確かにそうではあるが」

　不満げな主あるじをよそに、ハッサンは達哉に向き直る。

「タツヤ殿どの。たとえこの先お二方の道が分かれたと致いたしましても、我が主ユースフとの変わらぬ友ゆう誼ぎを願えませぬでしょうか。この通りでございます」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ」

　ハッサンから深々と頭を下げられ、達哉は非常に困った。

「よさぬか、ハッサン」

「おっと、これは言葉が過ぎましたな。それがしは、先に失礼させていただきます」

　そう言うなりハッサンは、ざぶりと湯から上がった。露ろ天てん風ぶ呂ろから立ち去る側近の背を見送りつつ、ユースフが嘆たん息そくする。

「まったく、あやつはいつまでも私を子供扱あつかいしておる」

「ま、仕方ないんじゃないか？　初めて会った時のお前って、割とアホボンだったしさ」

　ニヤニヤしながら煽あおる達哉に対し、ユースフも人の悪い笑みを浮うかべて返す。

「それは聞き捨てならぬな。タツヤよ、あの時はそなたこそ戦いくさの理ことわりも知らぬただの匹ひつ夫ぷだったではないか」

「何だとお」

　一いつ瞬しゆんだけ非友好的な視線を交かわす達哉とユースフだが、すぐにどちらからともなく大声で笑い出した。山野に、二人の楽し気な笑みが響ひびき渡わたる。

「──楽しかったな」

　ゆったりとした表情で、ふとユースフがつぶやいた。

「何がだよ」

「そなたらと共に、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で戦い抜ぬいた日々がだ」

「……正直、何度死にそうな目にあったか覚えてないし、俺は楽しいどころじゃなかったけどなあ」

　そうぼやく達哉だが、ユースフの言いたいことは何となく分かった。

「私は、ラシッド王家に生まれた。第三王子として、国と民たみのために生きる義務と責任がある。それを厭いとうたことも、悔くやんだこともない。だが──」

「…………」

　ユースフの述じゆつ懐かいに、達哉は黙だまって耳を傾かたむけていた。

「だがそれでも、そなたらと共にあれた時は楽しかった。おそらく私が、ユースフ・アル・ケートリーという一個人でいられたのは、一生のうちであのわずかな時しかないであろう。夢はもう、終わった」

「夢なんかじゃ、ないさ」

　そう、達哉は言った。

「俺たちは、確かにあの場所にいたんだ。それはきっと、夢なんかじゃない。そうだろう、ユースフ？」

　目を閉じた達哉の脳のう裏りを、戦場の記き憶おくが過よぎる。ＡＳの狭せまいコクピットと、渡り合った様々な敵手たち。

　今はもう達哉にとって、色いろ褪あせて遠ざかりつつある情景だ。だがそれでも、確かに自分はそこにいたのだ。それを忘れ去ることも、なかったことにもできない。

「ああ、そうだな」

　ユースフもまた、達哉の言葉に同意した。

「確かに、その通りだ」




　達哉たちが温泉から上がると、ちょうど夕食の用意ができていた。

「本日は皆みなさん、お忙いそがしいところご出席いただきありがとうございます」

　一二畳じようの小広間に、由加里の声が響きわたった。マイクを手にした妹の笑え顔がおを、達哉はぬぼーっとながめる。

　広間にはすでに、大きめの御ご膳ぜんが人数分だけ運びこまれており、それぞれが思い思いの席についていた。

「司会はわたくし、市之瀬由加里が務めさせていただきます。至らぬところも多々あるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。それでは──」

　ふと真顔になった由加里が、達哉を見やる。

「えーっと──お兄ちゃん、これって何の席だっけ？」

「知らねえよ!?」

　むしろ達哉の方が、教えてもらいたいくらいだ。

「大変失礼しました。それではお飲み物も行き渡ったようですし、乾かん杯ぱいに移りたいと思います。乾杯の音頭はユースフ・アル・ケートリー殿下にお願いいたします！」

「うむ」

　あらかじめ、話を通していたのだろう。グラスを手に、ユースフは立ち上がった。皆みんなもそれに合わせてグラスを掲かかげる。

　とはいえその場にいる人間に未成年だのイスラム教徒だのが多いため、グラスの中身はほとんどがノンアルコールだったが。

「では、そうだな──皆の大いなる未来に、乾杯！」

「「「かんぱーい！」」」

　グラスのよく冷えたビールを、達哉はグッと吞のんだ。温泉で火ほ照てった体に、冷たいビールがギュッとしみ入る。

　──うまい！

「ユースフ殿下、ありがとうございました。それでは皆様、しばらくご歓かん談だんしつつ、美お味いしいお料理とお飲み物をお楽しみください」

　そつなく由加里はまとめた。膳に並べられた料理を、達哉はあらためて見やる。当然ながら和食、それも川魚や山菜といった、地のものを中心にした献こん立だてだった。

「グラスが空いていますよ、達哉さん。どうぞ一いつ杯ぱい」

　右みぎ隣どなりの菊乃が、そっとビールの瓶びんを差し出した。湯上がりのしっとりした髪かみや肌はだが、何とも艶なまめかしい。

「お、おう」

　思わずうなずいた達哉は、菊乃の酌しやくを受けた。おそるおそる、左隣のアデリーナの様子をうかがう。こちらは無表情のまま、甘あま煮ににした川エビの小こ鉢ばちをつついていた。

　どうにも気まずい。

「お元気そうで何よりです、達哉さん」

「ん、まあな」

　とはいえ、話しかけられたのを無視するわけにもいかない。困惑しながらも達哉は、菊乃にうなずく。

「そういえば、さっきは聞きそびれたが──」

　ふと、アデリーナが小声で言った。その目は達哉の肩かた越ごしに、菊乃をじっと見ていた。

「何でしょうか？」

「キクノ、お前は今、何をしているのだ？　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は休職中なのだろう」

「あら」

　質問が意外だったのか、菊乃は目を瞬またたかせた。そのまま達哉の隣を離はなれて、アデリーナのすぐ側そばに膝ひざを進める。

「ちょっとした、傷心旅行の真っ最中というところでしょうか。愛いとしい殿との方がたに振ふられた心の空白を、何とか埋うめ合わせようといたしまして」

「──おい」

「冗じよう談だんです」

　さらりと菊乃は言った。そのまま、小さな笑みを浮かべる。

「世界中を旅している、というのは本当ですよ。もう一度、自分の足と目で色々なものを見たくなりましたから」

「…………」

「ご心配は無用です。こう見えてもわたくし、多少の貯たくわえはありますので」

　そう言いながら菊乃は、自分のグラスに口をつけた。

「そうか」

　アデリーナも、その言葉にうなずく。

「お前の旅が、実りのあるものとなることを祈いのっている」

「アデリーナさん……」

「なお、旅先の適当な場所に居着いてくれて、二度と帰ってこなければ言うことなしだ」

「やっぱりいけずです」

　唇くちびるを尖とがらせる菊乃。やはりこの二人は仲がいいのか悪いのか、達哉はよく分からない。

「あら、ビールが空になってしまいました。アデリーナさん、次の瓶を取ってきてくれませんか？」

「なぜわたしが……」

　そうぶつぶつ言いながらも、アデリーナは席を立った。菊乃と二人で残された達哉は、ビールのグラスに口をつける。

　居い心ごこ地ちの悪いような、それでいてどこか心が浮き立つような、何とも言えない微び妙みような心地である。

「それにしても、まさか達哉さんがアデリーナさんを二人旅に誘さそうような大だい胆たんなことをなさるとは、思いませんでした。由加里さんやクララさんから話をうかがった時には、驚おどろきましたわ」

　そう言いながら、菊乃も自分のビールを一口。湯上がりの火照った肌がアルコールでほんのりと赤く染まり、何とも言えぬほど艶あでやかだ。

「自分でも、少し驚いているよ……」

「まあ、正直な方」

　口元を押さえつつ、菊乃は上品に笑った。

「わたくしも、もう少し正直になった方がよろしかったかしら」

　つぶやいた菊乃の表情が、ふと翳かげりを帯びた。その表情と言葉に、達哉は押し黙る。

「色々とありましたわよね、わたくしたちも」

「…………」

　達哉の手に、初めて人を撃うった時の銃じゆうの重みがよみがえる。菊乃の弟の、三条旭あきら。もう助けようのない少年を、せめて苦痛から解放するため、姉である菊乃と共に引き金を絞しぼったのだ。

　慈じ悲ひの一いち撃げきの重さ、泣き崩くずれる菊乃の姿──戦場の記憶が遠ざかりつつある今でも、それらの記憶はいまだ脳裏に焼きついている。おそらく、死ぬまで忘れられないだろう。

「今、達哉さんの隣にいるのがわたくしでなくて、少し残念です」

「菊乃！　お、俺──」

　自分でもよくわからないまま、達哉は何かを告げようとする。だがその言葉は、不意に途と切ぎれた。

「だめですよ、達哉さん」

　菊乃がしなやかな人差し指を伸のばし、達哉の口元を押さえたのだ。

「わたくし、アデリーナさんのことも大好きなんですから」

　からかうような、はぐらかすような表情も声も、いつもの菊乃のものだった。




　話しこむ達哉と菊乃の姿を、アデリーナは少し離れた場所から見ていた。よく冷えたビールの瓶を取ってはきたのだが、戻もどるに戻れないのだ。

「心配ですか、リーナさん？」

　ひょっこり声をかけてきた由加里に、アデリーナはうなずく。

「少し」

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。菊乃さんって面おも白しろい人ですけど、そういうことはしないと思いますし」

　気楽に言う由加里を、アデリーナはじろりと見やった。

「ユカリ、君はすっかりキクノに籠ろう絡らくされたようだな」

「そ、そんなんじゃないですよ」

　あわてて由加里は首を横に振った。

「あたし、リーナさんにはすごく感謝しているんです。前にＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．辞やめて東京に戻ってきた時のお兄ちゃんって、すごく変でした。だからあの〈レイヴン〉ってＡＳで帰ってきた時も、少し怖こわかったんです」

「そうか……」

　アデリーナはそんな達哉を新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に招くため、東京に来たのだった。その時の由加里の取り乱しようを、思い起こす。

「今のお兄ちゃんが元気なのって多分、リーナさんが一いつ緒しよに居てくれてるからだと思うんです。だからこれからもお兄ちゃんのこと、よろしくお願いします」

「ああ、分かった」

　ぺこりと一礼した由加里の姿に、アデリーナはうなずく。

「あはは、すいません変な話して。さあさあ、リーナさんもお兄ちゃんたちのところに戻ってください」

　照れ隠かくしのような笑みを浮うかべつつ、由加里は再びマイクを手に取る。

「それでは皆様、ご歓談中に失礼ですが、注目をお願いします」




　再びマイクを手に声を張り上げる妹の姿は、達哉からもよく見えた。

「ここで、寄せられましたメッセージを紹しよう介かいさせていただきます」

「卒業式の祝電披ひ露ろうかよ……」

　思わずそうつっこむが、当然ながら返事はない。

「ではメッセージの読み上げに、クララ・マオさんにご協力お願いします」

「アタシかよ？」

「ごめんねえ、クララちゃん。あたしの英語力だと、ちょっと難しくって」

「分かったよ。いいからいきなり素すに戻るな。えーっと」

　どういう経けい緯いで寄せられたのかはよく分からないが、とにかく並べられた紙束の一つをクララは手に取った。

「まずは──お、ママからだ。えーっと『あたしがくたばりかかってる間、厄やつ介かい事ごとを押しつけて本当にごめん。でもおかげで助かった、ありがとう』──」

「マオ社長らしいですね」

「『とはいっても、今のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が火の車で自転車操業なのは変わらない。というわけで、是ぜ非ひともあんたたちの若い力が欲ほしい。タツヤもリーナも、即そつ刻こくうちに戻ってきなさい。社長命令』──って、オイ」

「そ、それ困るよぉ。お兄ちゃんもリーナさんも、今は市之瀬建設の社員なんだから」

「落ち着けユカリ、まだ続きがある──『追つい伸しん　もしＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に戻ってきてくれたら、おねーさんがたっぷりサービスしてあ・げ・る』……うわあ」

　実の娘むすめさえドン引きする文面に、アデリーナと達哉はそろって困こん惑わくする。

「まったく、あの人は……」

「ま、まあ、元気そうでいいじゃないか」

　実のところ、達哉としては『たっぷりサービス』とやらに、少しばかり心を惹ひかれないわけでもない。とは言っても、まさかアデリーナの側では口にできないが。

「ていうか、まだ自分のことお姉さんって言えるんだ」

　達哉のつぶやきに、クララも大きくうなずく。

「困ったもんだよな、うちのママも。もうアラフォーだってのに」

「おいおい、マオ社長はもう四じゅ──」

「何言ってんだよタツヤ、ママはまだアラフォーだぞ」

「え？」

「アラフォーだ。そういうことになってるんだ、ＯＫ？」

「あ、ハイ」

　クララに詰つめ寄られ、達哉は思わずうなずいてしまった。

「じゃ、じゃあ次いきましょう。えーっと、クルツ・ウェーバーさんからのお手紙です」

「今度はパパからか『I'll be back』……何が言いたいんだ？」

「あははは……次はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のダグラス・バクスター班長ですね」

「ダグからか──『社長はあんなことを言ってるが、うちは何とか回していける。お前たち若い者は、構わず自分の道を行け』──うわ、セッキョーかよ。オッサンくせー」

「クララちゃん、そんなこと言っちゃダメだって」

　慌あわててフォローする由加里を見て、アデリーナは小さく笑う。

「班長らしいな」

　達哉もそれには同意する。

「えーっと、次は同じくＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のベルナール・ベルトランさんからです」

「今度はベルか。ウチの身内がやっぱり多いな──『今後もしばらく、日本との仕事が続きそうです。いずれ機会があったら、吞みにでも行きましょう。その時は、一いつ杯ぱいおごりますよ』──はん、気どりやがって」

　悪態をつきつつも、クララは嬉うれしそうだ。達哉もかつての仲間たちからの短い頼たよりに、小さく笑った。

「えーっと、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．からのお手紙は次で最後ですね。カルロスさんかぁ……ちょっと苦手だなあ、あの人」

「ま、しゃーねえや。ええっとアイツは──『元気でやれよ、ガキども』──短!?」

「あ、追伸がありますよ。菊乃さんあてですね。ええっと──『キクノへ。アキラのことは気の毒だったな。あいつの分も云うん々ぬんとか言うつもりはないが、しっかりやってくれ。幸運を祈いのる』──ほうほう、お二方の間にはどんな関係が」

「数度、作戦を共にした程度ですわ」

　興きよう味み津しん々しんの由加里を、菊乃は鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおで迎むかえ撃った。

「次は……日本語のお手紙が続きますね。まずは衆院議員の霧きりヶが谷や先生です。これはあたしが読みますね──『先日の一件には心から感謝しています。今後ともよろしく』──うわあ、当たり障さわりも中身もありませんね」

「セージカのメッセージなんてそんなもんだ」

「自衛隊の下しも村むらさんは──いつもの勧かん誘ゆうなのでパスでいいです」

「ひでえ」

　無情に打ち切り宣告する妹に、達哉はぼやいた。

「次は、溝呂木ハカセって人から。『ロッケンロール！』──しか書いてないよ？　何だろこれ？」

「ロックじゃねーよ、パンクだよ」

　そういう風にして、メッセージは読み進められていく。

「ええっと、次ですが……あ、これ日本語だ。お兄ちゃん、小お野の寺でら先生からだよ」

「オノＤから？」

　意外な名前に、達哉は驚おどろいた。小野寺孝こう太た郎ろう、達哉が陣代高校に通っていた時の担任教師である。

「うん、楓さんたちから話を聞いたみたい。ええっと文面は──『オノＤって呼ぶな』だってさ。アハハハハ」

「おー、あのセンセイには反応パターン読み切られているな」

「うるせえよ」

　達哉はたちまち吝しわい顔になった。

「あ、まだ続きがある。えーっと『日本に戻ってきてくれて嬉しい。卒業式には遅おくれたが、ちゃんとお前も帰ってきたんだな』だって。お前『も』って何だろうね」

「────」

　その言葉に、ふと達哉は酒を吞のむ手を止めた。

「どうしました、達哉さん？」

「いや、何でもない」

　別段、小野寺からのごく平へい凡ぼんなメッセージ自体に、心を動かされたわけではない。ただ、その一言で達哉はあることに思い至ったのだ。

　先ほど達哉は、まるで卒業式の祝電披露のようだと思った。そう、これはまさしく達哉にとって、ある種の卒業だったのだ。

　去年の夏、アデリーナに出会ってから今日でちょうど一年になる。その間ずっと続いてきた、戦いの日々との──

「ありがとう、小野寺先生」

　恩師にそう一言告げ、達哉は酒しゆ杯はいを呷あおった。

「次は、ユースフ様から預かったお手紙ですね」

「ガルナスタンのソラヤからだな」

「本当か!?」

　その言葉に、達哉は身を乗り出す。

「読むぞ──『以前、皆みなさんには大変なご迷めい惑わくをおかけしました。今、私とオルカンは某ぼう国こくで静養中です』」

「…………」

　思わずユースフを見やるが、素知らぬ顔で聞き流していた。バレバレにしても、建前は大事ということだろうか。

「『自身の罪科や責務からも、祖国の混迷からも目を背そむけた、恥はじ多い日々を送っています。でも今の私にできることは、せめてオルカンの介かい護ごをすることだけ──そう逃にげ続けている弱さを許してください』……うーん」

　読み終えたクララも、聞いていた達哉たちも、何とも言い難がたい顔になる。サミーラは一人、静かにつぶやいた。

「……彼らの旅路が、良きものでありますように」

「そう、だな」

　しんみりした声で、アデリーナも同意する。

「次は──あれ、これって英語じゃないよね」

「アルファベットみてーだけど、どこの国の言葉だ？」

　首をひねる由加里とクララの背後から、サミーラがひょっこりのぞきこむ。

「……それ、ロシア語のキリル文字。リーナ、頼たのむ」

「どれどれ──『人民英えい雄ゆうイチノセ・タツヤへ』」

「何だそりゃ？」

　達哉自身が知らない間に、妙みような称しよう号ごうがくっつけられていた。

「『同志イチノセの協力と奮ふん闘とうを讃たたえる。我が祖国の門もん戸こはいつでも、同志の前に開かれているだろう。アンドレイ・スミルノフ上級大将』──何者だ？」

　冷ひや汗あせをかくアデリーナに替かわり、菊乃が小さくつぶやく。

「確かその方、ロシア連れん邦ぽう軍参さん謀ぼう本部情報総局の総局長ですわね」

「ていうことは、あのハゲ──もといキリエンコのオッサンの上役ってことか？」

「ええ。どうやら達哉さんをスカウトなさりたいようですが、どういたします？」

「冗じよう談だんじゃねえ……」

　呻うめく達哉の向かいの席で、マルヤムが夫にささやいていた。

「よ、よろしいのでしょうかユースフ様」

「冷戦期ならば、様々な意味でアウトだったであろうな」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、ユースフがうなずく。

「つ、次いきましょう、次！　クララちゃん、お願い！」

「おう──『あなたたちの知られざる戦いに、敬意と感謝を捧ささげます。神の祝福が、あなたたちの上にあらんことを』……誰だれだこの上から目線──って、[image: みすたー]プレジデントぉっ!?」

「ホンモノ!?」




　　　　５




　とっぷりと更ふけたその夜半──

「……吞みすぎた」

　宿の部屋の家か族ぞく風ぶ呂ろに、達哉はぐったりとつかっていた。

　宴えん会かいはとうに終わり、みんな小広間からは引き上げている。隣りん室しつにいるはずの菊乃や由加里たちも、もう寝ね静しずまったようだ。

　四方から響ひびく虫の声。頭上で煌きらめく天の川と星々。涼すずしい夏の風が、火ほ照てった体をよい塩あん梅ばいに冷ます。

　と、背後の脱だつ衣い所の方から物音がした。

「タツヤ、わたしも入っていいか？」

「え──？」

　昼間の大騒そう動どうを思い出し、達哉は慌てた。

「ちょっと待て、俺まだ水着を着てないぞ!?」

「か、かまわない。ユカリたちから、日本の温泉のマナーは聞いた」

「そ、そうか。お前がいいなら入ってくれ」

　そう答えながら、達哉は立ち上がった。慌ててタオルを腰こしに巻く。やがて背後から、脱衣所の引き戸の音がした。次いで洗い場でのかけ湯の音、そしてこちらに近づいてくる足音──

　たとえ水着着用とはいえ、やはり興奮する。誤ご魔ま化かすように達哉は、わざとらしい笑い声を上げつつ振ふり向いた。

「お前も吞み過ぎか？　まあ、二人で仲良くアルコール抜ぬこ──う……？」

「み、見るな!!」

　鋭するどい声を上げるアデリーナ、だが達哉は何一つ反応できず、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　アデリーナは、水着どころかバスタオルを体に巻いてさえいなかったのだ。体の前に垂らしたタオルにより、かろうじて大切な場所は隠かくしてある。だが新雪のように真っ白い肌はだや、非の打ち所のないプロポーション、そして恥はじらいつつうつむいたその表情は、達哉の両目に焼きついた。

「見るなと言っただろう!!」

「わ、悪い!!」

　我に返った達哉は、慌ててアデリーナに背を向けた。そのまま湯船に肩かたまでつかり、両りよう膝ひざを抱かかえて、できるだけ小さくちぢこまる。

　その背後で、チャポンと湯の音が立った。

「リ、リーナ、何でお前──裸はだか？」

「ユカリたちから聞いたと言っただろうが。水着もタオルも、そういったものはお湯につけないというのが、日本の温泉のマナーなのだろう？」

「そりゃ、そうだけど──」

　ひょっとしてこれは、夢ではないだろうか？　こっそりと自分の頰ほおをつねってみる。痛い。どうやら現実のようだ。

　その丸めた背中に、心ここ地ちよい重さがかかった。

「え？」

　アデリーナが、背中合わせの姿勢で達哉にもたれかかったのだ。

「リ、リーナ？」

「少々、湯あたりしたようだ。しばらくこうさせてくれないか」

「お──おう……」

　アデリーナが何を考えているのか、達哉にはさっぱり分からなくなってきた。

　心臓は早はや鐘がねのように高鳴り、耳奥と脳内に激しい鼓こ動どうの音を響かせている。まるで、思春期の中学生だ。我ながら情けないが、自分自身でもどうしようもない。

「今日は、楽しかった」

　背中合わせの姿勢で、アデリーナがつぶやく。

「そ、そうか。それはよかったな」

「少し騒さわがしかったがな」

「まったくだ」

　ぽつりぽつりと、会話が繫つながっていく。

「俺、何だか今日は色々なこと考えさせられた」

「たとえば？」

「そうだな──今の俺って、土建屋の息子むすこだよな」

「何を今さら」

「それで、多分そのうち親父おやじの会社を継つぐことになる」

「だろうな」

「でも、それって一年前──俺がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入る前もそう思ってたわけで、それからＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で世界中回って、ドンパチして、結局は同じ場所に帰ってきたわけで……」

[image: ]

　頭に浮うかんだ言葉を、達哉は途と切ぎれ途切れに並べ立てる。

「悪いな、リーナ。何だか自分でも、何を言ってるのか分からなくなってきた」

「いや、分かるぞ」

「え？」

　思いがけないアデリーナの返答に、達哉は戸と惑まどう。

「多分、わたしと一いつ緒しよだ」

　低い声で、アデリーナは言った。先ほどの達哉と同様、考え考え──

「わたしは戦争で家族と故郷を失って、初めてその大切さが分かった。君は家族と故郷から離はなれて戦場に立つことで、その意味を理解したのだろう」

「あ──」

　ようやく、様々なことがすとんと腑ふに落ちた。

　そう、以前に何となく、あるいは流されるまま市之瀬建設を継ごうとしていた時の自分と、今の自分は違ちがうのだ。

　この一年間、達哉はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員として世界中を回った。様々なものを見て、様々な体験をした。その上で──東京に、家族の下もとに帰ることを選んだのだ。

「やはり、わたしは君が羨うらやましいな。大切な、帰るべき場所の意味を、失う前に気づけたのだから」

「……そんなこと、言うなよ」

「え？」

「今は俺の居場所が、お前の居場所でもあるんだからさ。そうだろう、リーナ？　それとも、違うのか？」

　由加里や俊之のことを思い起こしながら、達哉はそうたずねる。わずかな沈ちん黙もくが、二人の間に訪おとずれた。

「ああ、そうだったな……」

　ややあって、かすかに震ふるえる声で、アデリーナは答える。

「確かにそうだ。ありがとう、タツヤ」

　背中合わせに、互たがいの存在と温ぬくもりを感じ合う。ただ頭上の月だけが、そんな二人を見ていた。




　そして、一夜明けた翌朝──

「……ん」

　部屋から廊ろう下かに出たアデリーナは、大きく背せ伸のびをした。首の関節を、そのままゆっくりと回す。

　と、ちょうど隣となりの部屋から、菊乃があくびをしながら姿を現わした。

「お早うございます、アデリーナさん。ひょっとして朝風呂ですか？」

　アデリーナが手にしたタオルを見やりながら、菊乃が言った。特に隠すことでもないので、うなずく。

「ああ。朝食までまだ時間があるからな」

「では、ご一緒してよろしいでしょうか？」

「あ、それならあたしも行きまーす」

　由加里まで、顔を出してきた。

「別にわたしが許可することでもないだろう。好きにすればいい」

「はーい。ところでお兄ちゃんは、まだ寝てますか？」

「ああ、昨日は吞みすぎたようだからな」

「だらしないなあ」

「達哉さんらしいですけどね」

　連れ立って、別館の露ろ天てん風ぶ呂ろへと歩き出す三人。と、廊下の先から声がした。

「マルヤムは、メシ食ったらすぐ空港か？」

「ええ。ラシッド行きの便が、午前のうちに出ますから」

「そっかー、一緒に芦あしノ湖ことか行きたかったんだけどな」

　どうやらクララやラシッドの面々は、先に起きていたらしい。

「マルヤムよ、そなたが望むならば今日の一日くらいは──」

「そうは参りませんよ、ラシッドにはユースフ様の仕事がたくさん待っているのですから」

「……マルヤム様の言う通り、若は少し甘い」

　と、そのやり取りを聞いていた由加里が、いきなり駆かけ出す。

「はいはーい。じゃあクララちゃん、あたしと行こ」

「おうユカリ──まあ、お前でもいいか」

「じゃ、決まりだね」

　取り残される形になった、アデリーナと菊乃。

「ところでアデリーナさん──」

　ゆっくり廊下を歩きながら、菊乃がアデリーナにささやきかけた。二人にしか聞こえないよう、ごくごく小さな声で。

「昨夜はどうでしたか？」

「何がだ？」

「──まあ」

　すねたような声で、菊乃はアデリーナを突つっついた。

「とぼけないでください。もちろん、達哉さんとのことですよ」

「ああ、何だそのことか」

「何だとは何ですか。これでも心配したのですよ。夜の宿で二人きり、二人は一体どこまでたどり着いたのか──嗚あ呼あ、わたくしの無む邪じや気きな好こう奇き心しんは、答えを欲ほつして止やみません」

「…………ふっ」

　相変わらずの芝しば居いがかった菊乃に対して、アデリーナは悪戯いたずらっぽい、年相応の笑え顔がおで答えた。

「──ないしょだ」








あとがき









　昨年の一〇月、ベルサール秋葉原のファンタジア文庫大感謝祭２０１５で、「フルメタル・パニック！」アニメ化作戦進行中と発表されました。

　フルメタアナザーがいよいよ終しゆう盤ばんを迎むかえた時点での発表なだけあって、感かん慨がいもひとしおです。アナザーが終わったとしても、フルメタという作品自体はまだまだこれからも続いていくのですから。

　一視し聴ちよう者・一ファンとして、これからもフルメタを楽しませてもらいます。




　このＳＳは、今までドラマガに掲けい載さいされた話をまとめた、短編集になります。

　アナザー本編の後半、ストーリーがどんどんシリアスな方向に突つっ走ぱしっていく中で書かれた話がほとんど。そういった本編展開の中でコメディ主体の短編を書いていると、けっこういい気分転てん換かんになったりするんですよね。

　もっとも、そこから本編向けに頭を切きり換かえるのが、意外と大変だったりもしますが。シリアスな話なのに、キャラクターの言動がつい面白くなってしまったり。

　……僕はドラマガへの掲載が不定期なのでまだ楽な方ですが、連れん載さいしている作者の方たちは、一体どうやっているのでしょうか？

　特にフルメタ本編とかが連載時のドラマガは、月刊だったわけですし。




　では、各話についてアレコレを。




『よいこのじかん・その２～タたツつヤやおにいさんとアあーームむ・・スすレれイいブぶにのってみよう～』

　タイトルを見れば分かるでしょうが、本編サイドアームズ収録の『よいこのじかん～マまオおおねえさんとアあーームむ・・スすレれイいブぶにのってみよう～』のリスペクト作です。

　とは言っても、あれほどディープなメカ話ではありません。むしろ短編集三巻の『猫ねこと子こ猫ねこのＲ＆Ｒ』の方が近いような気もします。

　何気にアナザー終盤でクララが複座ＡＳアーム・スレイブに乗る伏ふく線せんになってたりもしますが、書いてる当時はそんなこと全く考えていませんでした。今思えば、九巻の方に収録していた方が伏線として機能したかも……

　惜おしいことをしました。




『南海のテロリスト』

　三さん条じよう姉弟きようだいメインのコメディ回です。

　実はドラマガ掲載時、すでに旭あきらはアナザー本編で亡くなっているんですよね。いわば死人にお笑いをやらせているような、何とも言い難い状じよう況きよう。

　まあ落語の『らくだ』みたく、人の死をテーマにしながらたっぷり笑わせるって作風もあることですし、これはこれでありでしょう。




『〈シンドバッド〉号の幽ゆう霊れい』

　怪かい談だん・肝きも試だめし話です。

　居もしない幽霊を怖こわがるリーナは、書いてて妙みように楽しかった。こういうところは割と女の子していると思うのですよ、彼女。

　クララのあれを含ふくめまして、何気にフルメタ本編へのリンクやオマージュが多い話だったりします。




『南洋の大決戦！』

　久々に書いたＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリーＳ．・サービスの変なお仕事シリーズ。三条姉弟回とタイトルが被かぶっていることには、今になってようやく気づきました。

　この話で一番苦労したのが、〈バーバ・ヤーガ〉の必殺技名。賀が東とう先生や担当さんから「もっと恥はずかしく！　もっと乙女おとめチックに！」と攻め立てられ、僕の心は作中のリーナとシンクロしたのでした。




『湯ゆ煙けむりの向こう側』

　書き下ろしの後日談。

　とりあえず達たつ哉やがリーナとイチャイチャしつつ自分を顧かえりみる、ラブコメ話です。

　何というか、アナザー当初の雰ふん囲い気きにちょっと戻もどれた気がします。賀東先生曰いわく、『良い意味での昭和臭』だとか──だから昭和って何ですか!?




　このＳＳで、アナザーも本当に終わりになります。最後までこのシリーズを読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆をおかせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一六年一月　大おお黒くろ尚なお人と










解説









　フルメタアナザー短編集、その二となります。書き下ろしでシリーズ最終巻の後日談も掲けい載さいしております。




『よいこのじかん・その２　～タたツつヤやお兄さんとアあーームむ・・スすレれイいブぶにのってみよう～』

　達たつ哉やくんによるＡＳアーム・スレイブ操縦講座です。リーナにしごかれまくっていた新人の彼が、ずいぶん偉えらそうになったものですね！　……という話をやったら面白いんじゃないかなあ、というのが最初の思いつきでした。

　本家フルメタでの『よいこのじかん』（サイドアームズ１に収録）は、ひたすらＡＳの解説が続くだけの濃こい話だったんですが、こちらはコミカルな仕上がりとなっております。




『南国のテロリスト』

　このお話は六巻で旭あきらくんがああいうことになった後に書かれたものでして、大おお黒くろくんもいろいろしんどい気分があったようです。

　いいキャラだったんですよねえ、旭。特に姉のバカな振ふる舞まいを必死でフォローしている時の彼は、輝かがやいていました。

　だからこそ、ああいう六巻のあとにコミカルな話を読むといろいろつらい気分になりますね。合がつ掌しよう。




『〈シンドバット〉号の幽ゆう霊れい』

　うん、なんというか、すごく普ふ通つうの短編＆番外編エピソードですね。

　言ってしまえば温泉や怪かい談だんでドタバタなんてのは定番のお話です。でもこういう日常のクスリとする事件なんかも、けっこう大事なんですよ！　特に長いシリーズの終しゆう盤ばんで、ある種の感かん慨がいというか、『ああ、このキャラたちともお別れだな』と思っていただくのには、かなり効果的な一面があるのです。

　いえ、そこまで真ま面じ目めに考えて用意した話というわけでもないんですが。




『南洋の大決戦！』

　戦せん闘とう機からロボットに変形するメカといったら、賀が東とうも大好物でして。去年もバンダイさんのＤＸ超ちよう合金『ＶＦ─19　ＡＤＶＡＮＣＥ』を買って大フィーバーです。力強いバトロイド（人型）と、流りゆう麗れいなファイター（戦闘機）のスタイルが完かん璧ぺきに両立された、超かっこいい変形トイ！

　ただし問題がありまして。

　ものすごく……ものすごく精せい緻ちで複雑な変形なので、時間がかかるのです。慣れてないと、人型から戦闘機まで二〇分以上はかかります。細々と、ガチャガチャ、チョコチョコ……。

　いや、それはそれで楽しい。でも苦労して難しい変形作業をさせながら、『もしこの変形メカが現実にあったら、やっぱり三〇分くらいはかかるんじゃないのか？　いや、電子制せい御ぎよで各部がシステマチックに変形するのだろう。だとしても、さすがに劇中の映像みたいに一秒くらいでバシッと変形するのは無理なのではないか？　あと関節とか超もろいし。非変形のメカと殴なぐり合ったら負けるだろ、これ。普通に考えて』と思ったりするわけです。

　かつて、こんなトイは夢でした。でも夢に近づけば近づくほど、それが遠のいていくような哀かなしさ。リアルロボというのは、まるで蜃しん気き楼ろうのようですね（遠い目）。




『湯ゆ煙けむりのむこう側』

　長編のラストがあっさり気味だと思った方々のためにも、その後の達哉とリーナを描えがいていただきました。

　なにしろ、主人公とヒロインです。シリーズ序じよ盤ばんでは、大黒くんへのダメ出しワードのひとつに『こんな達哉とくっつくリーナがかわいそうだよ！』というのがあったのですが、達哉くんもあれこれ苦労して成長したし、最近は『まあ、これならアリかな……』というくらいにはなりました。

　いってみれば、娘むすめを嫁よめにやる父親の心境ですね！　いえ、別にリーナも大黒くんのキャラなんですが。不思議な気分です。




　……そんなこんなで『アナザー』もスタートから四年半。ようやくラストに到とう達たつしました。これまでつきあってきてくださった皆みな様さま、本当にありがとうございました！

　本家フルメタのアニメも控ひかえております。その前後にまた原作サイドでも、なにか新作をお届けできたらと思っておりますので、なにとぞよろしくお願いいたします！

　ではでは！





二〇一六年　一月　賀東招しよう二じ
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